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◆






　ラノベ作家になりたくて震ふるえる。




　頭の中にはいつも、魔ま法ほうバトルものや異世界転生ファンタジーもの、学園ハーレムものなど、色々な物語の設定があふれ、登場キャラが賑にぎやかに動き回り、小説としてこの世に生み出されるのを待ちわびている。

　もちろん、それは授業中だって例外じゃない。

　県立統星すまる高校、一年九組。

　六月のプラスチックのような陽ひ射ざしが差さし込こむ教室に、数学教師の淡たん々たんとした声が響ひびいている。

　四限目が終わるまであと十五分。生徒の間には昼休みを待ちきれないそわそわした空気が広がっていて、まともに授業を聞いている奴やつはほとんどいなかった。

　そんな浮うわついた空気に満ちた教室で、冬ふゆ野の藍あい介すけは真しん剣けんな眼まな差ざしでシャープペンを動かし、白いノートを文字で埋うめていた。

　一見真面目に授業を受けているようだが、実は板書を写しているわけではない。脳みそからあふれてやまないライトノベルのプロットが、ノートの罫けい線せんにそって流れるように生み出されているのだ。

　プロット。作家志望でもない限り馴な染じみのない言葉だけれど、まあ、簡単に説明すれば、これから書く物語の大筋をまとめたもので、言うなれば物語の設計図だ。普ふ通つう、小説というのはこのプロットを基もとに書き上げる。

　異世界転生ファンタジーのプロットを書きながら、藍あい介すけは確かな手応えを感じていた。

（これ、かなりの大作になるんじゃないか……？）

　異世界に転生した主人公の戸と惑まどい、ヒロインとの出会い、立ちはだかる敵、仲間たちとのすれ違ちがい……。次々と主人公を襲おそう試練を、前世の知識と持ち前の機転、そして仲間の力により突とつ破ぱして、異世界で自分の居場所を摑つかみ取とる。そんなストーリー。

（やばい、これ絶対面白いっ……！　うわ、早くプロット終わらせて本編書きたい……！　書き上がったらどこの小説賞に応おう募ぼしようかな。やっぱり前回のリベンジで、インフェルノ文庫新人賞にするしかないよな。今度は案外すんなり受賞して作家デビューしたりして……）

　そんなことを考えてにやりと唇くちびるの端はしを上げたときだった。

「次、この問題だが、冬ふゆ野の、前に出て解いてみろ」

「………………は？」

　急に名指しされ、藍あい介すけは間ま抜ぬけな返事をする。

　え、何？　問題解くの？　前に出て？　何ページの何問目？

　慌あわてて教科書をめくるが、聞いていなかったのでどの問題か分かるはずもない。

「呆あきれた奴やつだな……。あれだけ熱心に板書を写していたくせに、何も聞いていなかったのか？　お前、ノートに下らない落書きでもしていたんじゃないのか？」

　数学教師が呆あきれに侮ぶ蔑べつをまぶして汚お水すいに浸つけ込こんだような、じっとりとした口調で嫌いや味みを言う。

「落書きとは失礼な。高こう尚しような執しつ筆ぴつ活動です！」

　そう反論したかったけれど、言っても怒おこられるのは明らかだったので、藍あい介すけはその台詞せりふを吞のみ込こんだ。

「いやもう、めっちゃ聞いてましたよ。聞き過ぎて聞きき漏もらすくらい聞いてました。あのページですよね。ほら、あの、例の問題が載のってる……」

　適当なことを言って時じ間かん稼かせぎをするが、時間を稼かせいだところでどの問題か分かるわけがない。やばい、これ、確実に怒おこられるパターンじゃないか？

　そう思ったとき、右みぎ隣どなりに座すわる女子生徒が、藍あい介すけにだけ聞こえる声で囁ささやいた。

「……五十四ページの問二だよお」

　藍あい介すけは言われたページを開く。あ、この問題ならどうにかなりそう。黒板の前に出て、苦戦しながらも問題を解く。

「正解だ。席に戻もどれ」

　数学教師が舌打ちしながら言った。どうやら問題を解いたことが気に入らなかったらしい。態度悪くないですか？

　席に戻もどろうとして振ふり返かえったとき、やる気のない顔で授業を受ける三十名のクラスメイトたちの姿が目に入った。彼かれらの中には髪かみ型がたや髪かみの色を派手にしていたり、夏服を自分なりにアレンジしている奴やつらもいたけれど……、結局、みんなが同じ制服を身に着けているせいだろう、こうして教きよう壇だんの上から見ると、一人一人の個性よりも制服の統一感の方がずっと強くて、クラスメイトのほとんど全員が──ただ一人の例外を除いて──教室の景色に埋まい没ぼつしていた。

　その唯ゆい一いつの例外こそ、藍あい介すけの右みぎ隣どなりに座すわる女子生徒だった。彼かの女じよの姿だけはなぜか、教室内の景色に埋うもれるどころか、むしろくっきりと浮うかび上あがっているように見えた。

　栗くり色いろの大きな瞳ひとみが印象的なその女子生徒は噓うそみたいに綺き麗れいな顔立ちをしていて、瞳ひとみと同色の長い髪かみが華きや奢しやな肩かたをふわりと包んでいた。手足は長くて顔は小さい。十頭身くらいなんじゃないだろうか。

　鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れん。

　高校入学からまだ二か月しか経たっていないのに、早くもうちの高校一の美少女と噂うわさされるようになったこの女子生徒には、どこか普ふ通つうの生徒とは一線を画す雰ふん囲い気きがあった。別に目立つ言動をしているわけでもないのに、睡すい[image: 蓮]れんは不思議なほど存在感があり人目を引いた。よく、オーラがある、という言い方をするけれど、睡すい[image: 蓮]れんにはまさにオーラがあった。まるで芸能人のように華はなやかなオーラが。

　というか、睡すい[image: 蓮]れんは芸能人だ。

　──元、だけど。

　今から八年前に爆ばく発はつ的てきなブームを巻き起こした朝の連ドラで、ヒロインの子供時代を演じて一いち躍やく有名になった天才子役・大おお神かみ璃り々り絵え──それが鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんだった。

　その連ドラが終わったあとも、類たぐい稀まれなる演技力と歌唱力、愛らしい外見とはきはきした性格により大おお神かみ璃り々り絵えの人気は衰おとろえず、ドラマにＣＭにバラエティ──テレビで彼かの女じよの姿を見ない日はないほどだった。

　だから四年前、人気絶頂の最中さなか、小学校卒業を機に睡すい[image: 蓮]れんが芸能界を引退したときには日本中が驚おどろいたものだった。

　藍あい介すけは小学校も中学校も睡すい[image: 蓮]れんと同じで、同じクラスになったことも一度や二度ではなかった。

　睡すい[image: 蓮]れんは芸能界の仕事が忙いそがしくて学校を休んだり早退してばっかりだったけれど、男女問わず人気があって、彼かの女じよが学校にいるときには、彼かの女じよの周りには常に人が集まり笑い声が絶えなかった。元気ではきはきしたテレビのイメージとは違ちがって、学校での睡すい[image: 蓮]れんはおっとりとマイペースだった。日本中の大おお神かみ璃り々り絵えファンが知らない彼かの女じよのそんな素す顔がおを知っている──そのことが、睡すい[image: 蓮]れんの当時のクラスメイトたちのささやかな自じ慢まんであった。

　席に戻もどって椅い子すに座すわろうとしたとき、睡すい[image: 蓮]れんと目が合った。睡すい[image: 蓮]れんは頰ほおを緩ゆるめてふにゃりと微笑ほほえみかけてきたが、藍あい介すけは気付かない振ふりをして着席した。問題を教えてくれたことは素す直なおにありがたいと思うし、本当なら、そのお礼をちゃんとするべきなんだろう。

　けど、藍あい介すけにはどうしてもそれができなかった。というか、したくなかった。

　なぜなら、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんのことが苦手だからだ。

　──それも、限りなく「嫌きらい」に近い「苦手」。できることなら彼かの女じよと関わりたくないと思っている。

　二か月前の入学式の日、高校の玄げん関かん先さきに貼はり出だされたクラス割を見て睡すい[image: 蓮]れんと同じクラスになったことを知った藍あい介すけは、自分の運の悪さを心から呪のろった。一年生は十クラスもあるというのに、よりによって一番関わりたくない奴やつと同じクラスになるなんて……。元天才子役の美少女と同じクラスになりたい男子なんて掃はいて捨てるほどいるのだから、もしできるなら、そういう奴やつらに「睡すい[image: 蓮]れんと同じクラスになれる権利」を五万円で売りつけてやりたいとさえ思った。

　藍あい介すけが椅い子すに座すわってからも、睡すい[image: 蓮]れんは何か言いたげにこちらを見ていたが、やがて諦あきらめて前に向き直った。




　昼休みになると同時に、藍あい介すけは財さい布ふを手に校舎を飛び出し駅前の書店に向かった。

　息を切らして店内に飛とび込こみ、ライトノベルコーナーの、新刊が並ぶ平台に駆かけ寄よった。

　今日は、インフェルノ文庫の新刊の発売日。

　それも一年に一度の特別な日──インフェルノ文庫新人賞の受賞作が刊行される日だった。

　インフェルノ文庫新人賞は、大手出版社・朱しゆ翼よく社しやが主しゆ催さいするライトノベルの新人賞だ。

　毎年六月末が締しめ切きりで、その後、五か月を掛かけ一次～四次選考と最終選考を行い、十二月に大賞や優ゆう秀しゆう賞しようなどの受賞作が発表される。そして、それからさらに半年後の六月（つまり今日）に満まんを持して受賞作が刊行されるのだ。

　インフェルノ文庫新人賞はライトノベルの小説賞の中でも一、二を争うほど大きな賞だ。毎年の応おう募ぼ作品数は五千作を優に超こえ、その中から選ばれたたった数作だけが受賞作として世に送り出される。大おお雑ざつ把ぱに計算して受賞確率は０・１％くらい。この数字は東大や公こう認にん会かい計けい士しの試験に合格するよりも、ずっとずっと厳しいものだった。

　それだけの難関を突とつ破ぱした作品だからこそ面おも白しろさも折り紙付きで、受賞作が数年後にはインフェルノ文庫の看板作になっていたり、アニメ化していることもざらだった。そのため、ラノベファンやラノベ作家を目指す人間にとっては、この賞の受賞作は絶対に見み逃のがせなかった。

　藍あい介すけは去年、インフェルノ文庫新人賞に応おう募ぼするために三本のライトノベルを書き上げ、うち二本を実際に応おう募ぼした。

　二本とも自信作だった。

　どっちか片方は絶対大賞を受賞できると思っていた。

（インフェルノ文庫新人賞の大賞を受賞したら、賞金三百万円もらえるんだよな。受賞したら何を買おう？　まずノートパソコンとプリンタを買って、それから気になってたラノベとか漫まん画がとかゲームとか全部買かい揃そろえて、スマホも機種変して……。やばい、想像するだけでめっちゃ楽しいんですけど！）

　応おう募ぼ後ごしばらくは、そんな妄もう想そうをしながら日々を過ごした。




　──だが、その妄もう想そうが現実になることはなかった。




　去年の八月に、インフェルノ文庫の公式ホームページで一次選考の結果が発表されたとき、藍あい介すけは期待に胸を膨ふくらませながらそれをチェックした。

　だが、一次選考通過作品リストの中に藍あい介すけの作品は一つも残っていなかった。

　本当にショックだった。

　あれだけの自信作だったのに、それが一次選考に残す価値もない駄だ作さくだと出版社に吐はき捨すてられたような気がして、藍あい介すけはショックでしばらく小説を書くことができなくなった。

　あれから約十か月、一次選考落ちで受けた心の傷トラウマはもうすっかり癒いえて、以前みたいに応おう募ぼ作さくをせっせと書けるようになった。

　だが、こうしてライトノベルの新刊コーナーに並んだ、「第十八回インフェルノ文庫新人賞受賞作」を前にすると、藍あい介すけは治ったはずの心の傷がじぐりと痛むのを感じずにはいられなかった。




（もしぼくの作品が大賞を受賞してたら、今ここにはぼくの作品が並んでたはずなのに……）




　一次選考で撃げき沈ちんした身で傲ごう慢まんな考えだが、そう思わずにはいられないほど、藍あい介すけはあの二本の作品に自信を持っていて、一次選考落選という結果を不満に思っていた。




　──それに、心の傷が痛み出した理由は、それだけではなかった。




　藍あい介すけは、平台に高く積まれた大賞受賞作を手に取る。

　藍あい介すけ好ごのみのイラストが表紙を飾かざるそのライトノベルは──




『無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト　　　　著：甘あま井いひつじ』




　インフェルノ文庫新人賞の受賞作が発表された去年の十二月、ホームページでこの作品の紹しよう介かいを見たとき、藍あい介すけは思わず「まじで？」と声を上げてしまった。

　藍あい介すけが書き上げた作品と、設定やあらすじがよく似ていたからだ。

　──と言っても、応おう募ぼした二本の作品とではない。

　書き上げたけれど応おう募ぼし損そこねた三本目の作品と、だ。

（もしあの三本目を応おう募ぼしていたら……）

　似たストーリーの作品が大賞を受賞したからこそ、余計にそんな思いが強くなる。

　今日、藍あい介すけがわざわざ昼休みに高校を抜ぬけ出だしてこれを買いにきたのは、一秒でも早くこの作品が読みたかったからだ。

　正直、あの三本目の作品は、他の二本に比べて設定やストーリーが甘あまかったと思っている。

　でも、この甘あま井いひつじとかいう変なペンネームの作者は、藍あい介すけと同じような設定、同じようなストーリーで大賞を受賞した。

　それなのに、藍あい介すけはより自信のあった二本の作品で、一次選考すら突とつ破ぱできなかった。

（これを読めば、ぼくの作品に足りなかったものが分かるかもしれない……）

　藍あい介すけはその本を買い、ブックカバーを掛かけてもらい高校に戻もどった。




　教室に戻もどり、朝にコンビニで買ったおにぎりを片手にその小説を読み始める。

　隣となりでは、睡すい[image: 蓮]れんが友達と机をくっつけて談だん笑しようしながら弁当を食べている。睡すい[image: 蓮]れんのはずいぶん小さな弁当箱だ。あんな量で足りるのかよ？　元芸能人だから周りに小食アピってるだけじゃないのか？　と邪じや推すいしたくなる──というかしている。睡すい[image: 蓮]れんのことが好きじゃないから、細かいことでいちいち文句を付けたくなるのだ。

　……いかん、あんな女を気にしてる場合じゃない。集中集中！

　藍あい介すけは小説に意識を戻もどして読み進める。




　ぱら、ぱら。

　ぱらぱらぱらぱら…………。




　ページをめくる手が止まらなかった。

　藍あい介すけはいつの間にかおにぎりを机に置き、がっつくようにその小説を読んでいた。

「おーい。藍あい介すけ」

　教室前方の入り口から自分を呼ぶ声が聞こえた。コンマ一秒だけ目を向けると、他のクラスの男子生徒が教室に入ってきて、こちらへ歩いてくるのが見えた。

　背の高い精せい悍かんな顔立ちの男子生徒だ。長い髪かみを金に染め、前を開けたワイシャツからは髑髏どくろのプリントのＴシャツが覗のぞいている。

　本ほん条じよう清きよ杜と。藍あい介すけの友人であり、藍あい介すけが小説を書いていることを知っている数少ない人間の一人だった。藍あい介すけは小学校の頃ころ、小説を書いていることが原因でクラスメイトから苛いじめられたトラウマがあるので、執しつ筆ぴつ＆応おう募ぼのことは信しん頼らいしている人間にしか打ち明けていなかった。そして藍あい介すけは、外見はともかく清きよ杜との内面は信しん頼らいしていた。

「よお、悪いけど数学の教科書貸してくれねえ？　忘れちまってさ」

　清きよ杜とは藍あい介すけの横で立ち止まって言った。

「……」

「繰くり返かえすぞ？　悪いけど数学の教科書貸してくれねえ？　忘れちまってさ」

「…………」

「……って、おーい、藍あい介すけ？　無視か？　苛いじめか？　やめろよ俺おれ意外とメンタル弱いんだから。無視されたら泣くぞ？　マジで泣くぞ？　あと五秒で泣くぞ？　五、四、三、二──」

「悪い、ちょっと静かにしてくれ。こっちに集中したい」

　藍あい介すけは小説から目を離はなさずに冷たく言う。正直、今は清きよ杜との相手をしている場合じゃない。

　この小説を読み進めているうちに、藍あい介すけの胸の内には一つの疑念が生まれていた。

　その疑念が正しいか否いなかを確かめるように、藍あい介すけは続きを読んでゆく。

「うわ、冷てえ。それでも親友か？　つーか、何読んでんだ？」

　清きよ杜とが藍あい介すけの手元を覗のぞき込こんでくる。

「もしかしてそれ、今日発売の何とか小説新人賞の受賞作じゃねえ？　お前、ずっと気になるって言ってたもんな。そんなに面おも白しろいのか？」

　清きよ杜とがそう聞いてきたが、その問いかけを無視して藍あい介すけはページをめくる。

　そして、とある一文を見つけたとき、疑念が確信に変わった。

　目の前が真っ暗になって、頭の中が真っ白になって、腹の底から湧わき上あがるよく分からない衝しよう動どうに全身が震ふるえた。

「おい、どうした、顔色悪いぞ。大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう聞かれた直後だった。

「──大だい丈じよう夫ぶもクソもあるかぁ！　これ、ぼくの書いた作や品つの盗作パクリだろ！」

　藍あい介すけは椅い子すをはねのけるように立ち上がって怒ど鳴なりながら、その小説を力任せに床ゆかに叩たたきつけた。

　一いつ瞬しゆん教室が静まり返り、その場にいた全員が藍あい介すけの方を見た。隣となりに座すわる睡すい[image: 蓮]れんも驚おどろきに目を丸くして藍あい介すけを見上げていた。

　今床ゆかに叩たたきつけた《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》のストーリーは、藍あい介すけが書き上げながら応おう募ぼできなかった三作目《バレットマジック・ショウダウン》と驚おどろくほど似通っていた。

　正直、あの作品は「機械文明と魔ま法ほう科か学がくが発展した銃じゆう社しや会かいの日本」という結構ありがちな設定だったから、似た内容の作品があってもおかしくないとは思う。

　でも、それにしてもあまりに似すぎていた。

　世界観の設定や序じよ盤ばんの話の運び方にとどまらず、主人公やヒロイン以下、登場キャラクターの名前、性格に至るまでがそっくりだった。

　──いや、それどころじゃない。

　主人公とヒロインが初めて言葉を交かわすシーンに至っては、藍あい介すけが書いたものと一言一句同じだったのだ。

　そのシーンを読んだとき、藍あい介すけは確信した。




　こんな偶ぐう然ぜんがあってたまるか、これは盗とう作さくだ──と。

　この作者の甘あま井いひつじとかいう奴やつは、藍あい介すけの作品を、タイトルを変えて応おう募ぼしたのだ──と。




　小説は床ゆかに叩たたきつけられた衝しよう撃げきでブックカバーが外れ、藍あい介すけ好ごのみの表紙イラストをあらわにしながら、変な風に跳はねて睡すい[image: 蓮]れんの足にぶつかった。彼かの女じよは驚おどろいたままの顔で、その小説の表紙をじっと見つめていた。

　あまりに腹が立ってその場でじっとしていることができなくて、藍あい介すけは胸の内に湧わき上あがる衝しよう動どうに任せて教室を飛び出した。
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　廊ろう下かを蹴けりつけるように大おお股またで歩きながら、藍あい介すけは一年前のことを思い出す。

　藍あい介すけの家にはパソコンがない──正確には、父親のパソコンはあったが藍あい介すけが使うことが禁じられていた──だから、小説賞に作品を応おう募ぼするときは、まずノートに小説を手書きして、それをネットカフェでパソコンで打ち直してから、プリントアウトして応おう募ぼする、というまどろっこしいやり方をしていた。

　去年、中学三年生の六月、藍あい介すけはインフェルノ文庫新人賞用に書き上げた三作品を、いつものようにネットカフェでパソコンで打ち直して印刷しようとした。

　だが、ネットカフェでの印刷はただではない。一枚十円も取られる。藍あい介すけが書いたものは、三作品合わせて四百ページ近い量があった。その全てをプリントアウトするには、四人の野の口ぐち英ひで世よを犠ぎ牲せいにしなくてはいけない計算だ。

　それじゃなくても、三作品分の原げん稿こうをパソコンで打ち直すために五日間ネットカフェに通い続けて金欠なのだ。とてもじゃないけど、四千円なんて大金を出すことはできなかった。

　困った藍あい介すけは、放課後、中学校の図書室で当番をしていた清きよ杜とにそのことを愚ぐ痴ちった。清きよ杜とはその外見に似合わず読書家で、図書委員なんぞをやっていたのだ。

「そんなことなら、俺おれがどうにかしてやろうか？」

　本の貸し出しカウンターにだらしなく頰ほお杖づえをつきながら、清きよ杜とはさらりとそう言った。

「え、印刷代出してくれるの？　お前、何なの？　神なの？　ぼくに崇あがめてほしいの？」

「神だけど印刷代は出さねえよ」

「何だよ、役に立たない神だな。じゃあ、どうするんだよ」

「いい考えがある」

　清きよ杜とはにやりとして人差し指をくいくいと動かした。耳を貸せ、ということらしい。図書室には数名の利用者がいたし、隅すみの方やカウンター奥おくの部屋にも、清きよ杜とと同じく当番の図書委員がいた。どうやら彼かれらに聞かれると都合の悪い話らしい。藍あい介すけが耳を寄せると、清きよ杜とはカウンター奥おくの部屋を横目で見ながら言った。

「あそこにパソコンとプリンターがある。それを使え」

「え、勝手に印刷していいの？」

「よくねえに決まってるだろ。こっそりやるんだよ。いいか、この図書室は、午後六時になったら当番が窓とドアに鍵かぎを掛かけて帰ることになってる」

「うん」

「このとき、わざと窓の鍵かぎを外して帰れば、あとで窓から図書室に忍しのび込こめるだろ？」

　清きよ杜とはにやりと笑う。図書室は校舎の一階にあった。

「……それ、見つかったらやばいんじゃないの？」

「別に停学とかにはならねえだろ。もしやるなら鍵かぎは俺おれが開けといてやる。あとはお前次し第だいだ。どうする？」

　チキンハートの藍あい介すけにとって、夜の図書室に忍しのび込こむなんていうことは、頭にストッキングをかぶって全ぜん裸らで銀行強ごう盗とうをするくらいの大犯罪に等しかった。

　でも、背に腹はかえられない。印刷しなければインフェルノ文庫新人賞に応おう募ぼできず、作家になる夢が遠のくのだ。ついでに賞金の三百万円も遠のくのだ。

「……やる」

　目的のためなら悪にも手を染める男になってやる。

「よし、任せろ。今日早さつ速そく決行な。せっかく協力してやるんだ。もし大賞取ったら賞金で何か奢おごれよ」

　そう言って、清きよ杜とは歯を見せて笑う。

「うまし棒三十万本奢おごってやるよ」

　藍あい介すけは笑って言い返す。




　で、その日の夜、藍あい介すけは窓から図書室に忍しのび込こんで、パソコンに三作品分のデータが入ったＵＳＢメモリを差さし込こんだ。

　まず、自信のある二作品を先に印刷した。暗く静かな図書室にプリンターの印刷音ががーがーと響ひびいた。思った以上に大きな音だった。それを聞きつけた先生が今にも図書室に飛とび込こんできそうで、藍あい介すけは印刷が終わるまでずっとびくびくしていた。

　二作品の印刷が終わり、原げん稿こうをリュックにしまう。

　続けて、三作品目の《バレットマジック・ショウダウン》を印刷しようとしたとき、廊ろう下かから足音が近づいてくるのが聞こえた。

　心臓が止まりそうになり、藍あい介すけはその場で息を殺した。

　足音が図書室の前で止まり、がちゃり、と鍵かぎ穴あなに鍵かぎを差さし込こむ音が……。

（やばっ！）

　やはり印刷の音が漏もれていて、不ふ審しんに思った先生が見回りに来たのだ。

　藍あい介すけはリュックを手に足音を殺して窓まど際ぎわまで走り、開いた窓から校舎の外へと脱だつ出しゆつし、逃にげるように家に帰った。

　息を切らして自室のベッドに倒たおれ込こんだ藍あい介すけは、そこでようやく、図書室のパソコンにＵＳＢメモリを差しっぱなしにしてきたことに気付いた。

　やばいと思ったけれど、さすがにその日のうちに図書室に再さい侵しん入にゆうする度胸はなかった。翌日の昼休みに図書室に行って、カウンターから奥おくの部屋を覗のぞいたが、ＵＳＢメモリはどこにも見当たらなかった。きっと、あのとき見回りに来た先生に没ぼつ収しゆうされたのだろう。

（ああ、くそ。しくじった……）

　データを失ったから、三作品目はまたパソコンで打ち直さなきゃならない。でも、もうネットカフェに行くお金も残っていないから、それもできなかった。

　となると、三作品目の応おう募ぼは諦あきらめるしかない。悔くやしかったものの、この作品は、藍あい介すけ的てきには既すでに印刷を終えた二作品よりも完成度で劣おとると思っていたので、すぐに割り切ることができた。

（まあ、自信あるのは印刷できたし、今回はこの二作品だけ応おう募ぼしよう……）

　ちなみに、ＵＳＢメモリには三作品分の原げん稿こうの他に、インフェルノ文庫新人賞に応おう募ぼするときに必要なエントリーシートのデータも入っていた。

　そのエントリーシートには藍あい介すけの氏名や住所などの個人情報が記入してあったから、藍あい介すけは、ＵＳＢメモリの中身を見た先生が、いつ自分を[image: 叱]しかりに来るかと、毎日冷や冷やしながら過ごしていた。

　でも、不思議なことに、藍あい介すけが先生に呼び出されたり[image: 叱]しかられたりすることは遂ついになかった。

　その代わり、ＵＳＢメモリが藍あい介すけの元に戻もどってくることもなかったけれど。




　そんな経けい緯いで応おう募ぼを諦あきらめた作品が、インフェルノ文庫新人賞の大賞受賞作《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》として、藍あい介すけの前に現れたのだ。

（何だよこれ。意味分からないんだけど……！　まさかこれが俗ぞくに言う悪夢ってやつか？）

　怒いかりに遅おくれて、盗とう作さくのショックがようやく湧わき上あがってくる。廊ろう下かを歩きながら、悔くやしくて目に少し涙なみだがにじんだ。




　もし自分の作品が大賞を受賞したら……。




　小説賞に作品を応おう募ぼするたびにそんな妄もう想そうをしていた藍あい介すけだったが、皮肉にもその妄もう想そうは現実となった。

　藍あい介すけの作品は大賞を受賞した。

　ただし、作者は藍あい介すけじゃない誰だれか。

　誰だれかって……、誰だれ？

　誰だれがぼくの作品を盗とう作さくした？

　あのとき見回りに来た先生だろうか。でも、あの中学にいた先生の中に、アニメや漫まん画がが好きな人はいなかったはずだ。だからライトノベルだって読まないだろう。そういう人があれを盗とう作さくしてインフェルノ文庫新人賞に応おう募ぼするとは思えなかった。

（誰だれだよ、ぼくの作品を盗とう作さくして作家になった甘あま井いひつじって……）

　強く瞑つぶったまぶたの裏で、顔のない甘あま井いひつじが藍あい介すけを嘲あざ笑わらう。
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　時間が経たつにつれ、怒いかりよりショックの方がずっとずっと強くなってきた。午後の授業に全然身が入らず、気付けば放課後になっていた。

　幽ゆう霊れいみたいにふらふらの足取りで教室を出て、階段を下りて玄げん関かんに向かう。

　そのとき、頭上から綺き麗れいな声が降ってきた。

「冬ふゆ野の君」

　鼓こ膜まくからじゃなくて、肌はだからすっと心に入ってくるような不思議な響ひびきの声。もし声に色や形があったら、きっと今の声は、透とう明めいだけど光を受けてつやつや輝かがやく、シャボン玉のようだったに違ちがいない。

　そんな綺き麗れいな声の持ち主を、藍あい介すけは一人しか知らない。

　背後を振ふり仰あおぐと、案の定、階段の途と中ちゆうに睡すい[image: 蓮]れんが立っていた。

「……何か用？」

　藍あい介すけは言う。睡すい[image: 蓮]れんに対する苦手意識のせいで、かなりきつく冷たい言い方になった。

　睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけの言葉の棘とげを気にする様子もなくとてとてと階段を下りて、まるで子犬みたいに目を輝かがやかせながら駆かけ寄よってきた。もし彼かの女じよに犬の尻尾しつぽがついていたら、きっと振ふり回まわし過すぎて千切れていただろう。

「冬ふゆ野の君冬ふゆ野の君、今日これから時間ある？　実は、とっても大事なお話があるの」

　睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけを見上げながら、相変わらずのおっとりとした……、と言うか、むしろとろくさい口調で言う。

　睡すい[image: 蓮]れんの言葉に、ああ、またか……、と心中で舌打ちをする。

　理由は全く分からないが、藍あい介すけは一年くらい前から、こんな感じで睡すい[image: 蓮]れんに頻ひん繁ぱんに声をかけられるようになった。何やら大事な話があるらしいのだが、残念ながら藍あい介すけには話したいことは何もないし、彼かの女じよの話に付き合う義理もない。だから、三月までは「受験で忙いそがしい」と断っていたし、高校に進学してからも、何かと理由を付けてはぐらかしていた。もちろん、今日もそうするつもりだった。

「……悪いけど、これから用事があるんだ。また今度誘さそってくれ。それじゃあ、また」

　藍あい介すけは噓うそくさい笑え顔がおと心の籠こもらない社交辞令のコンボを繰くり出だすと、睡すい[image: 蓮]れんに背を向けて玄げん関かんに向かおうとした。

　そのとき、ぐいー、と後ろ向きの抵てい抗こうを感じた。振ふり向むくと、睡すい[image: 蓮]れんが藍あい介すけのリュックを両手で摑つかみ、むいーんと引っ張っているではないか。

[image: ]

「……何だよ。離はなせよ」

「じゃあ、明日は？」

「は？」

　今までは断ればすぐに諦あきらめたのに、今日に限ってなぜか食い下がってくる。

「……いや、明日も用事」

「じゃあ、明後日あさつて」

「明後日あさつてもやることがあるんだけど」

「なら、しあさってとか、その次の日は？」

「どっちも予定あるから無理」

「じゃあ、その次の日か、次の次の日か、次の次の次の日か、次の次の次の次の日か、次の次の次の次にょちゅぎにょひとかにゃっ──！」

　同じ言葉を繰くり返かえし過すぎたせいか、睡すい[image: 蓮]れんが盛せい大だいに言葉を嚙かんだ。ついでに舌も嚙かんでしまったらしく、彼かの女じよは両手で口元を押おさえながら、痛さを紛まぎらわすようにぴょこぴょこと飛とび跳はねた。

　今の発音やその仕草が絶ぜつ妙みように可愛かわいらしくて、藍あい介すけは思わず頰ほおを緩ゆるませかけたけれど、すぐにこいつが自分の怨おん敵てきだってことを思い出して、慌あわてて顔を引ひき締しめる。そして、数日分まとめて、「用事があるから無理」の一言でぶった斬ぎってやろうかと思って、実際に用事の「よ」まで口にしたところで藍あい介すけは気付いた。

（こいつ、もしかして今日は引かないつもりなんじゃないのか？　下手すれば、百年先までの予定を聞かれるかも……）

　そんな馬ば鹿かな。いや、でも、きっとそうに違ちがいない。そう言えば、痛そうに口元を押おさえながらも藍あい介すけに向けられる睡すい[image: 蓮]れんの視線には「今日こそは」という強い意志が宿っているような気がしないでもない。

（このまま百年先までの予定を延々と聞かれて、根負けした挙げ句百年と一日後の約束を取り付けられるより、今日我が慢まんしてこいつの誘さそいに乗ってやった方がましなんじゃないか？）

　そう判断した藍あい介すけは、ちょっと大げさな動作で、ぽん、と手を打ち棒読みで言った。

「あー、そうそうオモイダシター。そう言えば今日の用事はナクナッタンダー。だから今日なら時間アルカモー」

「ふゃ、本当？」

　睡すい[image: 蓮]れんが声を弾はずませる。それじゃなくても大きな瞳ひとみがくるりと一回り大きくなって、他人ひとより色素が薄うすい瞳ひとみの中にふわぁと光が広がった。

「もちろん本当だよ。ぼくは生まれてから一度も噓うそを吐ついたことないからね。噓うそだけど。で、話って？」

「あの……、わたしと付き合ってください……！」

「…………………………は？」

　突とつ然ぜんの告白に、藍あい介すけは目を見開いて後ずさる。

「お……、お前、それ、本気で言ってるのか？」

「もちろん本気だよお。駄だ目め？」

「いや、告白するのは個人の自由だから、ぼくにいいとか駄だ目めとか言う権利はないけど……」

「告白？」

　睡すい[image: 蓮]れんはきょとんとして首をかしげた。それからすぐ何かに気付いたらしく、白い頰ほおがみるみる赤くなってゆく。彼かの女じよは朱しゆに染まった頰ほおを隠かくすように両手を当てると、小刻みにぴょこぴょこ跳はねながら慌あわてて弁解する。

「ごっ、ごめんなさいっ！　今のはそういう意味じゃなくて、場所を変えて落ち着いて話したいから、そういう場所まで付き合ってっていう意味なの──！」

「──ああ、何だ、そういう意味か。驚おどろかせるなよ」

　藍あい介すけは安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。怨おん敵てき認にん定ていした相手に告白されるなんて、正直ぞっとしない。

「いいよ。分かったよ。どこにでも付き合ってやるから、さっさとしてくれ」
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　高校から歩いて約十分。藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんに連れられ、駅の裏通りの奥おくまった位置にある喫きつ茶さ店てんに入った。看板も全然目立たなくて、ここが喫きつ茶さ店てんだと知っている人間じゃないと絶対入店しないような、隠かくれ家が的てきな雰ふん囲い気きの店だった。

　ダークブラウンを基調とした落ち着いた店内で、藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんは窓まど際ぎわの席に向かい合わせに座すわった。店内に他の客はいなかった。経営的に大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

「えっと、わたしはチーズケーキとカフェラテにしよおっと。冬ふゆ野の君は？」

　藍あい介すけは手書きのメニューに目を落とす。チーズケーキ八百六十円、カフェラテ五百五十円。どうやらこの店ではインフレが起きているらしい。

「水だけでいい」

「ふゃ、どうして？　もしかして、甘あまいもの苦手？」

「そうじゃなくて、こんなの注文するお金、持ってないし」

「わたしが誘さそったんだから、わたしが出すよお。だから、好きなものを注文して」

「いや、でも……」

「わたし一人でケーキを食べるのも気が引けるの。だから、ね？」

　睡すい[image: 蓮]れんは、ね？　のタイミングで小首をかしげる。その仕草が可愛かわいらしくて、藍あい介すけはまた睡すい[image: 蓮]れんへの敵意を忘れそうになる。

「そ、そうか？　それじゃあ遠えん慮りよなく……」

　そう返事をしたものの、メニューの商品はどれも高くて注文するのに気が引ける。数秒迷ってから、結局ショートケーキ七百二十円とアイスレモンティー五百三十円を注文した。その二つだけで藍あい介すけの月の小こ遣づかいの半分近くが溶とける金額だ。睡すい[image: 蓮]れんは子役で稼かせいでいたから金銭感覚が一いつ般ぱん人じんとずれているのかもしれない。

　注文したものがテーブルに並び、藍あい介すけはアイスレモンティーに口を付ける。あ、すげー美味うまい。ペットボトルのレモンティーとは香かおりも味も全然違ちがう。睡すい[image: 蓮]れんはカフェラテのカップを両手で包むように持ち、ふーふーしてから一口飲んだ。それからカップを置き、口を開く。

「冬ふゆ野の君は、今も小説を書いているんだよね？」

　それは質問というより確かく認にんするような聞き方だった。

「……悪いか？」

　藍あい介すけは急に不ふ機き嫌げんになる。小学校のとき、藍あい介すけが小説を書くことやラノベ作家を目指していることをクラス中に言いふらして馬ば鹿かにしたのは、今目の前にいるこいつだった。そして、それがきっかけで、藍あい介すけはクラスメイトの男子から苛いじめを受けるようになった。

　だから、睡すい[image: 蓮]れんからそう質問されることは「今から古傷に指を突つっ込こむよお。痛かったら手を挙げて痛いって言ってねえ。やめないけど」と宣言されているようなものだった。そりゃ機き嫌げんも悪くなる。

「全然悪くないよお。小説賞にも応おう募ぼしているんだよねえ？　結果は出そう？」

「お前には関係ないだろ」

　藍あい介すけは頰ほお杖づえをつき、そっぽを向いて答える。

「ふゃ～、そんなに怒おこらなくても……」

「別に怒おこってないし。てか、そんなどうでもいいことを聞くためにここに来たのか？　もしそうなら、もう帰らせてもらうけど」

　藍あい介すけは立ち上がる。帰るふりじゃなくて、本当に帰ろうと思った。小説のことをこいつに聞かれるのはそれくらい不ふ愉ゆ快かいだったのだ。

「──駄だ目めっ！」

　睡すい[image: 蓮]れんが両手を伸のばし、テーブルを離はなれようとした藍あい介すけの右みぎ腕うでを摑つかんだ。

「本当に大事な話なの。だから、最後まで聞いて。ね？」

　そのまま腕うでをぐいんと引かれて、藍あい介すけはまた椅い子すに腰こしを下ろした。睡すい[image: 蓮]れんの手は、振ふりほどこうと思えばそうすることができたのに、藍あい介すけがそうしなかった──できなかったのは、きっと藍あい介すけを見上げた睡すい[image: 蓮]れんの表情がいつになく必死だったからだろう。

　睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけの腕うでを離はなすと、鞄かばんの中から一冊のライトノベルを取り出してテーブルに置いた。昼に藍あい介すけが床ゆかに叩たたきつけた《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》だった。そう言えば見当たらないと思っていたが、睡すい[image: 蓮]れんが拾ったのか。

《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を手元に引き寄せ、表紙に目を落とす。藍あい介すけが生み出した主人公とヒロインが、藍あい介すけの好みのイラストで生き生きと描えがかれている。本には「インフェルノ文庫新人賞　大賞受賞作」の金色の帯がチャンピオンベルトのように巻かれ、誇ほこらしげに輝かがやいている。

（どうしてこれの作者がぼくじゃないんだよ……。甘あま井いひつじなんて呪のろわれろ……！）

　藍あい介すけは心の中で力なく呟つぶやく。それから、睡すい[image: 蓮]れんに尋たずねる。

「これがどうかしたのか？」

「冬ふゆ野の君、昼休みに、その小説は自分が書いた作品の盗とう作さくだ、って言ってたよね？」

「まあ、な……。でも、そんなこと言っても普ふ通つう信じられないよな。お前からしたら、何言ってんのこいつ、って感じだよな……」

　藍あい介すけは自じ嘲ちよう気味に笑う。藍あい介すけのような小説家志望ワナビがいくら「盗とう作さくだ」と喚わめいたところで、睡すい[image: 蓮]れんには、大賞受賞作家へのひがみや負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえないだろう。きっと冷めた目で苦く笑しようされるか、同情と憐あわれみをかき混ぜて人ひと肌はだくらいに温めたような、微び妙みように生ぬるい眼まな差ざしを向けられるかのどちらかだ。

　けれど、予想に反して、睡すい[image: 蓮]れんは真しん剣けんな目で藍あい介すけを見つめながら、迷いのない口調で言った。

「わたしは信じるよお。これは冬ふゆ野の君の作品だって」

　睡すい[image: 蓮]れんがあまりにきっぱりそう言ったので、むしろ藍あい介すけの方が戸と惑まどってしまう。

「え、どうして信じてくれるんだよ……？」

　そんな藍あい介すけの問いに答える代わりに、睡すい[image: 蓮]れんはおもむろに靴くつを脱ぬぎ椅い子すの上に正座した。

「……何やってんだよ」

　突とつ然ぜんの奇き行こうに藍あい介すけがそう尋たずねると、睡すい[image: 蓮]れんは両手を膝ひざの上に重ね、勢いよく頭を下げた。勢い余って額がテーブルにぶつかり、どべん、と間ま抜ぬけな音がした。

「──本当に何やってんだよ！」

「このとおり深く反省してますっ。ごめんなさいっ！　だから、できれば怒おこらないでほしいの……」

「いや、全っ然話が見えないんだけど。お前、一体何をやったんだよ」

「怒おこらないって約束してくれる？」

「するから早く言えよ」

　藍あい介すけが答えると、睡すい[image: 蓮]れんはようやく顔を上げた。

「実はね、この作者はね──」

　睡すい[image: 蓮]れんはそこで一度言葉を切って息を止めた。まるで、次に言うべき言葉を口にしたくない睡すい[image: 蓮]れんと、言わなければいけない睡すい[image: 蓮]れんが、その瞬しゆん間かんにせめぎ合っているようだった。

　そして、睡すい[image: 蓮]れんの中で後者の睡すい[image: 蓮]れんが勝ったらしく、彼かの女じよは意を決して続けた。

「──わたし、なの」

「………………………………………………はい？」

「この作者、わたしなの。わたしが冬ふゆ野の君の作品を盗とう作さくしたの……」

　あまりの驚おどろきに藍あい介すけはしばらく言葉を失った。驚おどろき過すぎて「驚おどろいた」っていう感情すら湧わいてこないほどだった。アイスレモンティーのグラスの中で、解けた氷が場を繫つなぐようにかろんと音を立てる。

　たっぷり三十秒おいて、ようやく言げん語ご中ちゆう枢すうが復旧してから、藍あい介すけは口を開く。

「お前が……、甘あま井いひつじってことか？」

「うん。めえめえ」

「──めえめえ、じゃねえよ！　お前、何てことしてくれたんだよ！」

　藍あい介すけは声を荒あららげて立ち上がる。睡すい[image: 蓮]れんへの怨おん敵てき濃のう度どが百八十％にまで急きゆう上じよう昇しよう。カウンターにいた神経質そうな顔の若いマスターが眼鏡の奥おくから迷めい惑わくそうにこちらを睨にらんできた。

「うう……、怒おこらないって約束したのに～」

「怒おこるに決まってんだろ！　だって、お前、盗とう作さくを……、ああ、くそ……！」

　マスターの視線が痛過ぎたので、藍あい介すけは声を抑おさえて椅い子すに座すわり直なおす。

　おそらく、去年の六月のあの夜、藍あい介すけが図書室に忘れたＵＳＢメモリを、どういう偶ぐう然ぜんか睡すい[image: 蓮]れんが手に入れたのだろう。そして彼かの女じよはその中に入っていた作品を甘あま井いひつじ名義でインフェルノ文庫新人賞に応おう募ぼし、こともあろうに大賞を受賞したのだ。

　睡すい[image: 蓮]れんに万言の呪のろいの言葉を吐はきかけてやりたかったけれど、盗とう作さく犯はんが目の前にいるっていうことがショックで、すぐに言葉が出てこなかった。二人の間に十七秒の沈ちん黙もくが降りる。それから睡すい[image: 蓮]れんが、おずおずとこう言った。

「……えっとね、実はわたし、担当の編集者さんに言われて、今《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の二巻を書いているの。でも、なかなかいいストーリーが思い付かなくて……」

「だろうな。お前が考えた物語じゃないんだから」

「それでね、あのお話の続きを考えるのは、わたしじゃなくて冬ふゆ野の君じゃなきゃ駄だ目めだってことに気付いたの。だから──」

　睡すい[image: 蓮]れんは椅い子すに正座したまま身を乗り出すと、テーブルの上にあった藍あい介すけの手を両手で包つつみ込こむように握にぎった。

「──お願い。《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の二巻を書くのを手伝って！」

「……………………は？」

　手を握にぎられたことより、そっちの発言の方が驚おどろきで、藍あい介すけは思わず間ま抜ぬけな声を出す。

「虫のいいお願いだってことは分かってるよお。でも、これを頼たのめるのは冬ふゆ野の君しかいないの。だから、ね？」

　あまりに自分勝手な言い分に、さすがにカチンときた。睡すい[image: 蓮]れんの手の中から自分の手を引ひっこ抜ぬき、低い声で言う。

「……あのさ、お前、ぼくの作品を盗とう作さくしたんだよな？　ぼくは被ひ害がい者しやなんだよな。それなのに、被ひ害がい者しやに二巻書かせるのっておかしくない？　おかしいよな？　お前、本当に悪いことしたと思ってるのか？」

「もちろん、思ってるよお。わたしは盗とう作さくをしたとっても悪い子です。だから、もしお仕置きをするって言うなら、どんなお仕置きでも受けるよお。……あ、でも、やらしいお仕置きは事務所的にＮＧだから、それだけはしちゃ駄だ目め」

「もう引退したんだから、事務所は関係ないだろ」

「あ、そう言えばそうかも。……うん、分かった。じゃあ、やらしいお仕置きにも頑がん張ばって耐たえるよお」

「……いや、そもそもそんなことしないから。てか、悪いって分かってるなら、何で盗とう作さくなんかしたんだよ」

　真面目なんだかふざけているんだか分からない睡すい[image: 蓮]れんの様子に苛いらつきながら、藍あい介すけは彼かの女じよを睨にらみ付つけた。

　その途と端たん、睡すい[image: 蓮]れんの顔がかあっと紅あかく色づいた。彼かの女じよは両手で紅潮した頰ほおを覆おおって俯うつむく。

「あ、あのね、わたしね……」

　そして、睡すい[image: 蓮]れんはもじもじしながら、片思いの相手に気持ちを伝えるような、ぎこちなくも夢ゆめ心地ごこちの小声でこう続けた。

「……好きなの。冬ふゆ野の君……のことが……」

「は？」

　藍あい介すけの口から、空気が漏もれるような間ま抜ぬけな声がまた漏もれた。




　………………え、もしかして今、告白された？




　何かさっきも同じようなことがあったような……。そのときは睡すい[image: 蓮]れんの言葉足らずで、結局は全然違ちがう意味だったけれど、今回は疑う余地もないんじゃ──。

　──いや、待て。もにょもにょとしてはっきり聞き取れなかったけれど、「冬ふゆ野の君」と「のことが」の間に、何かの言葉が挟はさまっていたような……。

「ええと、悪い。もう一回言ってくれ」

「えっと、だからね……、好きなの。冬ふゆ野の君の作品のことが……」

「え？」

　今度こそはっきりと聞こえたその言葉に、藍あい介すけは、今さっき告白された（違ちがったけど）ときにも覚えなかった胸の高鳴りを覚えた。

「ぼくの作品が……、好き？」

　好き、という睡すい[image: 蓮]れんの声の残ざん響きようが藍あい介すけの心臓に沁しみ込こみ、血流に乗って体中に広がって、全身がぽかぽかするような不思議な感覚があった。

　小学校のときのトラウマのせいで、藍あい介すけはこれまで、自分の作品を誰だれかに読んでもらおうと思ったことがなかった。そして、「誰だれかに評価されるまでもなく、自分の作品は絶対に面おも白しろいはずだ」。そう信じながら、藍あい介すけは小説を書き続けてきた。

　でもきっと、心のどこかでは、自分の作品を誰だれかに認めてほしかったのかもしれない。

「面おも白しろいね」

「この作品好きだよ」

　誰だれかからそんな言葉をかけてもらうのを待っていたのかもしれない。

　鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れん。藍あい介すけのトラウマの元げん凶きようであり怨おん敵てきである相手。

　そんな奴やつの言葉なのに、世界で一番素す敵てきなものをもらったときのように嬉うれしくて、藍あい介すけは一いつ瞬しゆん盗とう作さくへの怒いかりを忘れてだらしなく頰ほおを緩ゆるめてしまう。

「うん、好き、大好き。だから、冬ふゆ野の君の作品をもっとたくさんの人に読んでもらいたかったの。それで、どうやったらみんな読んでくれるかなあ、って考えたときに、小説賞に応おう募ぼして、出版してもらえたら一番なんじゃないのかな、って思って……。だから、応おう募ぼしちゃったの……」

「で──、でもそれなら、先にぼくに話をしてくれてもよかっただろ」

　藍あい介すけは言う。一応怒いかりの声を出したつもりだが全然上手うまくいかなかったし、何より顔がにやけているので全然迫はく力りよくがない。

「もちろん、話をしようと思ったよお……。でも、受験勉強で忙いそがしいとかで、聞いてくれなかったのは冬ふゆ野の君じゃない……」

「ぐ……」

「全然聞いてくれないし、でも、小説賞の締しめ切きりは迫せまってたから、仕方なく、気になったところをちょこ～っとだけ直して、そのまま応おう募ぼしちゃったの……。話を聞いてくれなくて、ちょっとむっとしたから、自分名義にしちゃったけど……。あ、でも、応おう募ぼした後も、何度も話をしようと思ったんだよ。でも、やっぱり冬ふゆ野の君は取り合ってくれなくて……」

　それに関しては心当たりしかなかった。確かに、去年の六月頃ごろから、睡すい[image: 蓮]れんから妙みようにしつこく声をかけられるようになって、うっとうしいと思いながら断り続けていたのは事実だ。

　でもまさか、そんな大事な話があったなんて思わないだろ！

　……いや、違ちがう。

　大事な話だったからこそ、睡すい[image: 蓮]れんがあれだけしつこく声をかけてきたのだと、もっと早くに気付くべきだったのだ。睡すい[image: 蓮]れんへの苦手意識を言い訳にして、彼かの女じよの気持ちをこれっぽっちも考えていなかったことに、藍あい介すけは今いま更さらながら気付かされた。

「それで、結局何も言い出せないまま応おう募ぼ作さくが受賞しちゃって、とうとう発売日きようになっちゃったの……」

　そして本が発売され、藍あい介すけが盗とう作さくに気付いたからこそ、睡すい[image: 蓮]れんはもう後がないことを悟さとって、しつこく誘さそってきたというわけか。

　藍あい介すけはテーブルの上の《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》に目を落とす。

　藍あい介すけが書いたこの作品を、睡すい[image: 蓮]れんは好きだと言ってくれた。

　そして、インフェルノ文庫新人賞の選考委員も、この作品を面おも白しろいと思ったからこそ大賞に選んでくれた。

　さらに、この作品の担当編集者は、続きを書いてほしいと言っている。

　藍あい介すけの作品を認めて、世に送り出してくれた人がいる。

　その続編を望んでいる人がいる。

　自分の作品が、必要とされている。

　その事実が嬉うれしくて、興奮しているつもりはないのに、体の芯しんから抑おさえきれないほどの熱が湧わき上あがってきた。

　藍あい介すけはその熱をこれから発する言葉に全部詰つめ込こんで、口を開く。

「──分かった。書くよ、続き」

　藍あい介すけの言葉に、ちょっと不安そうにこっちを見ていた睡すい[image: 蓮]れんが、頰ほおを緩ゆるめて柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「ありがと、冬ふゆ野の君」

　その微笑ほほえみは、昔テレビで観みた大おお神かみ璃り々り絵えの微笑ほほえみよりもずっとずっと子供っぽくて可愛かわいらしかった。

「勘かん違ちがいするなよ。別にお前のために書くんじゃないからな」

　素っ気なく答えながらも、藍あい介すけの心臓はどきどきと強く打っていた。

（大賞受賞作の続編を書く……？　やべ、今ぼく、小説家になった気分なんだけど……）

　実際に自分の立場を小説家といえるかは微び妙みようなところだ。でも、もう小説家志望の枠わくを越こえたのは間ま違ちがいないだろう。妥だ当とうな線ではゴーストライターといったところか。

　そう、ゴーストライターだ。

　元天才子役で現役女子高生ラノベ作家のゴーストライター。





◆






　その日の夜、藍あい介すけは自室で、机の引き出しから二冊のノートを取り出した。うち一冊の表紙には、《バレットマジック・ショウダウン　本編》と書かれていた。

　ノートをめくる。

　中学三年生のときに書いた作品。どうせパソコンで打ち直すのだから自分さえ読めればいい、と殴なぐり書がきした文字が連なり、言葉となり、文章となり、物語となりノートを埋うめている。

「これ書くとき、随ずい分ぶん苦労したよな……」

　そう呟つぶやきながら読み始める。あれからまだ一年しか経たっていないのに、もっとずっとずっと昔に書いたような気がして、藍あい介すけはそのときの苦労を懐なつかしんだ。

　冒ぼう頭とうの一文が気に入らなくて何度も書き直したこと。

　書いている途と中ちゆうで設定に無理が出てきて、設定を一から作り直したこと。

　クライマックスを書きたい気持ちを抑おさえきれず、徹てつ夜やでノートに向かったせいで、翌日ふらふらで学校に行ったこと。

　物語を書き終え、最後の行の隣となりに〈了りよう〉の文字を入れたときの達成感と、ほんの少しの寂さびしさ。

　そして、我わが子こに名前を付けるように、必死に必死にタイトルを考えたこと。

　それだけ苦労して書き上げて、結局応おう募ぼできなかった《バレットマジック・ショウダウン》が今日、インフェルノ文庫新人賞・大賞受賞作《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》として発売されたことが、まだ信じられなかった。

　盗とう作さくに対する怒いかりや不満が消えたわけじゃない。

　でも、今はそれよりも、この物語に大賞を受賞するだけの力があったことに、改めて驚おどろきを感じていた。

（インフェルノ文庫新人賞に応おう募ぼしようと思って書いた三本のうちで、これが一番自信なかったのにな……）

　藍あい介すけに見る目がなかったのだろうか？

　それとも、藍あい介すけが気付かない魅み力りよくがこの作品にあったということだろうか……？

　そう言えば、とある小説賞に応おう募ぼして一次選考落ちだった作品を他の小説賞にそのまま応おう募ぼしたら、あっさり受賞が決まりデビューしてしまったラノベ作家がいる、という話を聞いたことがある。

　そういう話があるくらいなのだから、この作品が大賞を受賞したことも、それほどおかしくはないのかもしれない。

　読み進めていくうちに、物語の細部を思い出してきた。そうだ、サプライズを入れようと、途と中ちゆうで主人公の親友が裏切って、もう一人の親友を殺したのだ。それも、その裏切りが唐とう突とつにならないよう、いろいろな場所に伏ふく線せんを張って。でも、今読み返すとあからさまな伏ふく線せんがいくつもあって、もっと上手うまく書けよ自分、と苦く笑しようしてしまう。

　あとは……、そうそう、思い出した。最後は結構バッドエンド気味の、後味の悪い終わり方をしてるんだった。ストーリーの流れから、どうしてもハッピーエンドにならなかったから、まあいいや、と思ってそのまま書き上げたのだ。

　読み終えてから、藍あい介すけはもう一冊のノートを開く。こちらは、《バレットマジック・ショウダウン》の設定やプロットが書いてあった。後半のページには、この作品を書いている途と中ちゆうに思い付いた、二巻以降の設定や話のネタがぎっしりと書かれていた。

　この作品に限らず、藍あい介すけは小説を書いていると必ずその続編の設定やストーリーも思い付いた。だから、もし応おう募ぼ作さくが受賞して出版されたら、すぐに二作目を出す準備ができているというわけだ。まあ、それ以前に、今まで一作目を出版するどころか一次選考だって通過してないんだけどね！　ちなみに《バレットマジック・ショウダウン》の設定やストーリーは五巻分くらいの量があった。

（そうそう。確か二巻はこんな感じで考えてたんだよなあ……）

　時間を掛かけてノートを読み終えてから、藍あい介すけは引き出しから新しいノートを取り出し、机き上じように転がっていたペンを手に取った。

　藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんから、彼かの女じよに代わって二巻を書いてほしいと頼たのまれた。

　本人にはそんなつもりはないのかもしれないが、それは、甘あま井いひつじのゴーストライターになれ、ということに他ならなかった。

　藍あい介すけはゴーストライターになることを受け入れた。

　でも、ゴーストライターになることに納なつ得とくしたわけじゃない。それ以上に、自分の書いた作品が世に出て、その続編を期待されていることの方が、今の藍あい介すけにとっては遥はるかに重要だったのだ。

（あのインフェルノ文庫新人賞が、ぼくの《バレットマジック・ショウダウン》を認めてくれたんだ！　ぼくには、それだけ凄すごいものが書けたんだ！）

　その気持ちを込こめ、藍あい介すけは表紙に《バレットマジック・ショウダウン　二巻》と書き記す。

（そうだ……。あの作品は《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》なんかじゃない。あれは《バレットマジック・ショウダウン》だ。ぼくは《バレットマジック・ショウダウン》の続きを書くんだ……！　あれの作者は甘あま井いひつじ──鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんじゃなくてぼくなんだっ!!!!）

　藍あい介すけはノートを開き、叩たたきつけるように二巻のプロットを書き始めた。







[image: 第二章　ひつじ、絡まれる]





◆






　翌日、藍あい介すけは寝ね不ぶ足そくでふらふらの状態で登校した。

　昨晩、執しつ筆ぴつに熱中してしまい気付いたら午前二時を回っていたのだ。

「ああ、くそ。眠ねむ過すぎる……」

　まあ、でも、そのおかげで二巻の設定とプロットは完成したし、本編も、まだ粗あら削けずりだけど第一章の半分程度まで書き上がった。

　教室に入って自分の席に座すわろうとしたとき、隣となりの席の睡すい[image: 蓮]れんと目が合った。

「おはよ～」

「ああ」

　藍あい介すけは素っ気なく答え着席した。

　目が合ったときに、睡すい[image: 蓮]れんが二巻のことを聞きたそうにしていたのが、何となく雰ふん囲い気きで分かった。でも、結局睡すい[image: 蓮]れんはそれ以上声をかけてこなかった。昨日、睡すい[image: 蓮]れんは自分が甘あま井いひつじ名義でライトノベルを書いていることを、親友以外には話していないと言っていた。だからきっと、教室ではライトノベルの話題を持ち出したくないのだろう。




　昼休み、藍あい介すけは手早く昼食を食べ終えると、ノートを手に図書室に向かった。カウンターに座すわる図書委員の女子生徒以外に生徒はいなくて、藍あい介すけは一番奥おくの席に陣じん取どって《バレットマジック・ショウダウン　二巻》のノートを開き、本編の続きを書き始めた。

　十五分ほど経たった頃ころ、ポケットの中でスマホがむーむーと振しん動どうした。取り出して見ると、睡すい[image: 蓮]れんから無料通信アプリ「ＬＡＮＥレーン」のメッセージが届いていた。昨日、喫きつ茶さ店てんで連れん絡らく先さきを交こう換かんしていたのだ。

　連れん絡らく先さきといえば、高校に入学してから、うちのクラスの男子だけじゃなく、他のクラスや他の学年の有う象ぞう無む象ぞうの男子生徒が、睡すい[image: 蓮]れんとの連れん絡らく先さきの交こう換かんを試みて爆ばく死ししているのを、藍あい介すけは同じクラスで見て知っていた。あまりにガードが固いため、睡すい[image: 蓮]れんは一部男子生徒どもから「鉄の乙女アイアンメイデン」と呼ばれているとかいないとか。そんな彼かれらを差し置いて睡すい[image: 蓮]れんの連れん絡らく先さきをゲットしたことになるが、全然嬉うれしいとは思わない。小学校の頃ころにこいつのせいで苛いじめられたし、盗とう作さくされたことだってまだ許したわけではない。

　メッセージには、

〈ねえねえ、二巻、どんな感じ？　もうできた？〉

　とうざくない程度に絵文字を交えながら書かれていた。

〈昨日の今日でできるわけあるか！〉

　そう返事を出すと、すぐにメッセージが返ってくる。

〈いつ頃ごろできそう？〉

〈ぼくたちが卒業式を迎むかえる頃ころ〉

〈ふゃ、そんなにかかるの？　担当編集者さん、そんなに待ってくれるかなあ。心配だよお……〉

〈噓うそだ。真まに受けるな〉

〈ああ、よかった。驚おどろかさないでよお。最悪自分で書かなきゃならないかも、って思っちゃったじゃない〉

〈いや、それ、作家としては普ふ通つうだよな？〉

〈そうなの？〉

〈お前は知らないかもだけど、普ふ通つうの作家さんは自分で物語考えるんです！　断じて盗とう作さくなんかしないんです！　盗とう作さくするのは普ふ通つうじゃないんです！　だからお前は普ふ通つうじゃないんです！　分かりますか？　分かりますよね？〉

〈うわ～ん、冬ふゆ野の君が苛いじめるよお！〉

〈……〉

〈しくしく……〉

〈……〉

〈しくしく……〉

〈…………〉

〈しくしく……（[image: ]）〉

〈チラ見してんじゃねえよ〉

〈てへ。めえめえ〉

〈本当のところ、設定とプロットはできた。本編は大おお雑ざつ把ぱだけど第一章の途と中ちゆうまで〉

〈本当？　さすが冬ふゆ野の君。仕事が早いねえ。愛してるよお〉

〈……キモっ〉

〈酷ひどいっ！　傷付いたよお。しくしく……（[image: ]）〉

〈だからチラ見すんじゃねえよ！〉

〈じゃあ、放課後、昨日の喫きつ茶さ店てんで読ませてね〉




　ということで、放課後、藍あい介すけは昨日の喫きつ茶さ店てんへと向かった。昨日は睡すい[image: 蓮]れんについていっただけだから、正確な場所を覚えていなくて随ずい分ぶんと迷った。風景の一部と化した地味過ぎる看板を見つけたのは、喫きつ茶さ店てんを探し始めて二十分後のことだった。

　店内に入ると、まだ若い眼鏡のマスターと目が合ったが、いらっしゃいませの一言もなかった。昨日と違ちがい、店内には女性二人連れの客がいた。昨日と同じ窓まど際ぎわのテーブルに睡すい[image: 蓮]れんの姿を見つける。

「遅おそいよお」

　睡すい[image: 蓮]れんが唇くちびるを尖とがらせながら言う。タコの真似まねだろうか。

「んなこと言われても……。この店分かりにくいんだよ」

　藍あい介すけはそう言い訳しながら睡すい[image: 蓮]れんの向かいに腰こしを下ろす。

「お店のせいにしないでよお。遅おくれたのは冬ふゆ野の君のせいだよお」

「じゃあ、間を取ってお前のせいな。てなわけでさっさと謝あやまれ」

「ふゃ？　え？　え？　ご、ごめんなさ……い……？　……うえ～ん。何でわたしが謝あやまらなきゃなの～？　全然腑ふに落ちないよお」

「気にするな」

「ご注文は」

　いつの間にか横に立っていたマスターがテーブルに水を置きながら聞いてくる。思わずびくっとする藍あい介すけ。足音くらい立てろよ。忍にん者じやかよ。忍にん者じやだしマスターだし忍にん者じやマスターかよ！

「えっと、コーラで」

「かしこまりました」

　忍にん者じやマスターが一礼して離はなれてゆく。やっぱり足音は立てない。

「設定とか、できたんだよね？」

「一応ね」

　藍あい介すけはリュックから二冊のノートを取り出してテーブルに置く。

「こっちには二巻の設定とプロットが、もう一冊には本編が書いてある──って言っても、まだ第一章の途と中ちゆうまでだけど」

「一日でそこまでできるなんて凄すごいよねえ。ね、読んでもいい？」

「駄だ目め」

「ふゃ……」

　睡すい[image: 蓮]れんはノートに伸のばしかけた手を引ひっ込こめて膝ひざの上に両手を揃そろえた。だが、少しもしないうちにそわそわし始めると、テーブルに頰ほおをつけるように突つっ伏ぷして、ノートの、癖くせがついて少し浮ういた表紙の隙すき間まから中を覗のぞこうとした。その微び妙みような必死さが滑こつ稽けいで、でもちょっと可愛かわいらしくて、藍あい介すけはつい笑えみを零こぼす。

「む～、どうして笑うのよお……」

　テーブルに頰ほおを付けたまま、睡すい[image: 蓮]れんが上うわ目め遣づかいに藍あい介すけを睨にらむ。

「いや、何でもない。てか噓うそだから普ふ通つうに読んでくれ」

「本当？　やったあ」

　睡すい[image: 蓮]れんはふにゃりと頰ほおを緩ゆるめて頭を上げると、まず設定やプロットが書かれたノートに目を通した。

　設定やプロットを他人に読んでもらうのは初めての経験だったので、地味にちょっと緊きん張ちようした。でも、一巻の設定や伏ふく線せんを上手うまく取り入れて物語を作ることができたので、自分の中では百点満点中八十点くらいの自信はあった。

　三分も経たたないうちに睡すい[image: 蓮]れんはノートを置き、続いて本編が書かれた二冊目を読み始めた。だが、こちらも数分もせずにノートをテーブルに置いてしまう。

「……どうよ」

　藍あい介すけは聞く。酷こく評ひようを受けることはないとは思ったが、読んでいる時間が妙みように短かったことが引ひっ掛かかった。

「これは……、駄だ目めだよお」

　睡すい[image: 蓮]れんは首を左右に振ふり力なく答える。

「は？　駄だ目めってどういう意味だよ」

　思わぬ言葉に、藍あい介すけはむきになって語気を強めた。

「えっとね、内容が全然分からないの……」

「ストーリーがメチャクチャだって言いたいのか？」

「ううん、違ちがうの。そうじゃなくて……」

「じゃあ、何だよ」

「字が汚きたなくて、何て書いてあるのか読めないの……」

「──は？」

「ほら、これ。なんて読むの？　あ、なの？　め、なの？　ま、なの？　それとも冬ふゆ野の君オリジナルの平ひら仮が名ななの？　え～ん、全然分かんないよお」

　睡すい[image: 蓮]れんがノートの一文字を指さしながら情けない声を出す。

「いや、それどう見ても、な、じゃん」

「これはどう見ても、な、じゃないよお。な、の概がい念ねんを根本から塗ぬり替かえないでよお。冬ふゆ野の君のせいでわたしの中の、な、の概がい念ねんがぐらぐらしてるよお」

「そ、そこまで言うことないだろ。まあ、確かに汚きたないのは認めるけどさ……」

　今まで設定やプロットをノートに書くときは、どうせ自分しか読まないのだからと、殴なぐり書がきをしていた。今回も、睡すい[image: 蓮]れんに読ませることなどすっかり頭から抜ぬけていたから、いつものノリで書いてしまったのだ。

「ねえ、どうしてノートに書いてるの？　パソコンで打ってプリントアウトした方が早いんじゃないかなあ……？」

「いや、パソコン持ってないし」

「噓うそ？　ＵＳＢメモリは持ってるのに？　今までどうやって書いてたの？」

「ノートに手書きして、ネットカフェでパソコンで打ち直して印刷してた」

「むう、二度手間だねえ。不便じゃない？」

「聞くな。不便に決まってるだろ」

「パソコン、買わないの？」

「お金がない」

「お金？　──そうそう、思い出したよお。冬ふゆ野の君に渡わたさなくちゃいけないものがあるの」

「何だよ。お金でもくれるのか」

「え～っとねえ……、あ、これこれ。はい、ど～ぞ～」

　睡すい[image: 蓮]れんは鞄かばんをごそごそ探さぐると、可愛かわいらしいデザインの袋ふくろを取り出し藍あい介すけに差し出した。袋ふくろの口は青いリボンで結ばれていて、まるで誕生日プレゼントみたいだった。

「……別に誕生日とかじゃないんだけど」

「うん、知ってるよお。冬ふゆ野の君って十一月生まれだよねえ」

「何で知ってるんだよ。どっから漏もれたんだよ、ぼくの個人情報」

「そんなの漏もれ漏もれだよお。いいから開けてみて」

　藍あい介すけは言われるままにリボンをほどき、中のものを取り出した。

　そして──

「──うわっ！」

　中から現れたものに驚おどろき、藍あい介すけは思わずそれをテーブルに放り投げた。

　札束だった。

　それも、一万円札が十枚、二十枚重なっていますというレベルじゃない。見まごうことなき「束」だ。銀行名入りの帯が巻かれた束が一つと、その半分くらいの厚さで、輪ゴムで留めてある束がもう一つ。

「……え？　な、何これ？」

「それはねえ、一万円札っていうんだよお」

「そんくらい知っとるわ！　じゃなくて、何だよこのお金、全っ然意味分かんないんだけど」

「あげる」

「いやいやいやいや無理無理無理無理。何の理由もなくあげるとか言われるの、めっちゃ怖こわいんですけど！　生まれて初めてお金こえーって思ったんですけど！　諭ゆ吉きちがぼくのことすげー顔で睨にらんでくるんですけど！」

　普ふ段だんは「お金欲ほしー。宝くじでも当たんないかな。買わないけど」とか思っているくせに、小心者の性さがで、いざ大金を前にして怖気おじけづいてしまったのだ。

　というかそれ以前に、睡すい[image: 蓮]れんからこんな大金をもらう理由がない。そして、理由がないことほど怖こわいものはない。

　藍あい介すけは店内を見回す。こんな大金を誰だれかに見られたら、何か悪いことをして稼かせいだんじゃないかと勘かん違ちがいされるかもと不安になったのだ。だが、幸いなことに、二人連れの女性客も忍にん者じやマスターもこちらを気にしている様子はない。

「理由なら、あるよ」

「……まさか、口止め料、とか？」

「口止め料？」

「ええと、ほら、盗とう作さくの……」

「違ちがうよお。それ、賞金。半分こ」

「賞金？」

　そう聞き返してから、はたと気付く。インフェルノ文庫新人賞の、大賞受賞の賞金に違ちがいない。あれの賞金額は確か三百万円。半分こということは、つまり、ここにある札束の金額は……。

「まさか……、ひ、百五十人……？」

　思わず人数に換かん算さんしてしまう。ちなみに、慶けい應おう義ぎ塾じゆく大だい学がくに換かん算さんすると百五十校分だ（この諭ゆ吉きち一人一人が全員大学を作ったと仮定して）。

「うん。冬ふゆ野の君とわたしの二人が関わった作品だから、賞金も半分こ。ね？」

「いや、確かにそうかもだけど、こんなの受け取れないって……」

　藍あい介すけは札束を袋ふくろに戻もどして睡すい[image: 蓮]れんに返そうとしたが、睡すい[image: 蓮]れんは受け取ってくれない。

「駄だ目め。もらって。それは冬ふゆ野の君のものなんだから」

「けど……」

　反論しようとする藍あい介すけを、睡すい[image: 蓮]れんがじっと見つめてくる。栗くり色いろの瞳ひとみから放たれる無む色しよく透とう明めいなプレッシャーに藍あい介すけは気け圧おされる。こいつ、目力異様に強いんだけど……。

「わ……、分かったよ。受け取るからそんなに睨にらむなって……」

　睡すい[image: 蓮]れんの視線に負け、藍あい介すけは渋しぶ々しぶ百五十万円をリュックにしまった。この瞬しゆん間かん、リュックは藍あい介すけ史上で最も重くなった。物理的というよりむしろ精神的な意味で。

　藍あい介すけが受け取って満足したのか、睡すい[image: 蓮]れんがにっこりと笑って立ち上がる。

「これでお金の問題は解決したねえ。それじゃあ、行こ」

「はあ？　行くって、どこに？」

「パソコンを買うんだよお。早く行こ？　ね？」

　そう言って、睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけの腕うでをつかみ、急せかすように引っ張った。

「わ、引っ張るなって……！」





◆






　結局、睡すい[image: 蓮]れんの強ごう引いんさに負けパソコンを買いに行くことになった。

　喫きつ茶さ店てんを出て電車に乗り、三駅先の伊い羽ば根ね駅で降車する。県内最大の都市・伊い羽ば根ね市の中心部にあるこの大きな駅は、周辺に大型の商業施し設せつが充じゆう実じつしていることもあり、平日なのにかなりの人で賑にぎわっていた。

　改札を出たところで、睡すい[image: 蓮]れんが「ちょっとお手洗いに行ってくるねえ」とトイレに消えた。藍あい介すけはコンコースに空いているベンチを見つけて腰こしを下ろし、足の間にリュックを置いた。

（パソコン……。パソコンか……）

　ポケットからスマホを取り出し、パソコンの製品情報を検けん索さくする。ちょうど夏モデルの発売時期っぽい。お、このモデル格好良くない？　や、でも、こっちの方がハイスペックだ。……けど、うーん、これだと五万も高くなるのか。小説書くだけだから、そんなに高性能のやつはいらないかな。いや、待て、万が一ネットゲームとかするかもだから、多少値ねが張っても性能がいいに越こしたことはないのか……。

（いやいや、やっぱ値段だろ……）

　そんなことを考えながら、藍あい介すけは足元のリュックを──正確には、その中の札束を──意識した。

　正直これだけあれば、どれだけ高いパソコンでも余よ裕ゆうで買えるし、自分のお金なのだから、どんな使い方をしても誰だれからも文句を言われる筋合いはない。

（でも、これが自分の金だとはどうしても思えないんだよな……）

　睡すい[image: 蓮]れんが言ったように、これはインフェルノ文庫新人賞の賞金の一部だから、本当の作者である藍あい介すけにはこのお金を受け取る権利がある。それは当然だと思う。

　でも、その「当然」が心のどこかでは腑ふに落ちなかった。

　なぜだろう……？

（急に大金が転ころがり込こんできたから、自分のだっていう実感が湧わかないのかな……？　うーん、何か違ちがうような……）

　隣となりに人が座すわる気配がした。睡すい[image: 蓮]れんが戻もどってきたのかと思って横を見ると、丸い眼鏡を掛かけマスクをした女の子がそこに座すわっていた。県立統星高校うちのこうこうの夏服を着て、茶ちや髪ぱつを頭の後ろで二つに分けて縛しばり、ピンクのサマーニット帽ぼうをかぶっている。誰だれだよ。ベンチはまだ空いてるんだから隣となりに座すわるなよ。そう思いながら藍あい介すけは正面に顔を戻もどす。

　それからさらに五分ほど経たったが、睡すい[image: 蓮]れんはまだ戻もどってこない。ちょっと遅おそいんじゃないか？　まさか、トイレで倒たおれてるとかじゃないよな……。

　そう心配になってそわそわしだしたときだった。

「うふふふふ……」

　隣となりから押おし殺ころすような笑い声が聞こえてきた。目を向けると、隣となりの少女が藍あい介すけを見ながら両手を口元に当てて笑っていた。

（他人ひとの顔見て笑うなよ。感じの悪い奴やつだな……）

[image: ]

　そう思いながら視線を戻もどしたが、一いつ瞬しゆん遅おくれてあることに気付き、藍あい介すけは少女を二度見した。

「お前、鮎あゆ原はらか……？」

「気付くのが遅おそいよお。めえめえ」

　睡すい[image: 蓮]れんはいたずらに成功した子供のように声を弾はずませる。

「……どうしたんだよ、その眼鏡とマスクは。急に目が悪くなって花か粉ふん症しようになったのか？　それとも、これから男子トイレでも盗とう撮さつするのか？　もしよければ通報するけど？」

「不ふ審しん者しやじゃないよっ！　変装なのっ！」

「変装？　……ああ、さすが元天才子役様。引退してもなお、顔を隠かくさないと街中も歩けないってか」

　藍あい介すけは適量の嫌いや味みを込こめて言ったが、意外にも睡すい[image: 蓮]れんは真顔で頷うなずいた。

　正直、自じ意い識しき過か剰じようなんじゃないかって思った。だって、こいつが芸能界を引退したのはもう四年も前だ。当時小学六年生だった大おお神かみ璃り々り絵えも今や高校一年生。背も伸のびたし顔つきも変わっているし、髪かみの色だって昔とは違ちがう。当時の面おも影かげがないとは言わないが、成長した上、四年も前にテレビから姿を消した人間の顔なんて、普ふ通つう覚えてないんじゃないか？

　睡すい[image: 蓮]れんが高校に入学したときには、確かにちょっとした騒さわぎになった。一か月間くらい、クラスも学年も全然違ちがう生徒たちが、大おお神かみ璃り々り絵えを一目見ようと連日教室に押おしかけてきた。

　でもそれは「大おお神かみ璃り々り絵えと同じクラスになった」って短たん文ぶん投とう稿こうアプリ「ツイーター」で自じ慢まんげに拡散したクラスメイトばかがいたからだ。もしそれがなかったらあんな騒さわぎは起きなかっただろうし、生徒の大半が大おお神かみ璃り々り絵え＝鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんだと気付かなかっただろう。

「……まあいい。行くか」

「めえ」




　二人は駅前の大型家か電でん量りよう販はん店てんに入り、一階のパソコンコーナーを見て回った。

　さっきスマホで調べたもの以外にも多くの種類が展示してあった。しっかり調べたわけではないので、どれを買えばいいのか全然見当もつかない。

「わあ、いっぱいあるねえ」

　睡すい[image: 蓮]れんがあたりをきょろきょろ見回しながら言う。

「どれを買えばいいんだろうな」

「店員さんに聞いてみたら？」

「いや、それは駄だ目めだ。負けた気がするから」

「勝ち負けの問題なの？」

「ぼくの中では、ね」

「むう、店員さんに聞いた方が絶対早いのに。冬ふゆ野の君、ちょっと変だよお」

　ノートパソコンやデスクトップパソコンなどが並ぶ展示台の間を歩きながら、値段とスペックを見比べてゆく。

「ふ～ゆ～の～く～ん、これなんてどう？　一番性能よさそうだよ？」

「どれどれ。……いや、駄だ目めだ。高すぎる。二十万とか無理」

「百五十万もあるのに？」

「いや、まあ、そうなんだけど……」

「あ、こっちのピンクのノートパソコン、ちっちゃくて可愛かわいくない？　これにしようよ～。ピンクは正義だよお」

「個人の正義を押おし付つけないでいただきたい。……でも、ノートパソコンの方がいいのは言えてるかも」

　自分の部屋にパソコンを置くとなると、場所は机の上くらいしかないが、そうするとパソコンにスペースを取られて教科書やノートを広げられなくなってしまう。だから、使わないときには引き出しにしまえるノートパソコンの方がいい。

　そこまで考えてからふと気付く。

「…………あ、やばい。そもそもパソコン買ったら駄だ目めじゃん、ぼく」

「ふゃ、どうして？」

「ぼくの父さん、すげー真面目で融ゆう通ずうきかないんだよ。だから、いきなりパソコンとか買ったら絶対怒おこられる。『何だそのパソコンは。金はどこから出てきたんだ』ってね」

「お金のことなら、ちゃんと説明すればいいんじゃないのかなあ？　ライトノベルを書くのに協力した対価ですよお、って……」

「協力じゃないよな？　ぼくが書いたんだよな？」

「……めえめえ」

　睡すい[image: 蓮]れんは羊の鳴なき真似まねで誤ご魔ま化かそうとする。

　藍あい介すけは二つの状じよう況きようをシミュレートする。

　一つは、百五十万円が盗とう作さくされた受賞作の賞金だと素す直なおに説明すること。

　真面目な父のことだ、当然怒いかり狂くるうだろう。「盗とう作さくされた作品が世に出ているなど論外だ。出版社に抗こう議ぎして回収させる」と言うに決まっている。

　結果、出版社に多大なる迷めい惑わくが掛かかるし、睡すい[image: 蓮]れんも盗とう作さく作さつ家かのレッテルを貼はられるだろう。そうなったら二巻の出版どころではなくなってしまう。

　出版社と睡すい[image: 蓮]れんが被ひ害がいを受けるのはどうでもいいとして、二巻が出なくなるのは困る。藍あい介すけは二巻を書きたいのだ。

　二つ目。百五十万円は受賞作の執しつ筆ぴつに協力した対価だと説明すること。要するに盗とう作さくのことを伏ふせ、睡すい[image: 蓮]れんと二人で小説を書いたことにするのだ。

　でも、この説明も無理がある。未成年が本を出版するのに両親の了りよう解かいを取らないなんてことは考えにくい。父は多分、「俺おれは息子むすこから何も聞いていない。怪あやしいから出版社に確かく認にんする」と言い出すに決まっている。結果、やっぱり盗とう作さくがばれて大問題になる。

　藍あい介すけがその二つのパターンを睡すい[image: 蓮]れんに説明すると、睡すい[image: 蓮]れんは眉まゆ尻じりを下げて困った顔をした。

「むう……。でも、冬ふゆ野の君にパソコン買ってもらわないと、わたしが困るよお。……あ、そうだ。じゃあこうしない？　冬ふゆ野の君はパソコンを買うの」

「今買えないって言ったろ。一秒前のこと忘れるなよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。と[image: ～][image: ～][image: ～]っても素す敵てきなアイデアを思い付いたから」

「どんな？」

「めえめえ」

「めえめえ、じゃない。どんなアイデアか聞いてるんだよ」

「えっとね、買ったパソコンを学校に置かせてもらうの」

「はあ？　置かせてくれるわけないだろ」

「まあまあ、ちゃんと最後まで聞いてよお。まずね、わたしと冬ふゆ野の君で新しい部活を作るの。それでね、活動用の教室を借りて、そこにパソコンを置くの」

「部なんて、そんな簡単に作れるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよお。うちの高校、簡単に部を作れるって友達が言ってたから」

「……そうなのか？」

　確かに学校にパソコンを置くことができれば、藍あい介すけ的てきにはかなりありがたい。

　でも、もしそうなったら、こいつと二人で、同じ教室で執筆活動ぶかつどうをすることになるのか？

　……微び妙みよう。非常に微び妙みようだ。

　一つの教室で女の子と二人きりになるっていうのは、男子にとってはかなり美味おいしいシチュエーションだろう。特に相手が元芸能人の美少女となればなおさらだ。きっと大おお神かみ璃り々り絵えのファンなら、藍あい介すけを殺してでもそのポジションを手に入れたいと思うだろう。

　だが、藍あい介すけにとって睡すい[image: 蓮]れんは、小学校の頃ころの苛いじめの原因を作った上、自分の作品を盗とう作さくした相手なのだ。自分の作品を好きだと言ってくれたから少しは印象がよくなったものの、それでも苦手であることには変わりない。そんな相手と長時間同じ空間にいるのはちょっと勘かん弁べんしてほしい。

　──いや、だが、待て。パソコンがあれば二巻だけじゃなくて、これからの応おう募ぼ作さくも、今までのようにノートに書いてからネットカフェでパソコンで打ち直す、という二度手間がなくなるのだ。それは苦手な相手と同じ空間にいるデメリットを差し引いても十分魅み力りよく的てきだった。

「……本当に、簡単に作れるんだろうな？」

「任せて。武士に二言はないよお」

「お前、武士なのか？」

「違ちがうよお」

「じゃあ何で今そう言った？」

「自分でも分かんない。でも、作るのは全然簡単だよお」

「分かった。じゃあ、そうするか」

「おっけいです」

　睡すい[image: 蓮]れんはヘリウムガスみたいな軽い返事をする。軽すぎてむしろ大だい丈じよう夫ぶかよと思う。

　それから十五分ほどかけて商品を吟ぎん味みし、藍あい介すけは比ひ較かく的てき安価なノートパソコンを選んだ。店員に在庫を出してもらって、ついでにマウスも選ぶ。

「じゃあ、買ってくる」

「うん。わたし、あっちの方見てるから。会計が終わったら来てねえ」

　そう言って、睡すい[image: 蓮]れんはスマホのアクセサリーのコーナーを指さす。

　会計を終え、本体よりも二回り以上でかいダンボールで梱こん包ぽうされたノートパソコンを手に提さげ、スマホのアクセサリーのコーナーへ向かう。

　睡すい[image: 蓮]れんは奥おくの方でスマホケースを眺ながめていたが、その手前に、睡すい[image: 蓮]れんのことをいやにじろじろ見ているおばさん二人組の姿があった。

「ねえねえ、ちょっと、あの子、大おお神かみ璃り々り絵えちゃんに似てない？」

「あらぁ、私もそう思ってたところなのよ。もしかして本人かしら。声かけてみる？」

「そうしましょう。──璃り々り絵えちゃん！」

　おばさんＡが声をかけ、睡すい[image: 蓮]れんがおばさんＡを振ふり返かえった。

「ほらあ、やっぱり璃り々り絵えちゃんじゃなーい！　きゃー、璃り々り絵えちゃーん！」

　おばさんＡとおばさんＢが超ちよう音おん波ぱみたいな甲かん高だかい声を出して、手を振ふりながら睡すい[image: 蓮]れんに駆かけ寄よる。

「──こんにちは」

　睡すい[image: 蓮]れんがマスクを外して二人に笑え顔がおを向けた。それは、普ふ段だんのふにゃりと頰ほおを緩ゆるめる笑え顔がおじゃなくて、もっと落ち着いた、大人びた笑えみだった。

　その笑え顔がおをきっかけに、睡すい[image: 蓮]れんの雰ふん囲い気きががらりと変わった。

　学校での睡すい[image: 蓮]れんは、取り立てて目立つ言動をしていなくても、そこにいるだけで人目を引いた。元芸能人、っていうオーラを発していた。

　それでも睡すい[image: 蓮]れんは、学校では彼かの女じよなりに目立たないようにしていたんだということを、藍あい介すけはこのとき初めて思い知らされた。

　睡すい[image: 蓮]れんが発するオーラがこの瞬しゆん間かんにぐっと強くなり、まるでスポットライトに照らされたみたいに、睡すい[image: 蓮]れんの姿が周囲の人や景色から華はなやかに浮うかび上あがったのだ。

「まあ、璃り々り絵えちゃんったら、ちょっと見ない間にすっかり大きくなっちゃって。見み違ちがえたわ。私、朝の連ドラの頃ころからあなたの大ファンなのよ。あのドラマのＤＶＤボックスも持ってるわ」

「わあ、ありがとうございます。とっても嬉うれしいです」

　睡すい[image: 蓮]れんは笑え顔がおではきはきと答える。普ふ段だん緩ゆるい感じで喋しやべっている睡すい[image: 蓮]れんがそんな喋しやべり方かたをしたことに、藍あい介すけは少し驚おどろいた。雰ふん囲い気きも喋しやべり方かたも普ふ段だんと全然違ちがう。まるで二重人格みたいだ。

　だが、すぐに思い出す。テレビの向こうにいた大おお神かみ璃り々り絵えは、まさにこんな感じの、明るくはきはきしたキャラクターだったということを。

「今はもう中学生なの？」

「もう少し上、高校生です。高校一年生」

「まあ、もう高校生？　早いわねえ。ちょっと前まで小学生だったのに」

「ええ、よく言われます。そのせいで私、まだ小学生気分が抜ぬけないんです。高校生になったのが自分でも信じられません」

　睡すい[image: 蓮]れんが快活に答えて肩かたを竦すくめてみせると、おばさん二人組が声を上げて笑った。

「凄すごく大人っぽくなったと思ったら、もう高校生なのね。髪かみも茶色に染めて可愛かわいらしいこと。……そうだわ。せっかくだから、サインもらえないかしら」

　おばさん二人がバッグから手帳とボールペンを取り出し、睡すい[image: 蓮]れんに差し出す。

「サインなんて久ひさし振ぶりだから上手うまく書けるかな。失敗したらごめんなさい」

　睡すい[image: 蓮]れんがおどけるように言って、おばさん二人がまた高い声で笑う。

　睡すい[image: 蓮]れんが慣れた手つきでサインを書いて二人に渡わたす。何て書いてあるのか分からないという点では藍あい介すけの殴なぐり書がきといい勝負だ。まあ、価値の勝負になるとあれだけど。

　睡すい[image: 蓮]れんのおばさん二人組への対応がとても手慣れていて、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんが元芸能人だったことを改めて実感した。──というか、このとき既すでに、藍あい介すけの目の前に鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんはいなかった。

　いるのは大おお神かみ璃り々り絵えその人だった。

　そう言えば、テレビ越ごしではない、生の大おお神かみ璃り々り絵えを見たのは、今日これが初めてだった。

「何か……、住む世界が、違ちがう……？」

　藍あい介すけはぽつりとつぶやく。

　睡すい[image: 蓮]れんはおばさん二人組とそれから五分くらい談だん笑しようした。最後におばさん二人組は睡すい[image: 蓮]れんと握あく手しゆをして満足そうな笑え顔がおを浮うかべて離はなれていった。

　おばさん二人組の声が大きかったからか、大おお神かみ璃り々り絵えの存在は周りの客に知れてしまい、いつのまにか睡すい[image: 蓮]れんの周りには十人くらいの人だかりができていた。睡すい[image: 蓮]れんは嫌いやな顔一つせず、大おお神かみ璃り々り絵えの笑え顔がおを浮うかべて、その一人一人と談だん笑しようし、サインをして、握あく手しゆをしていった。そこに四年というブランクは感じられなかった。引退してからの月日は、睡すい[image: 蓮]れんにとっては夏の夜みたいに短いものだったのかもしれない。

　最後に、ちょっとチャラい恰かつ好こうをした男子高校生二人組の、二人目と握あく手しゆをしたときだった。

「あの……、もういいですか？」

　その二人目との握あく手しゆが随ずい分ぶん長いなと思ったら、睡すい[image: 蓮]れんが困った顔をしながらそう言った。

「ねえ、璃り々り絵えちゃん。これから暇ひまでしょ？　俺おれらと遊びに行かね？」

　睡すい[image: 蓮]れんの手を握にぎったまま、そいつがにやにやと軽けい薄はくそうな笑えみを浮うかべる。金きん髪ぱつで眉まゆが細く、外見も頭の中身も軽そうだ。連れは茶色の髪かみをホストみたいな長ちよう髪はつにしていたが、顔がゴリラみたいで全然似合っていなかった。あの髪かみ型がたにするのを止める親切な友人はいなかったのだろう。

　二人とも、大おお神かみ璃り々り絵えのファンという感じではなく、そこに可愛かわいい元芸能人がいたから、その場のノリで声をかけて絡からんだみたいだった。一番面めん倒どうなタイプだ。

「いえ、すみませんがこれから用事があって。もう離はなしてもらえませんか？」

「いいじゃんいいじゃん。ほら、行こうぜ」

　そう言って、金きん髪ぱつが睡すい[image: 蓮]れんの手を無理矢理引いて歩き出し、茶ちや髪ぱつが睡すい[image: 蓮]れんの肩かたに馴なれ馴なれしく手を掛かけようとした。

「──やめてくださいっ！」

　睡すい[image: 蓮]れんは金きん髪ぱつの手の中から自分の手を引ひき抜ぬくと、茶ちや髪ぱつの男子の腕うでを叩たたき落おとすように振ふり払はらった。

「うわ、痛いってえ！　痛いってえ！」

　茶ちや髪ぱつが腕うでを押おさえて大おお袈げ裟さに痛がる。それを見た金きん髪ぱつがわざとらしいくらいに眉み間けんにしわを寄せて睡すい[image: 蓮]れんを睨にらんだ。

「……おい、てめ、芸能人の癖くせに何一いつ般ぱん人じんに暴力振ふるってんだよ」

「あ、ごめんなさい。つい……」

「つい、で人殴なぐってんじゃねえよ！　ざけんなよ！」

　金きん髪ぱつが怒ど鳴なる。うわあ、ちょっと嫌いやな空気だなあ。何トラブルに巻まき込こまれてんだよ、あいつは。

「殴なぐられたとこ、怪け我がしたんじゃね？　写真撮とってツイーターで呟つぶやいて拡散するべ？」

　金きん髪ぱつが唇くちびるを歪ゆがめて笑い、ポケットからスマホを取り出す。

「おい、すげー腫はれてんじゃんか。これ、傷害罪だろ？」

　金きん髪ぱつがカメラを起動して、茶ちや髪ぱつの腕うでを写真に収める。藍あい介すけの目には、そこが赤くなっているようにも腫はれているようにも見えなかった。

「うし、早さつ速そく拡散すっからな」

　金きん髪ぱつがそう言いながら、横目でわざとらしく睡すい[image: 蓮]れんを睨にらむ。

「や……、やめてください」

「はあ？　人に暴力振ふるっといて、その証しよう拠こを呟つぶやくなとかって、都合良すぎじゃね？　舐なめてんじゃねえぞ」

「てかさ、どうしてもやめてほしかったら、俺おれらとどっか遊びに行こうぜ」

「……」

　睡すい[image: 蓮]れんは困った顔をして黙だまり込こむ。

　その様子を見ながら、藍あい介すけは自分が顔を引きつらせていることを自覚する。

（あー、何かぼく、今すげーむかついてる）

　藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんのせいで苛いじめられた過去がある。だから、その腹いせというわけじゃないけど、もし睡すい[image: 蓮]れんが困っている場面に遭そう遇ぐうしたら、もうちょっと胸がすかっとすると思っていた。

　でも、違ちがった。すかっとするどころが、腹の底からドロドロした感情が湧わき上あがってくる。自分たちが悪いくせに、さも睡すい[image: 蓮]れんが悪いようにまくし立てるあいつらが許せなかったし、そんなあいつらに何も言い返さない睡すい[image: 蓮]れんにも腹が立った。

　その感情に突つき動うごかされて、藍あい介すけは後先考えずに動いた。ポケットからスマホを取り出して大おお股またで歩き、睡すい[image: 蓮]れんとその二人の間に割って入った。

「ねえ、今偶ぐう然ぜん聞こえたんだけど、大おお神かみ璃り々り絵えに暴力を受けたこと拡散するんだって？」

「ああ？　んだよ、てめえ」

「なら、ぼくと勝負しない？」

「あ？」

「ぼく、たまたま大おお神かみ璃り々り絵えの写真を撮とろうとして、お前らが大おお神かみ璃り々り絵えに嫌いやがらせをするとこ撮とっちゃったんだ。ぼくもこの写真を拡散するから、お前の呟つぶやきとぼくの呟つぶやき、どっちが反はん響きよう大きいか勝負しようよ」

　藍あい介すけの言葉に二人の顔が強こわ張ばる。

「よし、じゃあ、今から呟つぶやくから」

「──おい、人の写真勝手にアップするんじゃねえよ」

　茶ちや髪ぱつが怒ど鳴なりながら藍あい介すけの胸むな倉ぐらを摑つかむ。さっきまで痛がっていた方の腕うでで。

「……一応言っとくけど、これこそ傷害罪になるからな。これも証しよう拠こ写しや真しん撮とって呟つぶやいてやる。おめでとう。これでお前も今日から犯罪者だ」

　藍あい介すけは手を横に伸のばして、自分が胸むな倉ぐらを摑つかまれている様子が分かるアングルで撮さつ影えいする。

「てめ、撮とってんじゃねえよ！」

　キレた茶ちや髪ぱつが怒ど鳴なりながら右みぎ腕うでを振ふり上あげる。

　やば、殴なぐられる。やりすぎたかな。てか、殴なぐりに来るの早くない？　どんだけ煽あおり耐たい性せい低いんだよ！

　藍あい介すけは反射的に首をすくめ目をつぶる。がっ、と額に強い衝しよう撃げきが走り、激痛とともに脳がぐらぐら揺ゆれ、よろけて睡すい[image: 蓮]れんにぶつかった。

　同時に、へぼぁ、という汚きたない呻うめき声ごえがした。

　恐おそる恐おそる目を開けると、茶ちや髪ぱつが右手首を押おさえてその場にうずくまっていた。藍あい介すけを殴なぐったときに手首がぐねったらしい。自じ業ごう自じ得とくだ。

「お、おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　金きん髪ぱつが茶ちや髪ぱつのそばにしゃがみ声をかける。

　あ、チャンス。

「鮎あゆ原はら、逃にげるぞ」

「──ふゃ？　え？　え？」

　馬ば鹿か二人に絡からまれ動どう揺ようしていたらしく、睡すい[image: 蓮]れんは目を丸くして聞き返してきた。もう一度声をかけるのもじれったくて、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんの手を引き駆かけ出だした。

「あっ、おい！　待てやコラ！」

　背中に金きん髪ぱつの怒ど鳴なり声ごえが聞こえたけれど、止まるわけねえだろバーカ。

　二人は店を出て駅へと走った。手に提さげたノートパソコンのダンボールが膝ひざにばこばこ当たって走りにくいことこの上ない。

　走っている間中、藍あい介すけは、あいつらが追ってこないかと何度も後ろを振ふり返かえった。でもそれは、後ろを気にしてますっていうポーズを睡すい[image: 蓮]れんに見せていただけで、藍あい介すけの意識はむしろ、隣となりを走る睡すい[image: 蓮]れんに向いていた。

　つないだ手から伝わる、睡すい[image: 蓮]れんの手の柔やわらかさと小ささ。

　少しでも力を入れれば折れてしまいそう。

　走るテンポに合わせて波のように躍おどる長い髪かみ。

　ふわりと香かおるシャンプーの香かおり。

　少し開いた唇くちびるから漏もれる、乱れる呼吸のリズム。

　薄うすい肩かた。

　細くて長い首。

　そして、睫毛まつげの長い端たん正せいな横顔。

（……あれ？　こいつってこんなに可愛かわいかったっけ？）

　いつの間にか、藍あい介すけは自分でもびっくりするくらいどきどきしていた。

　異性と手をつなぐなんて、小学校のダンスの授業で男女ペアで手をつなぐ振ふり付つけをしたとき以来だ。そのときは面めん倒どうくさいと思っただけで、こんなにどきどきしなかった。それなのに、なぜ今に限ってこんなにどきどきしているのか、自分でも分からなかった。




　人で賑にぎわう駅前広場まで来たところで、藍あい介すけは立ち止まった。

「まあ、ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶ……だと思いたい」

　睡すい[image: 蓮]れんにというより自分に言い聞かせるように言ってから、手を離はなそうとした。

　が、手が離はなれない。睡すい[image: 蓮]れんがまだ藍あい介すけの手を握にぎっているのだ。そこでようやく、藍あい介すけはつないだ手を通し、睡すい[image: 蓮]れんが震ふるえていることに気付いた。伏ふせた目には怯おびえの名残なごりがくすぶっていた。

（もしかして、怖こわかったのか……？）

　睡すい[image: 蓮]れんがさっきあの二人に何も言い返さなかったのは、反論が思い付かなかったから、というわけではなかったのだ。今いま更さらながら、そんなことに気付く。

　正直、睡すい[image: 蓮]れんは芸能人だったのだから乱暴な輩やからへの対応にも慣れているのだろう、と勝手に思おもい込こんでいた。でも、そうじゃないんだ。やっぱり睡すい[image: 蓮]れんもああいう奴やつらは怖こわいんだ。睡すい[image: 蓮]れんだって芸能人である前に一人の女の子なんだ。

「ええと……、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……あ、うん。大だい丈じよう夫ぶだよお。久ひさし振ぶりに変な人に遭あったから、びっくりしちゃって……」

　睡すい[image: 蓮]れんはぎこちない笑えみを浮うかべ、藍あい介すけの手を離はなそうとした。

「あ、れ……？　おかしいなあ……」

　ちょっと慌あわてた様子で言って、睡すい[image: 蓮]れんはつないだ手を軽く振ふった。

「どうしたんだよ」

「ご、ごめんなさい……。びっくりしすぎちゃったせいで、手が開かなくて……」

　睡すい[image: 蓮]れんは反対の手を使って指を開かせようとしたが、それも上手うまくいかないみたいだった。

「うえ～ん、おててが反はん抗こう期きになっちゃったよお」

　睡すい[image: 蓮]れんは冗じよう談だんめかして言ったが、声が少し震ふるえたのを誤ご魔ま化かしきれてはいなかった。

「……開かないならしょうがない。ほら、さっさと行くぞ」

「ふゃ、行くって、どこに？」

「駅だよ。帰るには電車に乗らなきゃだろ。ほら、早く。手はそのうち開くだろ」

　藍あい介すけはそう言って、睡すい[image: 蓮]れんの手を引いて歩き出した。

「あ、うん……」

　少し遅おくれて睡すい[image: 蓮]れんが歩き出す。

　昨日までの藍あい介すけならきっと睡すい[image: 蓮]れんの手を無理矢理にでも振ふりほどいていただろう。

　でも、なぜか今は「もう少しこのままでいいかも」と思う自分がいた。

　睡すい[image: 蓮]れんがあれだけ苦手だったのに、どうしてだろう？

　考えようとして、でも、頭の中が不思議とふわふわして、上手うまく考えがまとまらなかった。

「……あの、冬ふゆ野の君」

　歩きながら、睡すい[image: 蓮]れんが上うわ目め遣づかいに藍あい介すけを見る。

「ありがと……。助けてくれて」

「いや、別に」

　藍あい介すけは素っ気なく答える。お礼を言われたことが照れくさくて、それ以外のリアクションを思いつけなかった。

　つないだ手は、それからすぐ、改札を通る前に解ほどけてしまった。





◆






　部活を作って教室を借りるまで、ノートパソコンは睡すい[image: 蓮]れんに預かってもらうことになった。

　二人は電車で一駅分だけ戻もどり、上品な住宅が並ぶ駅前の通りを歩いた。統星すまる高校からも藍あい介すけの地元からも離はなれた地域だった。藍あい介すけは小中学校ともに睡すい[image: 蓮]れんと同じだったが、この辺りは明らかに校区外だ。不思議に思ってそれを尋たずねると、睡すい[image: 蓮]れんがふにゃりと微笑ほほえみながら答えた。

「春休みに引ひっ越こしたの。念願の一人暮らしだよお」

「……何でまた一人暮らしなんて。実家の方が高校も近いし楽じゃないのか？」

「一人で生きてみたい年とし頃ごろなのですよお」

「あっそ」

　十分ほど歩くと、左手に真新しいマンションが現れた。

「と～ちゃく～」

　藍あい介すけはマンションを見上げる。一人暮らしというのでもっと小さなマンションを想像していたのだが、思ったよりもずっと立派で家賃も高そうだ。金はあるのか？　あるか。子役で稼かせいだし、インフェルノ文庫新人賞の賞金もあるんだし。

　オートロックを解除して中に入り、四階の四〇四号室に向かう。

「さ～、入って～」

「……あ、うん。お邪じや魔まします」

　睡すい[image: 蓮]れんに促うながされて玄げん関かんに上がる。女の子の家に上がるのはこれが初めてだった。

（やべ、何か微び妙みように緊きん張ちようしてきたんですけど……！）

　さっき、成り行きで睡すい[image: 蓮]れんと手をつないだときと同じく、鼓こ動どうがやや速くなる。

（てか、何でぼく、こいつの家に上がるのに緊きん張ちようしてんだよ？　こいつのこと苦手なんじゃなかったのか……？）

　藍あい介すけは自問する。でも、くやしいが、さっき駅へと走っているときに見た睡すい[image: 蓮]れんの横顔は、やばいくらいに可愛かわいかった。それこそ、小学校以来持ち続けてきた苦手意識も忘れそうになるくらいに。

　短い廊ろう下かを進んで突つき当あたりのドアを抜ぬけると、綺き麗れいに片づけられたリビングに出た。小物があまりないシンプルな部屋だったが、かえってそれにほっとした。それでなくても緊きん張ちようで息が詰つまっているのに、これでいかにも女の子らしい部屋だったら窒ちつ息そく死ししていたかもしれない。

「そこに座すわって」

　睡すい[image: 蓮]れんは部屋の中央にあるＬ字型のソファを指さした。藍あい介すけはノートパソコンとリュックを床ゆかに置いてから、ソファの長辺の方に腰こしを下ろす。

「着き替かえてくるから、ちょっと待っててね。覗のぞくなよお」

「誰だれが覗のぞくか。お前の着き替がえを覗のぞくよりも、この部屋の酸素分子の数を数える方が遙はるかに有意義だ」

「うわ～ん、酸素分子に負けたよお」

　睡すい[image: 蓮]れんは両手で目元をこすって泣なき真似まねをしながら右手のドアの中に消えた。そこが自分の部屋のようだ。

　着き替かえ終わるのを待っている間、藍あい介すけはずっとそわそわしていた。やはり緊きん張ちようしている。部屋に上がるまでは、ここでノートパソコンの初期設定をさせてもらおうと思っていたのだが、正直、落ち着かなくてそれどころじゃない。こんなことなら部屋に上がらずさっさと帰るべきだったかもしれない。

　藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんが消えたドアの方をちらりと見た。

（あの向こうで着き替かえてるのか……）

　別に覗のぞこうとかいう変な下心があるわけじゃないのに、そちらを見ているだけで妙みように後ろめたい気持ちになってしまう。ベストとスクールシャツを脱ぬいでスカートを下ろし、白い肌はだをさらす睡すい[image: 蓮]れんの姿なんて想像してませんよ。──噓うそ。しました。めっちゃ想像しました。悪いか。

　数分して睡すい[image: 蓮]れんが部屋から出てきた。淡あわいピンクのサマーセーターにいい感じに色あせたデニムを合わせ、頭に大きなリボンが付いたヘアバンドをしていた。

「お待たせ～。あれ、パソコンの初期設定、しないの？」

　睡すい[image: 蓮]れんはそう言ってＬ字型ソファの短辺に腰こしを下ろしたが、すぐに「あっ」と驚おどろきの声を上げ、腰こしを浮うかせて藍あい介すけの方にぐっと身を乗り出してきた。

　藍あい介すけは思わず身を引こうとしたが──

「──動かないで！」

「な、何だよ……」

　藍あい介すけは身構えたが、睡すい[image: 蓮]れんは答える代わりに白く細い腕うでを伸のばし、藍あい介すけの前まえ髪がみをそっと搔かき上あげた。

「……おでこ、腫はれてる」

「まあ、ね……」

　前まえ髪がみで隠かくれているから気付かれないだろうと思っていたのだが、茶ちや髪ぱつに殴なぐられた額が腫はれ、痛みと熱を帯びていたのだ。

「痛いよね。ごめんなさい、わたしのせいで……」

　苦しそうに、辛つらそうに眉まゆ尻じりを下げた睡すい[image: 蓮]れんの目元に、ふうっと涙なみだがにじんだ。その表情の方がよっぽど痛々しかった。

「別にお前のせいじゃないんだし、気にするなよ」

　藍あい介すけは言う。思わず目を逸そらしたのは、睡すい[image: 蓮]れんの涙なみだを見たくなかったから。

「ごめんなさい……」

「だから、気にするなって。あいつの写真を拡散して憂うさ晴ばらしするから大だい丈じよう夫ぶだ」

　藍あい介すけは冗じよう談だんめかしてそう言った。どうかその一言で睡すい[image: 蓮]れんが微笑ほほえみますように。心のどこかでそう願いながら。

　でも、藍あい介すけの思いに反して、睡すい[image: 蓮]れんは今にも泣きそうな顔で藍あい介すけを見つめたままだった。彼かの女じよの手が藍あい介すけの額を、そうすれば腫はれが引くって信じているみたいに、何度も何度もゆっくりと撫なでる。触ふれた指先から睡すい[image: 蓮]れんの悲しみが伝わってきて、藍あい介すけもほんの少しだけ泣きたくなった。

　そして、それは不意に起こった。

　睡すい[image: 蓮]れんの手が額から滑すべり落おち、藍あい介すけの頰ほおに添そえられた。

　睡すい[image: 蓮]れんの顔が、近づく。

　反射的に、藍あい介すけは息を止めた。

　睡すい[image: 蓮]れんの細い顎あご、白い首、くっきりした鎖さ骨こつが視界を埋うめる。

　そして、

　彼かの女じよの小さな、淡あわい色の唇くちびるが、額に触ふれる。

[image: ]

「──！」

　藍あい介すけは驚おどろいて飛とび退のいた拍ひよう子しにソファから転がり落ちてしまった。同時に、睡すい[image: 蓮]れんが我に返ったみたいに目をぱちくりさせる。それからすぐに、彼かの女じよは自分が衝しよう動どう的てきに何をしてしまったのか気付いたらしく、かあっと顔を真っ赤にすると、逃にげるように身を引いてソファに座すわり直なおし、両手を頰ほおに当てながら慌あわてて弁解した。

「──や、あのっ、ご、ごめんなさいっ！　子供の頃ころ、嫌いやなことがあったら、おばあちゃんがこうやって慰なぐさめてくれたから、つい……」

　睡すい[image: 蓮]れんも慌あわてていたけれど、藍あい介すけの方がもっと慌あわてていた。何をされたかまだほとんど理解できていなくて、でも、何かとんでもないことをされたということだけははっきりと分かって、もう、パニックの極きよく致ちだ。判断力の世界恐慌ブラツクマンデーだ。

「い、いや、べべべべべ別に。──そ、そうだ！　パソコンは預けたし、今日はもう帰る！」

　藍あい介すけは弾はじかれたように立ち上がると、リュックを手に取り、逃にげるように玄げん関かんに向かった。

「あ、う、うん、また明日ね」

　恥はずかしさに上ずった睡すい[image: 蓮]れんの声を背中に受け止めながら、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんの部屋を出た。

　駅まで戻もどる道すがらも、藍あい介すけはずっと混乱していた。いつもより早足で歩きながら、藍あい介すけは何度も額の、睡すい[image: 蓮]れんの唇くちびるが触ふれたところに触さわろうとして、でも、そのたびにためらって手を下ろした。

　もし触さわってしまえば、そこに残った感かん触しよくが、雪が解けるように消えて、初めから何もなかったことになってしまいそうな気がしたから。







[image: 第三章　ひつじ、仲間です]





◆






　その翌日も、藍あい介すけは相変わらず寝ね不ぶ足そくだった。

《バレットマジック・ショウダウン》の続きを書いていたせいもあるが、むしろ前日の、睡すい[image: 蓮]れんとの別わかれ際ぎわの出来事が頭から離はなれなかったのだ。

　何であいつはあんなことをしたんだ？　普ふ通つう、大して親しくもない異性にあんなことするか？　でも、ぼくにするくらいだから、誰だれにでもしてるのかも……。てか、あれには全然意味なんてなくて、本人が言ったみたいに、子供を慰なぐさめるようなノリでやっただけなんじゃないのか？　いや、でもやっぱり、普ふ通つうはあんなことやんないよな……。子供の頃ころ、おばあちゃんがよくそうしてくれたって言ってたけど、外国人じゃないんだからさ……。

　小説を書きながら、ときどき手を止めて睡すい[image: 蓮]れんの謎なぞ行こう動どうの理由を考えてぐるぐると迷めい走そうし、結局答えが出なくてまた小説を書き始める……。ということを繰くり返かえしているうち、気付けば外で小鳥が鳴いていたのだ。

　ちなみに、もらった百五十万円（パソコン買ったから残り百四十三万円だけど）は、両親に見つからないように、クローゼットの中の、もう二度と着ることのない中学時代の制服の間に袋ふくろごと隠かくしてみた。我ながらいい隠かくし場ば所しよだと思った。自画自賛。

　教室に入って席に着くときに、隣となりの席で友人と談だん笑しようしていた睡すい[image: 蓮]れんと目が合った。彼かの女じよは藍あい介すけを認めるなり、ふにゃりと頰ほおを緩ゆるめて笑え顔がおを浮うかべた。

「おはよ～、冬ふゆ野の君」

「あ、ああ……」

　昨日のことを思い出したせいで、藍あい介すけの挨あい拶さつは微び妙みようにぎこちなくなってしまったけれど、睡すい[image: 蓮]れんの態度はいたってナチュラルで、昨日のことを気にしている様子はなかった。やっぱり、昨日のあれは、睡すい[image: 蓮]れんにとっては大したことじゃなかったんだろうか……。




　四限目の授業が終わって昼休みになると同時に、睡すい[image: 蓮]れんが教室からふらりと姿を消した。

　購こう買ばいに昼飯でも買いに行ったのかな、と一いつ瞬しゆん気になったけれど、藍あい介すけは彼かの女じよのことをすぐに頭から追おい払はらい、朝にコンビニで買ったパンを取り出した。

　それから少しもしないうちに、ポケットでスマホがむーむー振しん動どうした。スマホを取り出す。睡すい[image: 蓮]れんからＬＡＮＥでメッセージが届いていた。

〈屋上に集合！〉

「…………用件を書けよ、用件を」

　藍あい介すけはぼそりと悪態を吐つくと、パンを手早く胃い袋ぶくろに処分して教室を出た。

　でも、屋上が近づくにつれ、藍あい介すけの足取りは自然と鈍にぶくなる。

（あー、やばい。昨日のことめっちゃ意識してるし……）

　藍あい介すけは結局、昨日の睡すい[image: 蓮]れんの行動を、好意ではなく厚こう意いからきた行こう為いだろう、と結論付けたのだが、それでも、あんなことをされたら好意があると勘かん違ちがいしてしまいそうになる。

　一昨日おとといまで限りなく嫌きらいに近い苦手意識を向けていた相手に緊きん張ちようを覚えている自分が絶ぜつ妙みように情けなくて、藍あい介すけは頭を抱かかえて廊ろう下かにしゃがみ込こんだ。

（くそ、どんな顔してあいつに会えばいいんだよ……）

　すぐそばを通る生徒たちからの不ふ審しんな眼まな差ざしを感じながら、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんへの態度を決める脳内首脳会議を開かい催さいした。八分後、何の成果も得られないまま会議は幕を閉じた。

（ええい、考えても無む駄だだ。なるようになれ！）




　校舎の中央階段を上がり屋上に出る。六月の中ちゆう旬じゆん。夏の蛹さなぎのような季節は真っ青な空にさざ波のような雲を散らしている。強い陽ひ射ざしの中、弱い風が吹ふき抜ぬける屋上には、両手を腰こしに当て、頰ほおを膨ふくらませた睡すい[image: 蓮]れんが立っていた。フグの真似まねをしているのかと思ったが、きっと怒おこっているのだろう。

　彼かの女じよの隣となりには、ひょろりと背の高い女子生徒が片足に体重を掛かけて立っていた。片目の隠かくれた金きん髪ぱつのショートヘア。大人びた端たん正せいな顔立ちだが、無表情で明後日あさつての方を見つめているためとても不ふ機き嫌げんそうに見える。

　彼かの女じよとは面識がある。四し藤とう氷ひ緒お菜な。一年三組の生徒で、睡すい[image: 蓮]れんの小学校以来の親友だ。藍あい介すけはあまり親しく話したことはないが、睡すい[image: 蓮]れん同様微び妙みようにずれた感覚の持ち主なのは知っていた。ずれている者同士気が合うらしい。

「お～そ～い[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「悪い。パンを食べるのに夢中になって遅おそくなった」

　藍あい介すけは噓うその言い訳をする。本当のことなど言えるわけがない。

「パンとわたし、どっちが大切なの？」

「パンの種類による」

「種類によるのっ!?」

「今のところお前は、食パン以上カレーパン以下だ」

「ふえ～ん、カレーパンに負けたよお……」

「けど食パンには勝った。そこは誇ほこるべき」

　氷ひ緒お菜なが冷めた声でフォローしたが、声こわ色いろが声こわ色いろなので、馬ば鹿かにしているようにしか聞こえない。

「小麦粉とイースト菌きんに勝っても嬉うれしくないよお」

「カレー粉に負けたから、なお情けない」

　氷ひ緒お菜ながさらりと言う。彼かの女じよはごく自然に、一いつ片ぺんの悪意もなく相手の傷口に塩を擦すり込こむことができる稀け有うな性格の女子生徒だ。

「で、何の用だよ」

　向こうが自然体だからか、それとも、睡すい[image: 蓮]れんと二人きりにならずに済んだからか、思ったよりも身構えずに話すことができた。

「そうそう、これこれ。さっき職員室でもらってきたの。ここに名前ちょうだい。ね？」

　睡すい[image: 蓮]れんが手に持った書類とボールペンを藍あい介すけに差し出す。書類には、創部届、と書いてあった。

「……お前、めっちゃ行動早いな」

「うふふ、偉えらい？」

「偉えらい。軍隊で言えば上等兵くらい偉えらい」

「あんまり偉えらくない気がするよお……」

「れん、安心しな。死んだら二階級特進できる」

「死にたくないよお……」

　藍あい介すけは書類にざっと目を通す。部は、三名以上の生徒を集めた上で先生に届け出て、職員会議で認にん定ていされれば活動が許される、的なことが書いてあった。

「ぼくとお前で二人。あと一人はどうするんだ？」

「ここにいるじゃない。ね、ひーちゃん？」

「ん」

　なるほど。だからこいつがここにいるのか。睡すい[image: 蓮]れんと氷ひ緒お菜なという癖くせしかない面めん子つが揃そろっているのが気になるが、部が作れるなら我が慢まんしようじゃないか。藍あい介すけは書類に名前を記入する。

　そのときふと、書類の上側の「部活動名」欄らんが目に入った。

「……おい、鮎あゆ原はら」

「ふゃ？」

「何だよ、この素す敵てきな部の名前は」

　藍あい介すけは「部活動名」欄らんを指さしながら尋たずねる。そこには「フィギュア文芸部」という謎なぞの名前が記き載さいされていた。

「いい名前でしょう？　ひーちゃんと一いつ緒しよに考えたんだよお。めえめえ」

「文芸部はまだ分かるとして……、この『フィギュア』って何だよ」

「フィギュア。それは人間や動物の模型のこと」

　氷ひ緒お菜なが呟つぶやく。

「いや、そんくらい知ってるから。ぼくが聞きたいのは、どうしてこの単語が文芸部の接頭語になってるかってことだ」

「えっとね、ひーちゃんね、高校に入ったら、フィギュアを作る部活をしたかったんだけど、ほら、うちの高校って、そういう部活ないでしょ？　だから、ひーちゃん、今帰宅部なの。それでね、昨日ひーちゃんに、部を作るから入部して、って話をしたら、『フィギュアを作れるなら入る』ってなったの。だから、小説を書く文芸部にひーちゃんの希望をくっつけて、フィギュア文芸部。いいと思わない？　ね？」

　睡すい[image: 蓮]れんは氷ひ緒お菜なと顔を見合わせてにっこり微笑ほほえむ。氷ひ緒お菜なはそれに無言で頷うなずく。

（そこくっつけるなよ……）

　藍あい介すけは心中でツッコミを入れた。しかし、まあ、フィギュア目的だろうが何だろうが、三人集まったことには変わりない。あとは職員会議で認にん定ていされさえすれば、放課後にパソコンで小説が書き放題になる。横で氷ひ緒お菜ながフィギュアを作っていようが藍あい介すけの創作活動には影えい響きようない。そう自分を納なつ得とくさせ、藍あい介すけは書類を睡すい[image: 蓮]れんに渡わたす。

「じゃあ、行こう」

「行こうって、どこに？」

「決まってるじゃない。創部届を提出しに行くんだよお」

　睡すい[image: 蓮]れんは創部届を我わが子このように胸に抱だきながら、にこにこしてそう言った。




　書類の提出なんて睡すい[image: 蓮]れん一人で行けばいいと思ったのだが、結局その笑え顔がおに押おし切きられて、藍あい介すけも職員室に同行することになった。

　職員室に入り、色味の華はなやかな弁当を食べながらパソコン仕事をしていた担任のデスクに向かう。二十代後半の、無ぶ精しよう髭ひげを生やしたこの独身教師が食べているのは、愛妻弁当ではなく自分で作った弁当であった。生徒の中にはこの弁当を「自作自演」とからかう奴やつもいる。

「先生、失礼します」

　睡すい[image: 蓮]れんが声をかけ、担任が顔を上げる。

「おお、鮎あゆ原はらに四し藤とう……と冬ふゆ野の？　不思議な組み合わせだな。どうした？」

「先ほどいただいた創部届を提出しにきました。どうぞ」

「おお、早いな。えーと、どれどれ……。ふむ、鮎あゆ原はらと親しい四し藤とうはともかく、冬ふゆ野のも入部するとはな。お前、鮎あゆ原はらとそんなに仲良かったか？」

「いいみたいですよ。ぼくも今日初めて知りました」

「そんで部活動名は……、フィギュア文芸部。何だこりゃ？」

　まあ、そう思うでしょうね。分かります。ぼくもそう思いましたから。

「フィギュアと文芸が謎なぞコラボする極きわめて怪あやしい部活です」

「なるほど、フィギュアと文芸、フィギュアと文芸…………、うむ、全然分からん」

「ですよね」

「まあいい。少し待っていろ」

　担任はぼりぼりと頭を搔かきながら立ち上がると、職員室の奥おくの方に座すわっていた年配の教師のデスクへ向かった。そこで三分ほど話してからこちらに戻もどってくる。

「ようし、暫ざん定ていだが創部許可が下りたぞ。今日から活動を許可する。今後、活動の場として技術室を使用しろ。よく分からんが、フィギュアを作るなら、工具があるに越こしたことはないんだろう？」

「ありがとうございます！　よかったね、ひーちゃん」

「ん」

　睡すい[image: 蓮]れんは笑え顔がおで、氷ひ緒お菜なは無表情で、互たがいに手を取って喜び合う。

「てか、先生。創部届って職員会議で認にん定ていするんじゃないんですか？　その書類にはそう書いてあったんですけど」

　あまりにあっさり許可が下りて逆に不安になったため、藍あい介すけはそう聞いた。

「元々うちの学校は創部の条件が緩ゆるいし、職員会議で認にん定ていされないこともまずない。どうせ許可が下りるなら、早い方がいいだろう？」

　そう言って担任はにやりと笑う。まるで、悪戯いたずらに加担する同級生のような笑えみで。

　こうして今日、フィギュア文芸部という謎なぞ部ぶ活かつが誕生した。





◆






「かんぱーい！」

[image: ]

　広い技術室に、睡すい[image: 蓮]れんの声が響ひびく。睡すい[image: 蓮]れんと氷ひ緒お菜ながジュースに満たされた紙コップを軽くぶつけ合い、藍あい介すけも付き合い程度に紙コップを軽く掲かかげた。

　引き出しやコンセントを備えた大きな机で、藍あい介すけたち三人は、ケーキやスナックを広げて、ささやかなパーティーを開いていた。名目は創部記念パーティー。主しゆ催さいはもちろん睡すい[image: 蓮]れん。放課後になると同時に、近くのスーパーで食べ物と飲み物を買ってきて、今に至るというわけだ。

「でも、こんなにすぐ部が作れるとは思わなかったよお。ね、ひーちゃん」

「ん」

　氷ひ緒お菜なはコーラを飲みながら、いつもの短い返事をする。

「今日から、ひーちゃんがフィギュアを作って、冬ふゆ野の君がお話を書いて、わたしがぼんやりしながら二人を見守る日々が始まるんだねえ……。楽しみだよお」

　睡すい[image: 蓮]れんはパーティー開きしたスナックを口に運びながら言う。

「鮎あゆ原はら、気付いたか？　お前だけ何も生み出してないぞ？」

　藍あい介すけはノートパソコンの初期設定をしながら言う。昨日預けたこれを、睡すい[image: 蓮]れんは今日学校に持ってきて、教室の自分のロッカーに入れておいてくれたのだ。

「わたしは、二人のお手伝い係だよお」

「部長が雑用係。斬ざん新しんだ」

　氷ひ緒お菜なが冷めた声で言う。

「ふゃ？　わたし、部長なの？」

「違ちがうのか？」「違ちがうの？」

　藍あい介すけと氷ひ緒お菜なは声を揃そろえて言う。

「だってお前、率そつ先せんして部を作ったし、この場も仕切ってるし、誰だれがどう見ても部長じゃん」

「違ちがうよお～。部長はこれから決めるんだよお」

「……まあ、いい。そういうことなら手早く決めよう。鮎あゆ原はらでいい人、挙手」

　藍あい介すけはそう言って手を挙げる。氷ひ緒お菜なも即そく座ざに手を挙げた。

「はい、決定。多数決でやっぱりお前が部長な」

「うう、酷ひどいよお……。二人とも横暴だよお……」

「残念だけど、諦あきらめろ」

「も、もう一度多数決しよっ！　冬ふゆ野の君が部長がいいと思う人。はい！　わたし！」

　睡すい[image: 蓮]れんが元気よく手を挙げる。まるで、勢いよく手を挙げれば自分の票が二票に増えると言わんばかりだった。

　だが、何の奇き跡せきか冗じよう談だんか、本当に二票になった。

　睡すい[image: 蓮]れんがどんなに勢いよく手を挙げてもそれは一票だが、それに加え、なぜか氷ひ緒お菜なまで手を挙げたのだ。

「やったあ！　賛成多数で冬ふゆ野の君が部長だよお！　決定っ！」

「ちょっと待て、四し藤とう。お前さっき鮎あゆ原はらに一票入れただろ。何でぼくのときにも手を挙げるんだよ」

「私以外が部長になるなら、誰だれでもいい」

「潔いさぎよすぎるぞ！　じゃあ、もう一回だ。鮎あゆ原はらが部長がいい人、挙手」

　藍あい介すけは言いながら手を挙げるが、今度は氷ひ緒お菜なが手を挙げない。

「いや、挙げろよ。挙げてくれよ。何で挙げないんだよ。このままだとぼくが部長になるだろ？　それだけはやめろ。頼たのむから手を挙げてくれ！　四し藤とう！　頼たのむ！　後生だ！」

「腕うで、疲つかれた」

　藍あい介すけの懇こん願がんを、氷ひ緒お菜なが低温の一言でぶった切った。

「やったあ、これで決まりだよお！　これからよろしくね、冬ふゆ野の部長」

　睡すい[image: 蓮]れんがにこにこしながら言う。

「よろしく、部長」

　氷ひ緒お菜なが冷蔵庫に話しかけるくらい無感情に言う。

「……これだから民主主義たすうけつは嫌きらいなんだよ！」

　藍あい介すけはそう吐はき捨すてると、大量のスナックをショベルカーみたいに鷲わし摑づかみにして、まとめて口の中に放ほうり込こんだ。もしゃもしゃと嚙かみ砕くだいたそれを、数多あまたの不満と一いつ緒しよに腹の中へごくりと落とす。

　初期設定を終え再起動した直後のノートパソコンには、「ようこそ」の一文が。




　新しいノートパソコンの、癖くせの付いていないワープロソフトに、藍あい介すけはノートに書かれた二巻のプロットと本編を高速で入力してゆく。今まで、ネットカフェで時間に追われながらキーボードを打っていたので、普ふ通つうの人よりずっと速くタイプできる自信があった。

　ノートに書いてある分を手早く打ち終えてから、藍あい介すけは昨日の続きを書き始める。

　自分専用のパソコン。思う存分執しつ筆ぴつができる環かん境きよう。《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の二巻として発表されることになるだろう《バレットマジック・ショウダウン》の二巻。

　今までにないくらい気持ちが昂たかぶっていた。頭の中から次から次へと文章があふれ出て入力が間に合わないくらいだった。これ以上速く動かない指がもどかしい。こういうとき、頭の中に浮うかんだ文章をパソコンに転写する技術があったらいいのに、と思う。もしそういう技術があるなら、藍あい介すけは一日で一本の小説を書き上げてみせるだろう。

　ところで、残念ながら、藍あい介すけのやる気に水を差す人物がこの室内にはいた。

　氷ひ緒お菜なではない。彼かの女じよは今スナックをぽりぽり食べながら、睡すい[image: 蓮]れんから借りた小説を読んでいる。ちらりと表紙が見えたが、あれはどう見ても《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》だった。どうやら睡すい[image: 蓮]れんは、氷ひ緒お菜なにはライトノベル作家になったことを話しているらしい。まあ、話しているからこそ、部活を作るのに彼かの女じよを誘さそったのだろうが。

　藍あい介すけの邪じや魔まをする人物は、元天才子役大おお神かみ璃り々り絵えにして現ライトノベル作家・甘あま井いひつじ。要するに鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんその人だった。

「ねえねえ、調子どう？」「どこまで書けた？」「暇ひまだよお……」「わたしもパソコン持ってくればよかったなあ」等々、藍あい介すけに話しかけたり独り言を呟つぶやいたり、とにかく一人で賑にぎやかなのだ。面めん倒どう臭くさくて藍あい介すけが生返事を繰くり返かえしていると、今度は藍あい介すけの後ろに回まわり込こんで、肩かた越ごしにディスプレイを覗のぞき込こんでくる。

「見るなよ。つか、近い」

　藍あい介すけはディスプレイを伏ふせながら露ろ骨こつに顔をしかめる。睡すい[image: 蓮]れんの顔が藍あい介すけの顔のすぐ横にあって、その小さな唇くちびるが目に映ったとき、昨日の出来事を思い出して一人でどぎまぎした。

「え～。見せてよお。どうせ後で見せてもらうんだから、いいじゃない」

「どうせ後で見れるんだからいいだろ。ほら、邪じや魔まだ。しっしっ」

「むぅ……。ひーちゃん、部長が意地悪だよお。見せてくれてもいいと思うよねえ？」

「ん」

　氷ひ緒お菜なは短く冷たい返事をする。というか、彼かの女じよは相あい槌づちも生返事も肯こう定ていの返事も否定の返事も、全部「ん」で済ませる。

「だよねえ。やっぱり意地悪だと思うよねえ」

　そしてなぜか会話が成立するから不思議だ。




「冬ふゆ野の君。もう帰る時間だよお」

　そう声をかけられパソコンの時計を見ると、時刻は午後七時になろうとしていた。

「もうこんな時間か。気付かなかった……」

　藍あい介すけは目め頭がしらを揉もみながら呟つぶやく。どうやら随ずい分ぶんと執しつ筆ぴつにのめり込こんでいたようだ。だが、その甲斐かいあって、第一章は九割方完成していた。睡すい[image: 蓮]れんに邪じや魔まをされたのに執しつ筆ぴつのペースは普ふ段だんよりも全然速かった。本当はもっと書いていたかったんだけれど、担任から「部活動は遅おそくても七時まで」と釘くぎを刺さされていたので、今日はもう帰るしかない。

　ノートパソコンの電源を切ろうとしたとき、

「ね、ね、冬ふゆ野の君。家で読みたいから、書き上がった分の原げん稿こうちょうだい？」

　そう言って、睡すい[image: 蓮]れんがピンクのＵＳＢメモリを差し出す。藍あい介すけはそれにプロットと本編のファイルをコピーしてから睡すい[image: 蓮]れんに返す。

「ありがとう。わあ、読むの楽しみだよお！」

　ＵＳＢメモリを受け取った睡すい[image: 蓮]れんが、笑え顔がおでぴょこぴょこと跳はねる。

「騒さわがしいな。そんなに嬉うれしいのかよ」

「嬉うれしいよお。だって、わたし、冬ふゆ野の君のファン一号だもん！」

「……やめろよ、気持ち悪い」

　藍あい介すけはそう悪態を吐ついたが、ファンという言葉のくすぐったさに我が慢まんしきれず、思わず口元を緩ゆるめた。そんなことを言われると、まるで自分が本当の作家になったみたいじゃないか。嬉うれしいやら気き恥はずかしいやらで、藍あい介すけはぷいとそっぽを向き、そそくさとノートパソコンを畳たたみ帰る準備を始めた。




　高校を出て、藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんは駅に向かう。高校前からバスに乗る氷ひ緒お菜なとは、正門で別れていた。

　駅に到とう着ちやくする。睡すい[image: 蓮]れんは伊い羽ば根ね市側へ向かう上りの電車。藍あい介すけは反対方向の下りの電車に乗る。どちらの電車もあと十分くらいで到とう着ちやくするみたいだった。

「じゃあ、またな」

　改札をくぐったところで睡すい[image: 蓮]れんと別れようとしたが、

「ふゃ、思い出したよお。ちょっと待って」

　睡すい[image: 蓮]れんは鞄かばんの中から青いＵＳＢメモリと一冊の文庫本を取り出し、藍あい介すけに差し出した。

「冬ふゆ野の君、これ」

「これは……」

　ＵＳＢメモリの方には見覚えがあった。去年の六月に図書室に置き忘れ、睡すい[image: 蓮]れんの手に渡わたったあのＵＳＢメモリだ。

　そして、文庫本の方は──

《放ほう課か後ご、ベルセルクたちがカチコミをかけますが》

　というタイトルのライトノベルだった。作者は佐さ渡どヶが島しま晴せい。銀色の帯には「インフェルノ文庫新人賞　優ゆう秀しゆう賞しよう受賞作」と書かれている。

　インフェルノ文庫新人賞には、大賞、優ゆう秀しゆう賞しよう、佳か作さく、特別賞の四つの賞が設けられている。一番評価が高かった作品が大賞に選ばれ、その次に優すぐれた作品が優ゆう秀しゆう賞しよう、その次が佳か作さく、そして、佳か作さくほど評価は高くないが、一部の選せん考こう委い員いんから猛もうプッシュがあった作品が特別賞に選ばれる。

　今回のインフェルノ文庫新人賞の大賞は、藍あい介すけの《バレットマジック・ショウダウン》……じゃなくて、甘あま井いひつじの《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》だったので、優ゆう秀しゆう賞しようのこの作品は、その次に評価が高かった作品ということになる。

「ＵＳＢメモリは分かるとして……、このラノベがどうかしたのか？」

「その作者、晴せいちゃんって言うんだけど、わたしのお友達なの」

「まじで？」

　藍あい介すけは言う。「晴せい」という名前からは性別が分からなかったけれど、ちゃん付けで呼ぶからには女性だろうか。

「うん。一月にね、東京でインフェルノ文庫新人賞の授賞式があって行ってきたんだけど、そこで友達になったの。その子、隣となりの伊い羽ば根ね市に住んでるんだよお。意外とお隣となりさんでびっくり」

「授賞式ねえ……」

　それは、本当は藍あい介すけに出る権利があったはずじゃ……。

「それでね、作者って、自分の作品が出版されるときに見本を何冊かもらえるんだけど、その見本を、晴せいちゃんとお互たがいに送りっこしたんだよお」

「これ、もう読んだのか？」

「うん。すっごく面おも白しろかったよお。だから、冬ふゆ野の君も読んでみて。ね？」

「……とりあえず借りておく。じゃあな」

「うん、ばいばい。気を付けて帰ってねえ」

　二人は別れ、別々のホームへ向かう。





◆






　帰宅して夕食と入浴を済ませてから、藍あい介すけは自室でベッドの上に座すわって壁かべにもたれかかり《放ほう課か後ご、ベルセルクたちがカチコミをかけますが》を読んだ。




「いきなりだけど、他の世界の神様とその軍勢が、あたしたちの世界にカチコミをかけてきたの。だから朝から神殺し。眠ねむいのに返り血とかもう最悪！」




　という、斜ななめ上うえの一文から、その物語は始まった。

　何だよこの書き出し？　これから何が起こるんだよ？

　冒ぼう頭とうのその一文に、藍あい介すけは一気に引ひき込こまれた。

　現代日本を舞ぶ台たいにしたアクションファンタジー。毒と皮肉に飾かざられた癖くせの強い文章。粗あら削けずりで大だい胆たんにぶっ飛んだ世界観の中で、主人公以下インパクトのあるキャラクターたちが縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回っている。物語は読者を置き去りにするスピードで疾しつ走そうし、バトルに次ぐバトル、ピンチに次ぐピンチに息を吐つく暇ひまもない。

　藍あい介すけは時間を忘れて読みふけり、気付けば、時刻は午前零れい時じを回っていた。

　最後まで読み終わり、作者のあとがきも読んだ後で、藍あい介すけは思わずこう呟つぶやかずにはいられなかった。

「めちゃめちゃ面おも白しろかったんですけど……！」

　粗あらさは目立ったものの、ここ数年のインフェルノ文庫新人賞受賞作の中でも、かなりレベルの高い作品だった。

（これ、二巻が出たら絶対買う！　発売日に買う！　てか、二巻いつ発売だよ！）

　待ちきれないもどかしさに、藍あい介すけはベッドの上で思わず足をばたつかせたが、不意にこんな思いが頭を過よぎった。

（……これ、大賞を受賞してもおかしくなかったんじゃないのか……？）

　けれど、これだけ面おも白しろくて優ゆう秀しゆう賞しようだったということは、大賞を受賞した藍あい介すけの《バレットマジック・ショウダウン》……、じゃなくて《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》は、これよりも高い評価を得たことになる。

　藍あい介すけの作品の方が、これより面おも白しろいと認められたということだ。

　そのことが、少しだけ引ひっ掛かかった。

　確かに藍あい介すけは、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめてあの作品を書いた。でもあの作品は、同時期に書いた他の二本よりも、面おも白しろさや完成度は低いと思っていた。

（認めたくないんだけど……、正直、この作品の方が《バレットマジック・ショウダウン》より全然面おも白しろい気が……）

　藍あい介すけはベッドの上のスマホを手に取り、ネットで《放ほう課か後ご、ベルセルクたちがカチコミをかけますが》の感想や評価を調べてみた。

　通つう販はんサイトや書評サイトを巡めぐって感想を読む。発売直後のためそんなに多くのレビューは集まっていなかったけれど、星四つ五つのレビューが目立ち、低評価のレビューはかなり少なかった。そして、藍あい介すけと同じく早くも二巻を期待する声が上がっていた。ちなみにこの作品の略りやく称しようは既すでに《ベルカチ》として定着していた。

（こんなに評価が高い作品に、ぼくの《バレットマジック・ショウダウン》は本当に勝ったのか……？）

　続けて、藍あい介すけは検けん索さくサイトに「無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト　評価」と入力して検けん索さくしようとした。

　でも、画面をタップして検けん索さくを実行する直前、藍あい介すけはびびってしまった。

　これをタップすれば、藍あい介すけの作品の評価が現れる。

　けれど──

《ベルカチ》よりも評価が低かったらどうしよう。

　星一つのレビューばっかりだったらどうしよう。

　酷こく評ひようされていたらどうしよう。

　そもそも、評価すら載のっていなかったらどうしよう。

　そんな嫌いやな想像が頭の中を駆かけ巡めぐり、背筋がぞわっとして指が動かなくなった。検けん索さく結けつ果かを知りたい。でも、知りたくない。藍あい介すけの中で二つの欲求が、仲の悪い双ふた子ごみたいに互たがいを罵ののしり合あっていた。

　五分くらいそうやっていただろうか。急に手の中でスマホが振しん動どうした。ＬＡＮＥのメッセージが届いたのだ。

「わ！」

　驚おどろいた拍ひよう子しに画面をたたたっとタップしてしまい、検けん索さく結けつ果かが表示される。

　藍あい介すけは顔を背そむけそうになったけれど、途と中ちゆうで思いとどまり、腹を決めて恐おそる恐おそる画面に目を向けた。それから、《ベルカチ》の評価を調べたときにそうしたように、各種の通つう販はんサイトや書評サイトを、ヤバい心しん霊れいスポットに入る覚かく悟ごで見て回った。

　まず最初に入った書評サイトでは、かなりの人が星五つの評価を付けてくれていた。レビューも、「これぞラノベの王道」や「十年に一度の傑けつ作さく」、「こんな作品を読みたかった」など、みんなちょっと大げさなくらいのコメントを残していた。

　つい数日前まで、誰だれかに作品を読んでもらって、感想をもらうなんてことは考えたこともなかったのに……。自分の作品が大勢の目に触ふれるなんて思ってもみなかったのに……。

　それなのに今は、多くの人が藍あい介すけの作品を読み、褒ほめてくれている。

　今この瞬しゆん間かん、藍あい介すけはこの世界からライトノベル作家として認められた気がした。

　胸がぎゅうっと詰つまって目め頭がしらが熱くなった。

（やべ、ちょっと泣きそう……）

　ライトノベル作家を目指して小学生の頃ころから地道に執しつ筆ぴつをしてきた努力が、ついに実を結んだのだ。それは想像と違ちがって、盗とう作さくという歪いびつな形の実ではあったけれど、それでも全然構わなかった。

　藍あい介すけは涙なみだをこらえるようにぎゅっと目を瞑つぶる。

　そのときなぜか、まぶたの裏に睡すい[image: 蓮]れんの姿が思おもい浮うかんだ。

　もし藍あい介すけのＵＳＢメモリを手にしたのが睡すい[image: 蓮]れんじゃなくて他の人間だったら、絶対こんな結果にはなっていなかっただろう。

　睡すい[image: 蓮]れんが藍あい介すけの作品を盗とう作さくして応おう募ぼしたからこそ、藍あい介すけの作品が世に出てこうして認められたのだ。

（鮎あゆ原はら……、微び妙みように腹立つけどお前のお陰かげなんだよな……）

　藍あい介すけは色々なサイトを回ってレビューを読よみ漁あさった。たまに、星一つの酷こく評ひようが書かれたレビューも出てきたけれど、藍あい介すけからすれば的外れな感想だったので、全然気にならなかった。何だよ、ご都合主義的なハッピーエンドが気に食わないって。あれのどこをどう受け取ればハッピーエンドになるんだよ。本当にちゃんと読んだのか？




　あらかたレビューを読み終える。

　レビューを読む前に感じていた「自分の作品より佐さ渡どヶが島しま晴せいの《ベルカチ》の方が面おも白しろいんじゃ……」っていう不安は、もう跡あと形かたもなく消えていた。これだけ多くの人が藍あい介すけの作品を面おも白しろいと言ってくれたこと。藍あい介すけの作品の方が、佐さ渡どヶが島しま晴せいの作品よりも高評価だったこと。そういうのに背中を押おされて、藍あい介すけは自分の作品に自信を持つことができた。

　藍あい介すけは普ふ段だん、嬉うれしいことがあってもあんまり表に出すタイプではないけれど、今だけはこの喜びを自分の中だけに留とどめておくことができなかった。

　さっききたＬＡＮＥのメッセージをスルーして（清きよ杜とからのどうでもいいメッセージだった）、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんにメッセージを送る。かなり遅おそい時間だったけど、明日まで待つことができなかったのだ。

〈今、ネットで見たんだけど、《白雪姫スノウホワイト》、めちゃめちゃ評価高いぞ〉

　五分くらいしてから、睡すい[image: 蓮]れんから返事がある。

〈むにゃむにゃ……、おはよ～。めえめえ〉

〈……悪い。やっぱり寝ねてたか。明日にすればよかったな〉

〈ううん、全然だよお。エゴサーチしてみたんだねえ〉

〈まあな。佐さ渡どヶが島しま晴せいの《ベルカチ》も評価高かった〉

〈わあ、やっぱり？　晴せいちゃんの小説、すごく面おも白しろかったからねえ〉

〈確かに。あれはやばい〉

〈だよねえ〉

〈そう言えば、佐さ渡どヶが島しま晴せいに《白雪姫スノウホワイト》を送ったんだよな？　何か言ってたか？〉

〈う～ん、まだ読んでないんじゃないかなあ。でも、読んだら感想くれるって言ってたよお〉

〈感想、ぼくにも聞かせてくれよ〉

〈うん、分かったよお〉

　メッセージをやり取りしながら、藍あい介すけはくすぐったいような感覚を覚えた。

　一昨日おとといまでは小説家志望だった自分。でも今は小説家の自分。

　一昨日おとといまでは睡すい[image: 蓮]れんが苦手だった自分。でも今は睡すい[image: 蓮]れんと普ふ通つうにＬＡＮＥをしている自分。

　まるで、一昨日おとといまでの自分と今の自分が別人になったみたいだった。

　それが不思議で、信じられなくて、でも、ごく自然なことのような気もして、藍あい介すけは思わずくすりと笑った。





◆






　翌日の放課後、藍あい介すけは図書室で小説のネタに関する調べ物をして、気になった本を二冊ほど借りてから技術室に向かった。ネットでもある程度調べ物はできるんだけど、本の方が知りたいことが細かく載のっていることが多い。あと、ネットって結構ガセネタがあるんだよね。

　ドアを開けて教室に入ると、ぶぅぅぅん……、というモーターの駆く動どう音おんのような低音がかすかに聞こえてきた。何の音だろう、と思ったとき、教室の真ん中に座すわる睡すい[image: 蓮]れんの姿が目に入った。

　睡すい[image: 蓮]れんはマスクをしていた。といっても風邪かぜをひいたときにするようなマスクじゃなくて、もっと本格的な、防ぼう塵じんマスク？　防毒マスク？　とにかくフィルター付きのごついマスクをして、ピンクのノートパソコンに向かっていた。ディスプレイを見つめるその顔は、睡すい[image: 蓮]れんにしては珍めずらしく真しん剣けんだったけれど、その真しん剣けんさも、藍あい介すけに気付いて顔を上げた途と端たんに、口に入れたわたあめみたいにふうっと消えてしまった。彼かの女じよは大きな目を細めて微笑ほほえむ。

「ふゃ、冬ふゆ野の君。遅おそかったねえ。部長なんだからもっと早く来ないと駄だ目めだよお」

「……何そのマスク。この教室毒ガスでも充じゆう満まんしてんの？」

「毒ガスっていうか……、ほら」

　睡すい[image: 蓮]れんが窓の方を指さす。この学校の各教室には狭せまいけれど一応ベランダがあって、教室後方のドアから出入りできるようになっていた。窓に目を向けると、そのベランダで氷ひ緒お菜なが椅い子すに座すわりながら何やら黙もく々もくと作業をしていた。

「おーい、四し藤とう。何やってんだよ？　──うわ、臭くさっ！」

　窓まど際ぎわに歩み寄り、窓を開けて氷ひ緒お菜なに声をかけたとき、藍あい介すけは鼻をつくシンナー臭しゆうに思わずのけ反った。

　氷ひ緒お菜なは左手に灰色の塊かたまりを持ち、右手に銀色の細長いスプレーのようなものを持っていた。足元には小型のバッテリーみたいな黒い機械が置いてあって、細いホースで右手のスプレーと繫つながっていた。彼かの女じよも睡すい[image: 蓮]れん同様ごついマスクで口元を覆おおい、紺こんのエプロンをしていた。

「何、それ？」

　藍あい介すけは氷ひ緒お菜なの右手を指さして聞く。

「ん」

　氷ひ緒お菜なは短く答えるが、答えになっていない。そして、それ以上言葉を続けないところをみると、どうやら今ので説明責任を果たしたと思っているらしい。果たしてないから。

「それはねえ、エアブラシっていう、塗と装そうに使う文明の利器だよお」

　いつの間に隣となりに来たのか、睡すい[image: 蓮]れんがにこにこしながら答える。

「あの黒いコンプレッサーで手に持ったハンドピースに空気を送って、空気圧で塗と料りようを吹ふき付つけるの」

　どうやら、飛散した塗と料りようを吸すい込こまないようにするためのマスクらしい。氷ひ緒お菜なの左手に注目すると、彼かの女じよは灰色の竜りゆうの生首を持っていた。目は禍まが々まがしくつり上がり、大きく開いた口からはずらりと並んだ鮫さめのような牙きばと細い舌が覗のぞいている。顔と首を覆おおう鱗うろこは鋭するどく尖とがり、気が遠くなりそうな緻ち密みつさで幾いく重えにも重なり合っていた。

　もちろんそれは作り物なのだが、竜りゆうの表情や鱗うろこの一枚一枚が妙みように生々しくて、まるで今にも動き出しそうな迫はく力りよくがあった。

「え、何そのフィギュア。凄すごくない？」

「凄すごいよねえ」

　昨日、フィギュアと言っていたから、てっきり漫まん画がとかアニメのキャラクターのフィギュアを作るのだとばっかり思っていたのだが、まさかそっち系だとは。

「そういうフィギュアって結構お高いんだろ？　それ、一万円くらいするのか？」

「もう少し高値にする予定」

　竜りゆうの灰色の下地に黒い塗と料りようを吹ふき付つけながら氷ひ緒お菜なは答える。

「何だよ、その自分で値段付けますみたいな言い方は」

「聞いた通り。自分で値段を付ける」

「は？」

「冬ふゆ野の君冬ふゆ野の君、あれ、市し販はん品ひんじゃないの。ひーちゃんが全部一から作ったんだよお」

「一から作った？　あの竜りゆうを？　まじで？」

「そう。凄すごいでしょう」

　睡すい[image: 蓮]れんが窓まど枠わくに手をかけてぴょこぴょこ小ジャンプしながら、自分のことのように自じ慢まんする。

　どうやら、フィギュアを作るというのは「買って作る」のではなく「自作する」という意味だったらしい。

「しかもね、作ったあとで、複製してネットで売るんだよお」

「え、噓うそ」

「本当だよお。ほら、来て来て」

　睡すい[image: 蓮]れんが小走りで自分のノートパソコンのもとへ戻もどり、マウスを操作して、とあるウェブサイトを開いた。

《幻想密猟者フアンタズム・ポーチヤー》

　と名付けられたそのウェブサイトは、どうやら、氷ひ緒お菜なが個人で運営しているオリジナルフィギュアの通つう販はんサイトのようだった。

「個人のフィギュア通つう販はんサイトの中では、すっごく有名なんだよお」

　商品のラインナップを見ると、竜りゆうやユニコーン、グリフォンなどのファンタジーでは定番のモンスターから、美び巨きよ乳にゆうエルフ、ロリ系吸きゆう血けつ鬼きなどのキャラクター性の高いもの、そして、甘あまい顔立ちの人面犬やゴリマッチョなリトルグレイなどの、方向性がよく分からないものまでがずらりと並んでいた。どれもプロ並みに完成度が高く、ついでに値段も高い。

「何これ、めっちゃ凄すごくない？　この蒼あおい竜りゆうとか普ふ通つうに欲ほしいんだけど。すげーかっこいい」

　藍あい介すけは蒼あおく輝かがやく鱗うろこに包まれた細身の竜りゆうの画像を指さす。

「それ、品切れ」

　ベランダの氷ひ緒お菜なが冷めた声で言う。

「まじか。残念」

「その代わりに、これが完成したらあげる」

　氷ひ緒お菜なが竜りゆうの生首を軽く振ふる。

「え、だって、売り物なんだろ？　ただじゃもらえないって」

「構わない。かっこいいと言ってくれたお礼」

「そっか、ありがと。じゃあ、完成するの楽しみにしてるからな」

　氷ひ緒お菜なは軽く頷うなずき、また塗と装そう作業に戻もどる。

　藍あい介すけは黒板横のドアから技術準備室に入り、鍵かぎ付つきの棚たなから自分のノートパソコンを取り出す。技術室に戻もどって、睡すい[image: 蓮]れんの斜ななめ向むかいに座すわってノートパソコンを広げ、昨日の続きを書き始める。

　昨日、自分の作品が高評価を受けていることを知り、今の藍あい介すけははち切れんばかりの創作意欲に満たされていた。頭の中にあるシーンの一つ一つがよどみなく文章に遷せん移いし、ディスプレイに顕けん現げんする。

　昨日に続き、かなり調子がよかった。仕上がり間近だった第一章をぱぱっと完成させ、大きな事件が起こりライバルが派手に登場する第二章の執しつ筆ぴつに取とり掛かかる。

　登場早々、圧あつ倒とう的てきな力で主人公を追おい詰つめるライバル。一人、また一人と仲間が倒たおれる中で、主人公は死しに物もの狂ぐるいに活路を探す。だが、起死回生の一いち撃げきもあっけなく防がれ、主人公は惨みじめなまでに叩たたきのめされる。

　この「惨みじめなまでに」というのがポイントだ。ここで、主人公が酷ひどいやられかたをすればするほど、ラストで用意している、主人公とライバルの一いつ騎き打うちに緊きん迫ぱく感かんが生まれるのだ。以前手も足も出なかったライバルに、どうやって主人公が勝つのか。勝てるまで成長するのか。そのあたりをしっかり書かき込こむつもりだった。

　がっつり集中してキーボードを叩たたき続つづけ、区切りのいいところまで書いたところで、一度手を休める。顔を上げると、斜ななめ向むかいで睡すい[image: 蓮]れんが真しん剣けんな顔でキーボードを叩たたいていた。いつの間にかマスクはしていなくて、小さな唇くちびるが僅わずかに動いていた。独り言を言っているみたいだったけれど、何と言っているかまでは分からない。

　不意に、Rurururururururu……、と着信音。睡すい[image: 蓮]れんが制服のポケットからスマホを取り出して耳に当てる。

「は～い、どうしたの、晴せいちゃん。……ふゃ、わたし？　今学校だよお。昨日言った、フィギュア文芸部の活動中なの。……うん。…………うん。今二巻書いてる最中だけど、苦戦気味かなあ。晴せいちゃんはどう？　………………本当？　もう最終章まで書いたの？　凄すごい！　早いねえ～。…………え？　行ゆき詰づまったから気分を変えたい……？　………………あ、うん。そうだねえ……、多分大だい丈じよう夫ぶだと思うよお。…………うん、じゃあ、後でね」

　笑え顔がおでそう言って、通話を終える。晴せいちゃんって、まさか……。

「今の電話の相手って佐さ渡どヶが島しま晴せい、だよな？」

「そうだよお。《ベルカチ》の二巻、もう少しで書き終わるみたいなんだけど、最後の話の運び方で迷ってるみたいなの」

「へえ。もうそんなに書き上げたのか。凄すごいな」

　藍あい介すけは手元に目を落とす。《バレットマジック・ショウダウン》もとい《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の二巻は、まだ全然最初の方だ。

「それでね、気分を変えて書きたいから、これからこっちに来るって」

「あっそう。………………って、は？　来るの？　佐さ渡どヶが島しま晴せいが？」

「うん。昨日ね、晴せいちゃんにフィギュア文芸部っていう部活を作ったんだよ～、って話をしたら興味持ってくれたみたい。それで、せっかくだから、気き分ぶん転てん換かんも兼かねてこっちに来て書きたいって」

「まじか！」

　思わず声が跳はねる。昨日の今日で、まさか《ベルカチ》の作者に会えるとは。もしかして、お願いすれば、二巻の原げん稿こうを読ませてくれるかも……。

「晴せいちゃんが来るなら、お菓か子しとか用意した方がいいよねえ。あ、そうそう、それと、別の学校の子が来るなら、先生の許可を取らなきゃだよねえ」

「だな」

　とりあえず役割分担。睡すい[image: 蓮]れんが近くのスーパーにお菓か子しを買いに行く係。藍あい介すけは担任に部外者の入校許可を取り付ける係。氷ひ緒お菜なはエアブラシで竜りゆうの生首を塗と装そうする係。さてここで問題です。働いていないのは誰だれでしょう。答え：氷ひ緒お菜な




　佐さ渡どヶが島しま晴せいを迎むかえ入いれる準備ができてから、余った時間でまた小説を書き始める。

　そう言えば、睡すい[image: 蓮]れんがまたパソコンに向かってぶつぶつ独り言を呟つぶやきながらキーボードを叩たたいているけれど……、一体何をやってるんだ？　と今いま更さらながら気になった。二巻を書くのを藍あい介すけに丸投げしたからには、小説を書いているということはないだろう。よくよく聞いてみると独り言はなぜか男言葉で、いかにも女の子って感じの睡すい[image: 蓮]れんの口から出ると、凄すさまじく違い和わ感かんがあった。

（もしかして、昨日渡わたしたプロットと本編を、声に出して読んでるのかな……？）

　作中の登場人物には男が多いからきっとそうだろう、と藍あい介すけは納なつ得とくする。

「なあ、鮎あゆ原はら、そう言えば」

「──ひゃい？」

　急に話しかけられて驚おどろいたのか、睡すい[image: 蓮]れんは返事を嚙かんだ。恥はずかしそうに両手で頰ほおを覆おおう。

「昨日渡わたしたプロットと第一章、読んだか？」

「あ、うん、読んだよお」

「どうだった？」

　藍あい介すけは尋たずねる。本当は技術室に入ってすぐに聞こうと思っていた質問だったが、氷ひ緒お菜なのフィギュアに気を取られてすっかり忘れていた。

　あのプロットと第一章は百点満点中八十点くらいの出来だという自信はあった。それに、一巻がネットであれだけ好評だったのだ。同じ方向性で書いて、一巻で書ききれなかった設定等をどっさり盛もり込こんだ二巻が、面おも白しろくないわけがない。

「う～んとねえ」

　睡すい[image: 蓮]れんは両手を頰ほおに当てたまま首をかしげて、宙に浮ういた言葉を探すように色素の薄うすい瞳ひとみを彷徨さまよわせた。

「プロットはいい感じだと思うよお」

「プロットは？」

　その言い方だと、「プロットはいいけど本編は駄だ目め」ってことか？　カチンときて、次の質問が明らかに低い声になる。

「じゃあ、第一章の方はどうだ？」

「ふゃ……」

　藍あい介すけの声こわ色いろに棘とげがあったからか、睡すい[image: 蓮]れんがちょっと困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「うんとね、そっちの方はね……、まだ分かんない、かも……」

「分からない？　どういうことだよ？」

　面おも白しろい・面おも白しろくない、の二に択たく以外の返事を予想していなかったので、今度は藍あい介すけの方が首をかしげる。

「だって、ほら、第一章は、世界観とか設定の説明がメインだから、まだ何とも言えないよお。あ、でもねでもね、二章以降で盛り上げるために、色々考えて書いてるなあ、っていうのは伝わってくるよお」

「──ああ、そういうことか」

　言われてみれば確かにその通りだ。第一章は、物語の核かくとなる事件が起こる前まえ触ぶれや、新しく追加した設定をページを割さいて説明したから、第一章だけを読んで面おも白しろいかどうかを判断するのは難しいかもしれない。元々、最初の山場は第二章に持ってこようと決めていたのだから、第二章を読ませて「面おも白しろい」と言わせればいいだけだ。

　と、そこに睡すい[image: 蓮]れんのスマホにＬＡＮＥのメッセージが入った。

「ふゃ、晴せいちゃん、もうそろそろ着くみたい。迎むかえに行ってくるねえ」

　睡すい[image: 蓮]れんがとたとたと教室を出てゆく。

　で、数分後。

「おまちどお～。めえめえ」

　睡すい[image: 蓮]れんが一人の少女を連れて技術室に戻もどってきた。

　迷いなく真まっ直すぐに長い黒くろ髪かみの、凜りんとした顔立ちの美少女だった。紫むらさきと白の矢や絣がすりの着物に濃こい紫むらさきの袴はかまを合わせていて、髪かみを頭の後ろでまとめる大きなリボンも紫むらさき色いろだった。

　まるで大正時代の女学生のような服装だが、それを時じ代だい錯さく誤ごと笑う者は、少なくともこの県内にはいない。あの和装はれっきとした制服なのだ。県内トップクラスの偏へん差さ値ちを誇ほこる中高一いつ貫かんの私立校・和わ燎りよう館かん学園高等部の。

「未来は伝統の土ど壌じように根を下ろす」を校訓とするこの学園は、その校訓通り、やたらと日本の伝統を重視する学校で、授業に剣けん道どうや弓きゆう道どうだけでなく、茶さ道どうや華か道どう、座ざ禅ぜん、和算までをも取り入れていた。女子の制服は見ての通り着物＋袴はかまのコンボ、男子の制服は詰つめ襟えりに学がく生せい帽ぼうにインバネスの三種の神器。日本中を探しても、こんなレトロな制服を採用している学校はまずないだろう。

「紹しよう介かいするねえ。わたしの友達で、ラノベ作家の佐さ渡どヶが島しま晴せいちゃん。和わ燎りよう館かん学園高等部の一年生。わたしたちと同い年だよお」

「佐さ渡どヶが島しまよ。よしなに」

　頰ほおに掛かかった髪かみを払はらいながら澄すまし顔がおで挨あい拶さつした少女を、藍あい介すけは大さじ二杯はい分ぶんの驚おどろきをもって眺ながめていた。こんな清せい楚そな感じの女の子が、《ベルカチ》みたいな毒まみれでぶっ飛んだ小説を書いていることが、にわかに信じられなかったのだ。

[image: ]

「晴せいちゃん晴せいちゃん。こっちの男の子が部長の冬ふゆ野の君。素す敵てきなお話を書く男の子だよお」

「本当？　どんなものを書くのかしら？」

　晴せいが藍あい介すけを真まっ直すぐに見ながら尋たずねる。切れ長の大きな目には強い意志が光っている。

「どんなものって……、まあ、普ふ通つうのラノベとか、だけど……」

「普ふ通つうの？　ふうん、つまり、何の当たりさわりもなく、毒にも薬にもならず、誰だれの記き憶おくにも残らず、口くちの端はに上ることもない、『凡ぼん庸ようで退たい屈くつ極きわまるラノベ』を書いているのね？　それはご苦労様」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。やっぱこいつ《ベルカチ》の作者だわ。

「……会って五秒で喧けん嘩か売られたんだけど。鮎あゆ原はら、こいつもしかしてやばい系の人？」

「根はいい子だよお」

「いい子はああいう発言しないと思うけど。なあ、佐さ渡どヶが島しまさん、何勘かん違ちがいしてるか知らないけど、ここで言う普ふ通つうは、平へい凡ぼんとか退たい屈くつって意味じゃなくて、スタンダードとか王道って意味だぞ？　作家の端はしくれならそれくらい分かるよな？　何が悲しくて、ぼくは凡ぼん庸ようで退たい屈くつ極きわまるラノベを書いてます、って自じ己こ申しん告こくしなきゃいけないんだよ」

「君の方こそ勘かん違ちがいしないで。胸を張って王道を書いていいのは、一部の才能ある作家だけよ。才能のない人間が王道を書いたところで、手て垢あかのついた物語に自分の手て垢あかをこすり付けているだけに過ぎないのだから」

「ぐ……」

　咄とつ嗟さに反論できなかったのは、今まで自分が書いてきた小説の設定や世界観が、まさに晴せいの言う通りのものだという自覚があったからだ。《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の設定だって目新しさはないし、三日前まで書いていた異世界転生ファンタジーに至っては、最近のブームに乗っかろうとしただけ。よく言えば王道だが、悪く言えば、晴せいの言葉通り、手て垢あかのついたアイデアの使い回しでしかない。斬ざん新しんなアイデアを次々と思いつけるほど、自分の脳みそがハイスペックじゃないことは自分が一番よく分かっていた。

「晴せいちゃん、それは違ちがうよお」

　言葉に詰つまった藍あい介すけの代わりに、睡すい[image: 蓮]れんが口を開いた。

「違ちがう？　どこがよ？　れん」

「才能があるから書いていい、ないから書いちゃ駄だ目めなんて、そんな悲しい決まりは小説の世界にはないと思うよお。書きたいから書く。それでいいじゃない。ね？」

「その考えは好きではないわ。れんはものを書くことを甘あまく見ている」

　晴せいは睡すい[image: 蓮]れんを睨にらむように見たが、睡すい[image: 蓮]れんはにこやかにその視線を受け流す。

「ふゃ、そうかなあ？　……でねでね、紹しよう介かいの続き。あっちのベランダにいる子が親友のひーちゃん」

　睡すい[image: 蓮]れんが紹しよう介かいするが、きっとその声が聞こえていないのだろう、氷ひ緒お菜なはこちらに背を向けたまま黙もく々もくと作業を続けていた。

「彼かの女じよは何をやっているの？」

「あれはね、フィギュアを塗と装そうしてるんだよお」

「近くで見てもいいかしら？」

「いいよお」

　二人は窓まど際ぎわに行き、窓を開けてベランダの氷ひ緒お菜なに声をかける。

「ひーちゃん、この子、友達の晴せいちゃんだよ」

「ん」

　氷ひ緒お菜なは黙もく々もくと作業を続けたまま短く頷うなずく。今は竜りゆうの首ではなく、胴どう体たいを塗と装そうしていた。

「ふうん、フィギュアってそういう道具を使って塗と装そうするのね。初めて見たわ。そのフィギュア、自分で作ったって本当？　材料は何？　どんな道具を使うの？　完成までどれくらい時間が掛かかるの？　あたしにも塗と装そうさせてもらえる？」

　晴せいが矢や継つぎ早ばやに質問を投げかけるが、相手が悪かった。氷ひ緒お菜なは彼かの女じよの質問に「ん」と答えるだけで、会話は一ミリたりとも弾はずまない。それでも晴せいは飽あきずに質問を繰くり返かえし、そのたびに「ん」にはね返された。

　そして最後に、彼かの女じよはこんな質問をした。

「どうして、ゼロから自分で作ろうと思ったのかしら？」

　理由は分からない。

　でも、きっとその質問だけが氷ひ緒お菜なに届いたのだろう。

　氷ひ緒お菜なは作業の手を止めて晴せいを振ふり仰あおいだ。そして、言う。

「……なかったから。この世に、自分が本当に欲ほしいと思うフィギュアが」

「だから自分で作ったのね？」

「ん」

「そうよね。創作ってそういうものよね」

　氷ひ緒お菜なの返事に満足したらしく、晴せいは唇くちびるを細くして頷うなずいてから睡すい[image: 蓮]れんに目を向けた。

「ここに来てよかったわ、れん。いいものが書けそう」

「そう？　よかったあ。じゃあ、一いつ緒しよに書こうねえ」

　二人が机に戻もどってくる。晴せいが睡すい[image: 蓮]れんの横に座すわり、金きん魚ぎよ柄がらのリュックからノートパソコンを取り出して開く。二人が藍あい介すけの正面に並んだ形だ。

　二人並んでパソコンに向かう様子を、藍あい介すけはさりげなく眺ながめる。睡すい[image: 蓮]れんが破格の美少女であることは言うまでもないが、晴せいもかなりレベルが高い。そんな二人が並んでいる様子は、こうして眺ながめている分にはとても目の保養になる。でも性格がなー。性格がなー！

　三人ともしばらくパソコン作業に没ぼつ頭とうしていたが、不意に、睡すい[image: 蓮]れんが晴せいに声をかけた。

「あ、そうそう、晴せいちゃん。《ベルカチ》読んだよお。すっごく面おも白しろかった」

「当たり前でしょう？　面おも白しろいものを書いたんだから。そもそも面おも白しろくないなら受賞しないわ」

「うわ、すげー自信」

　藍あい介すけは思わず口を挟はさむ。

「何よ、文句でもあるの？」

　晴せいが切れ長の目で藍あい介すけを睨にらむ。

「別にないけど」

「ないなら口を出さないで。君は大人しく凡ぼん庸ような小説でも書いているといいわ」

「何だよその言い方は。ぼくの作品が凡ぼん庸ようかどうかは、読まないと分からないだろ」

「なら、読ませてもらおうじゃないの」

《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を読んでないのかよ。あれ、ぼくが書いたんだぞ。

　そう言いそうになり、藍あい介すけはすんでのところでぐっとこらえた。今それを言ってしまえば、睡すい[image: 蓮]れんが盗とう作さくしたことが明るみに出てしまう。それが出版社に伝われば、二巻の出版どころか、一巻も回収騒さわぎとかになるかもしれない。それは藍あい介すけにとってマイナスでしかない。

「さあ、どうしたの？　君が凡ぼん庸ようじゃないという証拠あかしを早く出しなさい」

　晴せいが挑ちよう発はつ的てきにくいと顎あごを上げる。

「ふゃ……、晴せいちゃんも冬ふゆ野の君も喧けん嘩かしないでよお」

「れんは黙だまっていて」「口出しすんな」

　藍あい介すけと晴せいは同時に睡すい[image: 蓮]れんを睨にらむ。睡すい[image: 蓮]れんが「めえ……」と眉まゆ尻じりを下げる。

　藍あい介すけは昨日睡すい[image: 蓮]れんから返してもらったＵＳＢメモリをパソコンに突つき刺さし、そこに入ったデータを開いた。去年インフェルノ文庫新人賞に応おう募ぼした二作のうち、特に気に入っている方だった。

「ほら、読んでみろよ。てか、ぼくが読ませるんだから、お前も何か読ませろよ」

「ふん、それじゃあ、これでも読むといいわ」

　藍あい介すけと晴せいは互たがいの武器げんこうをディスプレイに表示させパソコンを交こう換かんする。

　晴せいのパソコンに表示されていた原げん稿こうを見て、藍あい介すけは思わず声を上げた。

「これ、《ベルカチ》の二巻の原げん稿こうじゃないのか？」

「そうよ。悪い？」

「いや、悪くないけど……」

　え、これ、読んでいいの？　もしかしてぼく、世界初の二巻の読者になるんじゃないのか？

「ふゃ、二巻の原げん稿こう！　読ませて読ませて！」

　睡すい[image: 蓮]れんは机を回まわり込こんで藍あい介すけの隣となりに座すわると、肩かたを寄せるようにディスプレイを覗のぞき込こんできた。

「いや、近いって。そんなにくっつくなよ」

「いいから、早く読もうよお」

「よくないし」

　藍あい介すけは椅い子すごと横にずれてどうにかパーソナルスペースを確保する。

「じゃあ、読むぞ」

　マウス片手に原げん稿こうを読み始める。

　読者を置き去りにするように、初しよっ端ぱなから状じよう況きよう説明なしでバトルが始まった。そして主人公がピンチになったところに第三勢力、第四勢力が乱入。物語はのっけからカオスのピークに達する。

　藍あい介すけならこんな書き方はしない。読者に世界観や状じよう況きようを説明してから話を進める。それじゃないと読者がついてこられないと思っているから。

　でも……、

（何でこんな滅め茶ちや苦く茶ちやな展開なのに面おも白しろいんだよ……）

　ろくな状じよう況きよう説明もないくせに──、いや、ろくな説明もないからこそ、続きが気になって仕方がない。

　藍あい介すけはいつの間にか、食い入るようにディスプレイに顔を寄せて文章を追っていた。あまりに没ぼつ頭とうしすぎて、同じように身を乗り出した睡すい[image: 蓮]れんの顔が、頰ほおがくっつきそうなほどの距きよ離りにあったことにも気付かなかった。

（やば、面おも白しろすぎる。でも……、でも…………！）

　これだけ面おも白しろい作品の、唯ゆい一いつの欠点に藍あい介すけは歯は嚙がみする。

　そして、とうとう堪たえ切きれなくなって──

「──文章汚きたなくて読みづらいんだよ！」

　思わず声が出てしまった。

　漢字の変へん換かんミスに加え、登場人物の名前が途と中ちゆうで入いれ替かわっていたり、右手を切断された敵が次の段落で、両手で武器を振ふりかぶっていたりというアホ描びよう写しやが大量にあるのだ。それだけならまだしも、そもそも主語述語や接続詞がぐちゃぐちゃで、文章としてアウトな部分がかなり目立った。物語もカオスだが、文章はそれ以上にカオスだった。

「し、仕方ないじゃない。まだ推すい敲こうしていないんだもの」

　晴せいがむっとして言い返してくる。

「いや、それにしても文章下手すぎだろ。よくこれで優ゆう秀しゆう賞しようなんて取れたな。逆にびっくりだ」

「実力と才能があるから取れたのよ」

「ないのは文才だけか」

「なっ……！　そういう君の小説は、あたしと全く真逆じゃないのよ！　文章はしっかりしているみたいだけれど、これ、いつになったら物語が動くの？　第一章がまるまる設定の説明じゃないの。こんなにたらたら説明されても頭に入ってこないわ。こんなの凡ぼん作さく以前に駄だ作さくよ！」

「──いいから黙だまって読めよ。そこから面おも白しろくなるんだから」

「甘あまいことを言わないで。小説は面おも白しろくなかったら途と中ちゆうで本を閉じられても文句を言えないのよ。それをさせないために工く夫ふうするのが書き手の務めじゃない。それをしないで読者に読めと無む理り強じいするなんて、君、何様のつもり？」

「ぐ……」

　藍あい介すけは言葉に詰つまる。性格は悪いくせに、言うことはいちいち正論で返す言葉が思い付かない。

　でも、自分の作品を駄だ作さくと言われたまま引き下がるわけにはいかない。

「む……《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》に負けたくせに」

　藍あい介すけは言う。本当は自分が作者なのに、睡すい[image: 蓮]れんが作者ってことになっているから、自分で言っていて負け犬の遠とお吠ぼえっぽいなと思った。

「負けていないわ！」

「負けてるだろ。《白雪姫スノウホワイト》は大賞で、お前の《ベルカチ》は優ゆう秀しゆう賞しようなんだから」

「ふふん、お馬ば鹿かさんね。そんな賞であたしたちの作品の優ゆう劣れつを測れると思っているの？」

「普ふ通つうに測れるだろ」

「無理よ。あたしたちの作品の優ゆう劣れつを決められるのは、あたしとれんだけよ」

　晴せいはそう言い放って立ち上がると、机に膝ひざをついてぐっと身を乗り出し、睡すい[image: 蓮]れんの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「──ふゃっ！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいた睡すい[image: 蓮]れんが変な声を出す。

「れん、あたしの作品と君の作品、どっちが面おも白しろい？　どっちが優すぐれている？　さあ、正直に答えなさい！」

　晴せいが睡すい[image: 蓮]れんをがくがくと揺ゆさぶりながら詰きつ問もんする。

「ふゃぁ～、視界がぐにゃぐにゃするよお……」

「いいから早く答えなさい！」

「わ、わたしはね……」

　がくがくと揺ゆさぶられながら、睡すい[image: 蓮]れんが一いつ瞬しゆんだけ藍あい介すけに目を向けた。

「どっちも同じくらい面おも白しろいと思うよお……」

「同じくらい？　それって引き分けってこと？　……ふん、煮にえ切きらないけれど、まあ、いいわ。許してあげる」

　晴せいが睡すい[image: 蓮]れんから手を離はなし椅い子すに座すわり直なおす。

「うう……、まだ揺ゆれてる気がするよお……」

「そういうお前はどうなんだよ、佐さ渡どヶが島しまさん。どっちの作品が面おも白しろいと思ってるんだ？」

「そんなの、分かるわけないじゃない」

「は？　他人ひとに煮にえ切きらないとか言っといて、その答えの方がよっぽど煮にえ切きらないだろ」

「仕方ないでしょう。だって、まだ《白雪姫スノウホワイト》を読んでいないんだもの」

「は？　……鮎あゆ原はら、こいつに一冊送ったんじゃなかったのか？」

「うん、送ったよお」

「受け取ったけど、読んでいないのよ。《ベルカチ》の二巻を書いていたから読む時間がなかったの」

「……あっそ」

「ともかく、君の実力は分かったから、もう読む必要はないわ。そっちも返してちょうだい」

　晴せいは藍あい介すけのパソコンと自分のパソコンを入いれ替かえる。

「あ、おい、まだ全然読み終わってないんだけど」

「続きは出版されてから読みなさい。……そうね、せめてもの情けで、出版されたら一冊恵めぐんであげるわ。住所を教えなさい」

　晴せいはこちらの鼻先にびしりと人差し指を突つき付つけ、ぴしゃりと言った。

「うわー、すげー上から目線。まあ、もらえるならもらうけどさ。ええと、住所は……」

「馬ば鹿かなの？　口で言われても覚えられるわけないじゃない。ＬＡＮＥで送りなさいよ、ＬＡＮＥで」

　そう言って、晴せいが着物の袖そでからスマホを取り出す。

「……はいはい」

　藍あい介すけは溜ため息いき混まじりにスマホを取り出し、晴せいとＬＡＮＥの連れん絡らく先さきを交こう換かんしてから、自分の住所を送った。

　それからまた執しつ筆ぴつタイムに入った。

　午後六時過ぎに氷ひ緒お菜なが「今日の作業は終わった」と帰ってしまい、それから三十分後には晴せいも「書き終わったわ。帰る」と言って部室から姿を消した。二人とも結構自由な人たちだなあって思いました。

　二人が帰ってしまい、微び妙みように気が抜ぬけてしまった。藍あい介すけはキーボードを打つ手を止める。

「なあ、鮎あゆ原はら。佐さ渡どヶが島しまさんって、いつもあんな感じなのか？」

「そうだよお。面おも白しろい子だよねえ」

「面おも白しろい……のか？」

　集中力が切れたので、今日の執しつ筆ぴつはこれで切り上げることにした。パソコンの電源を落とす前に、第一章から今日書き終わった第二章の途と中ちゆうまでにざっと目を通す。

　第一章で丁てい寧ねいに世界観を説明して、第二章でぐっと面おも白しろくする。そのつもりで書いたはずなのに、改めて読み返してみると、思った以上に第一章のテンポが悪くて、書いた自分でも物語にすんなり入はいり込こめなかった。

（第一章は、世界観とか設定の説明がメインだから、まだ何とも言えないよお）

（これ、いつになったら物語が動くの？　第一章がまるまる設定の説明じゃないの。こんなにたらたら説明されても頭に入ってこないわ。こんなの凡ぼん作さく以前に駄だ作さくよ！）

　睡すい[image: 蓮]れんと晴せいの言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

（もしかして、この書き方はよくない……のか？）

　一いつ瞬しゆんそう弱気になりかけて、藍あい介すけは慌あわてて首を振ふる。

　大だい丈じよう夫ぶ。この書き方で間ま違ちがってない。

　だって、ぼくはこの書き方で《バレットマジック・ショウダウン》を書いて、それが大賞を受賞したんだから！







[image: 第四章　ひつじ、腹立てる]





◆






　それからの一週間は、波風もなく穏おだやかに過ぎていった。

　睡すい[image: 蓮]れんに渡わたしたプロットと本編の一部は、睡すい[image: 蓮]れんが担当編集者にメールで送って読んでもらい、引き続きこの感じで書いてくれ、との返事をもらっていた。

　それを聞いた藍あい介すけは、気合いを入れ直して続きの執しつ筆ぴつに当たった。

　部活の方は、大体、放課後から午後七時まで活動して、その日に書いた分を睡すい[image: 蓮]れんに渡わたして解散する、という流れが出来上がっていた。

　部活動中、睡すい[image: 蓮]れんは自分のノートパソコンに向かいキーボードを叩たたいていた。何をしているのかは分からなかったし、興味もなかったので聞かなかった。睡すい[image: 蓮]れんはキーボードを叩たたいている間、いつも小さな声でぶつぶつと独り言を呟つぶやいていた。相変わらず睡すい[image: 蓮]れんには似つかわしくない男言葉だ。やっぱり、藍あい介すけが渡わたした原げん稿こうを音読しているのだろう。最初のうちは気になったけれど、こっちが執しつ筆ぴつに集中すれば聞こえなくなるくらいの声だったので、一週間もすれば全然気にならなくなった。

　氷ひ緒お菜なの方は、部活に来る日と来ない日があった。内心ではあの竜りゆうの完成を楽しみにしていたので、毎日来いよー、と思ったけど、まあ、来るかどうかは氷ひ緒お菜なの自由なので仕方がない。でも、灰色一色だった竜りゆうが、禍まが々まがしく光る赤い両目を得て、凶きよう悪あくなまでに黒く輝かがやく鋭するどい鱗うろこに全身が包まれてゆくのを見るのは本当に楽しかった。最初はフィギュア文芸部を馬ば鹿かにしていたけど、これはこれでありなんじゃないかって思えてきた。

　そして、藍あい介すけについて言えば、この一週間で、全八章予定のうち、五章分までを書き上げることができた。うん、順調だ。この分だと来週には完成させることができるだろう。自分なりに面おも白しろいものが書けている手応えを感じる。これを読めば、晴せいだって絶対面おも白しろいって言うに決まっている。

　……そう言えば、晴せいはもう《白雪姫スノウホワイト》を読んだのだろうか。

　晴せいが《ベルカチ》と《白雪姫スノウホワイト》のどちらを面おも白しろいと言うのか。

　そこは少し……いや、かなり気になった。




　そうやってあっという間に過ぎた一週間のしわ寄せみたいに、次の週は月曜日から色々と盛り上がった。──もちろん、悪い意味で。

　その日の昼休み、購こう買ばいでサンドイッチを買って教室に戻もどろうとしたときだった。

「おい、お前」

　廊ろう下かの人気のない辺りを歩いていると、背後からそう声をかけられた。全然聞き覚えのない声だったので、最初、自分に声をかけられているとは思わなくて、藍あい介すけは足を止めなかった。

　そうしたら、背後から足音が駆かけ寄よってきて、肩かたを摑つかまれ強制的に回れ右をさせられた。目の前には見覚えのない男子生徒三人組の姿が。てか、この人たち乱暴なんですけど。普ふ通つう他人の肩かた摑つかみますか？

「何か用？」

　相手の乱暴さに、藍あい介すけはむっとして聞く。

「……お前さあ、最近調子こいてんじゃねえの？」

「はあ？」

「はあ、じゃねえよ！　知ってんだぞ。お前、璃り々り絵えちゃんを誘さそって部活作ったんだって？」

「……意味分からないんだけど」

「とぼけんじゃねえよ。何なの、お前？　そうまでして璃り々り絵えちゃんに取り入りたいのか？　そんなやり方して恥はずかしくねえのかよ。キモいんだよ、お前」

　その男子生徒は、敵意と悪意を丹たん念ねんにこねくり回して形作ったような、大おお袈げ裟さなほどの険しい顔で藍あい介すけを睨にらむ。

　なるほど……。と藍あい介すけは瞬しゆん時じに状じよう況きようを理解した。

　察するに、この馬ば鹿か三人衆は元天才子役様の大ファンなのだが、全然本人にお近付きになれないから、その腹いせに、最近大おお神かみ璃り々り絵えに「取り入っている」藍あい介すけにいちゃもんを付けてきたのだろう。

「部活を作ったのはぼくじゃなくて鮎あゆ原はらだよ。ぼくは誘さそわれただけだ」

「噓うそこいてんじゃねえよ。璃り々り絵えちゃんがお前みたいなクズを誘さそうかよ！」

「そう言われても、事実は事実だし。噓うそだと思うなら鮎あゆ原はら本人に確かく認にんしろよ」

「あ？　お前、何生意気に口答えしてんだよ」

　そう言って、そいつは藍あい介すけの胸むな倉ぐらを乱暴に摑つかんだ。さすがにこれにはカチンときた。藍あい介すけは後先考えずに言い返す。

「……ぼくがクズなら、お前なんて態度はでかいくせに鮎あゆ原はらに声もかけられないチキン野や郎ろうだろ。安心しろ、お前のこと、ちゃんと鮎あゆ原はらに伝えといてやるよ。『校内にキモいストーカーがいるから気を付けろ』ってな」

「──の野や郎ろうっ！」

　藍あい介すけが言い終わるか終わらないうちに、こめかみに血管を浮うき出ださせたそいつが、藍あい介すけのみぞおちに思い切り拳こぶしを叩たたき込こんできた。

「──！」

　息が詰つまり、藍あい介すけは腹を抱かかえて膝ひざから崩くずれ落おちる。いきなり暴力かよまじ痛いんですけど！　沸ふつ点てん低い奴やつばっかりだな、ぼくの周りは……。すぐに立ち上がろうとしたが、胸に蹴けりを喰くらって藍あい介すけは尻しり餅もちをついた。

「おい、これ以上痛い思いをしたくなかったら、今すぐ部活やめて、二度と璃り々り絵えちゃんに近付くなよ。分かったか！」

　そいつは藍あい介すけを見下ろしながらそう言った。

「お……、お前こそ鮎あゆ原はらに伝えとけ。迷めい惑わくだからもうぼくに話しかけるなって。……あ、悪い。お前、鮎あゆ原はらに声かける度胸ないんだよな。つか、お前の存在って、絶対鮎あゆ原はらに認にん識しきされてないよな。この空気キャラが」

　肺に残った空気を絞しぼり出だして嫌いや味みを言いながら、藍あい介すけはそいつを睨にらみ返かえす。

「く、空気キャラだとっ──！　舐なめんなコラっ！」

　きっと今の嫌いや味みがそいつの深しん淵えんに触ふれたのだろう。そいつはヒステリックな声でそう喚わめくと、藍あい介すけの胸にもう一度蹴けりを入れてきた。やばい。めちゃめちゃ痛い。藍あい介すけは仰あお向むけに倒たおれ、胸を押おさえて盛せい大だいに咳せき込こんだ。

「痛い目見なきゃ分からねえみたいだな。お前、覚かく悟ごしろよ」

　そう言って、そいつは藍あい介すけを踏ふみつけるべく右足を高く上げた。

　次の瞬しゆん間かん──

　ぐしゃり、という音とともに、そいつは体をくの字に折って吹ふっ飛とび、廊ろう下かにぶっ倒たおれた。

「……よお、藍あい介すけ。取とり込こみ中ちゆう悪いが、数学の教科書貸してくれねえ？」

　渾こん身しんの蹴けりを放った右足を下ろしながら、友人の本ほん条じよう清きよ杜とが藍あい介すけに笑え顔がおを向ける。

　突とつ然ぜんの乱入者に、残る二人の男子生徒が動どう揺ようしつつも身構えたが、清きよ杜とはそんな二人を無視して藍あい介すけの手を取り引き起こした。

「……お前、タイミング良すぎだろ。数学の教科書だけじゃなくて英語の教科書も貸すよ。何なら現国の教科書もつける」

「いらねえよ。忘れたのは数学だけだ」

　藍あい介すけの言葉に清きよ杜とは歯を見せて笑う。

　きっと藍あい介すけが殴なぐられて蹴けられた三発分の威い力りよくを足しても、清きよ杜との蹴けりの一いち撃げきには遠く及およばないのだろう。蹴けり倒たおされた男子生徒は、脇わき腹ばらを押おさえ目を剝むいて悶もん絶ぜつしていた。ついさっきまでそいつに怒いかりを覚えていたのに、今は逆にそいつが可哀かわい想そうでならなかった。それほど苦しそうにそいつはのたうち回っていた。

　一分くらい経たってから、そいつはようやくふらふら立ち上がって清きよ杜とを睨にらんだ。その瞬しゆん間かん、清きよ杜との顔から笑えみが消えて、彼かれは眉み間けんにしわを刻みそいつを睨にらみ返かえした。金きん髪ぱつで長身の清きよ杜とがそんな顔をすると迫はく力りよくが半はん端ぱじゃない。まるで殺し屋だ。直接睨にらまれているわけじゃない藍あい介すけですら軽い寒気を覚えた。

　その迫はく力りよくに負けたのか、そいつが泣きそうな顔で逃にげ出だした。残り二人もそいつの後を追うように退散する。

「……悪い。助かった」

「別に。教科書借りにきただけだ」

「噓うそ吐つけ。本当はどうなんだよ」

　藍あい介すけの言葉に、清きよ杜とはうんざりしたような表情を作り、わざとらしく溜ため息いきを吐ついた。

「…………お前、知ってっか？　最近、うちの学校に鮎あゆ原はらの……つーか、大おお神かみ璃り々り絵えのファンクラブができたんだぞ。つっても本人非ひ公こう認にんだけどな」

「は？　ファンクラブ？　何それ。漫まん画がじゃあるまいし」

「あいつ自身漫まん画がみてえな存在なんだから、あってもおかしくねえだろ」

「そういうもんか？　あ、もしかして今の三人は……？」

「おう、ファンクラブの会員だ。お前を殴なぐった奴やつ、俺おれのクラスメイトなんだけど、あいつがファンクラブの副会長な。最近、お前が鮎あゆ原はらと部活を作って仲良くしてるのが気に食わないって、会員から苦情が殺さつ到とうしてたみてえで、あいつ、『俺おれがどうにかする』って息巻いてたんだ。で、さっき昼飯買いに購こう買ばい行ったら、あいつらがお前の後をつけてるのを見み掛かけてな」

　なるほど、だからタイミングよく駆かけつけてくれたのか。ていうか殴なぐられる前に助けてくれよ。

「俺おれのクラスメイトが迷めい惑わくかけたな。あいつにはきっちり分からせておくから」

　そう言った清きよ杜との目が冷たく光る。多分言葉以外の手段で分からせるつもりだ。

「いや、暴力はなしの方向で」

「んだよ、つまんねえな。……つーか、お前、何で鮎あゆ原はらと部活なんて作ったんだ？　鮎あゆ原はらのこと嫌きらいなんじゃねえのかよ？」

「き──」

　嫌きらいだよ。

　そう答えようとしたとき、喉のどに何かが引ひっ掛かかって、声が出せなくなった。

　それは、睡すい[image: 蓮]れんが自分の作品を好きだって言ってくれたときの胸の熱さ。

　それは、睡すい[image: 蓮]れんと手を繫つないだときの記き憶おく。

　それは、睡すい[image: 蓮]れんの唇くちびるが額に触ふれた瞬しゆん間かんの戸と惑まどい。

　それは、睡すい[image: 蓮]れんのふにゃりと頰ほおを緩ゆるめる無防備な笑え顔がお。

（あ……）

　胸が、痛い。

　ぎゅっと締しめ付つけられる。

　なぜか、睡すい[image: 蓮]れんの笑え顔がおが見たくなった。

　なぜか、睡すい[image: 蓮]れんの声が聞きたくなった。

　嫌きらいなのに、嫌きらいだったのに。

　……なぜだろう？

　分からない。

　あまりに藍あい介すけが呆ほうけていたからだろう。清きよ杜とが怪け訝げんそうな顔をした。

「んだよ、急に黙だまり込こんで。お前のことだから、嫌きらいって即そく答とうすると思ったんだけどな」

「あ、いや、まあ……」

　藍あい介すけは曖あい昧まいな返事と中ちゆう途と半はん端ぱな苦く笑しようでお茶を濁にごす。

「ええと、それより、数学の教科書だっけ？　貸すから、とりあえず教室に戻もどろう」

　藍あい介すけは清きよ杜とに背を向けて歩き出す。早足になったのは、少しでも早く教室に戻もどって睡すい[image: 蓮]れんの姿を見たい、と思った自分がこの世界のどこかにいたからかもしれない。





◆






「あいつの方が遅おそいし……」

　放課後、伊い羽ば根ね市伊い羽ば根ね駅の駅前広場。三本の銀色の柱が絡からみ合あいながら天に向かうオブジェを見上げながら、藍あい介すけはそう呟つぶやいた。厚ぼったいグレイの雲は重く垂れこめて、雨が降る直前のじっとりとした熱気が肌はだにいやらしくまとわりつく。藍あい介すけは襟えり元もとに指を引ひっ掛かけてぼふぼふと煽あおり、ワイシャツの中に風を送おくり込こんだ。

　待ち合わせスポットとして有名なこのオブジェの周りには大勢の人がいたけれど、オブジェを眺ながめているのは藍あい介すけくらいだった。銀柱に歪ゆがんで凝ぎよう縮しゆくされた景色の中には、歪ゆがんだ藍あい介すけが映っていて、歪ゆがんだ目で歪ゆがんでいない藍あい介すけを見つめている。

　そこへ……

「思ったより早かったわね。感心よ。そんなにあたしに会いたかったのかしら？　いじらしいこと」

　と挑ちよう発はつ的てきな声。

　振ふり返かえると、紫むらさき色いろの小こ袖そでに袴はかまという、良く言えばレトロモダン、悪く言えば時じ代だい錯さく誤ごの制服に身を包んだ少女が、清流のようにさやさや流れる黒くろ髪かみを揺ゆらしながら近づいてきた。

「……嫌いやなことは早く済ませたい主義なんだよ」

　藍あい介すけは皮肉を込こめた口調で言い返す。

　藍あい介すけのスマホに晴せいからメッセージが届いたのは、放課後になってすぐのことだった。

〈話があるの。今から会ってちょうだい〉

　簡潔すぎて逆に意味不明なメッセージだった。藍あい介すけは帰る準備を中断してすぐに返信する。

〈何だよ急に。これから部活なんだけど〉

〈あたしを優先してもらうわ。異論は認めない〉

〈うわ、人工衛星並みの上から目線。話って何だよ？〉

〈《白雪姫スノウホワイト》、読んだわ。そのことよ。詳くわしくは会って話すから、今すぐ伊い羽ば根ね駅のオブジェ前に来てちょうだい〉

　メッセージを読みながら藍あい介すけは思い出した。先週、晴せいと微び妙みように口論になったとき、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》と《ベルカチ》のどっちが面おも白しろいか、という話が出たことを……。

　晴せいが《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を読み終わったのであれば、きっとその結論が出たということだろう。

「冬ふゆ野の君、部活行こうよお」

　不意にすぐそばで声。いつの間にか藍あい介すけの横に立っていた睡すい[image: 蓮]れんが、いつものようにふにゃりとした笑えみを浮うかべていた。

「あ、ええと……」

　執筆活動ぶかつと晴せいとの約束（？）を脳のう内ない天てん秤びんにかけた結果、後者に天てん秤びんが傾かたむく。藍あい介すけはリュックを手に立ち上がる。

「……悪い、急用ができたから、今日は部活休むわ」

「ふゃ……、急用なら仕方ないねえ……」

　睡すい[image: 蓮]れんは残念そうに俯うつむく。

　とまあ、そんな理由で部活をサボって、藍あい介すけは晴せいに会いにわざわざ伊い羽ば根ね駅前まで出てきたのだった。

「で、話ってなんだよ」

「どこか涼すずしいところで話しましょう。このままでは暑くて溶とけてしまうわ」

「もう溶とけてるんじゃないのか？　主に脳みそとか」

「そういう君の脳みそは、この暑さでもうすっかり干ひからびているみたいね。ご愁しゆう傷しよう様さま」

　藍あい介すけの皮肉を涼すずしげな顔で反射して、晴せいはさっさと歩き始める。その人格ごと溶とけてしまえばいいのに。

　駅前にある、クーラーの効いたファーストフード店に入る。藍あい介すけはコーラとフライドポテトを、晴せいはアイスグリーンティーを注文して奥おくのテーブルに着いた。広い店内は適度に混み合っていて、晴せいと同じ和わ燎りよう館かん学園の和服姿の子の姿もあった。ジャンクフードと和服の組み合わせは微び妙みようだけど新しん鮮せんだった。

「で、話ってなんだよ」

　藍あい介すけは本日二度目の台詞せりふを繰くり返かえす。

　晴せいは藍あい介すけのフライドポテトを勝手につまみ、口に運び、ゆっくりと咀そ嚼しやくし、音を立てずに飲のみ込こんでから、こう切り出した。

「《白雪姫スノウホワイト》、読んだわよ」

　あらかじめＬＡＮＥのメッセージで知っていたものの、改めて晴せいの口からそれを聞き、藍あい介すけは少しだけ緊きん張ちようした。自分の作品を読んだ人間と話すのは何だか不思議な気分だ。

「どうだった？　お前の《ベルカチ》と比べて」

「……悔くやしいけれど、面おも白しろかったわ」

　言葉とは裏腹に、晴せいは悔くやしいというより、むしろさっぱりした表情をしていた。

「設定はシンプルで王道だけれど既き視し感かんを感じさせなかったわ。人の死と復ふく讐しゆうっていう重くて暗いテーマを、個性のあるキャラクターとテンポのいいストーリーでカバーして、読者に必要以上に『話の重み』を押おし付つけないところも、とても工く夫ふうしていると思ったわ。ラストシーンは好みが分かれると思うけれど、あたしは好きよ、ああいうの。……この前、あたしは『王道は才能のある作家にのみ許される』と言ったけれど、まさにそれよ。あの作品は、王道を書くことを許される才能に満ちあふれていたわ」

　晴せいはもう一度フライドポテトをつまみ、アイスグリーンティーで唇くちびるを潤うるおす。勝手に食うなよ。

「……この一週間で、《白雪姫スノウホワイト》を二十回も読み返したわ」

「は？　まじで？　そんなに？」

「読めば読むほど、伏ふく線せんの張り方や話の構成が本当に練られているのが分かった。正直、あたしはあそこまで頭を使って書けないわ。はっきり言って、あたしの《ベルカチ》の負け。ストーリーの勢い以外、《白雪姫スノウホワイト》に勝つ要素が見当たらないわ。あたしが大賞を取れなかったのも納なつ得とくよ。そして、負けても腹が立たないくらいに、あの作品の完成度は高かったわ」

　それは敗北宣言に他ならなかった。

《ベルカチ》の佐さ渡どヶが島しま晴せいが、《白雪姫スノウホワイト》の甘あま井いひつじ──つまり、《バレットマジック・ショウダウン》の冬ふゆ野の藍あい介すけに負けを認めたのだ。

　藍あい介すけは心の中で握にぎりこぶしを天高く突つき上あげた。先週、藍あい介すけの小説を第一章しか読まずに駄だ作さくと嘲あざ笑わらった晴せいを、《バレットマジック・ショウダウン》が返かえり討うちにしたのだ。

　やった。やっぱりぼくの作品の方向性は間ま違ちがってなかったんだ。

　ぼくはライトノベル作家として「いい作品」を書くことができているんだ。

「けれど──」

　不意に、晴せいの声こわ色いろがワントーン落ちた。その声には、決して知られちゃいけない誰だれかの秘密を告発するような、仄ほの暗ぐらい色が含ふくまれていた。

「けれど……？」

　その声こわ色いろにつられるように、藍あい介すけも思わず声を落とした。

「《白雪姫スノウホワイト》を読よみ込こむうちに気付いたのよ。インフェルノ文庫新人賞の選考委員も、日本中の《白雪姫スノウホワイト》の読者も、きっと誰だれ一人ひとり気付いていないだろう事実に……。このあたしだから──甘あま井いひつじへの負けを素す直なおに認めて、あの作品から小説の書き方を吸収しようとしたこのあたしだからこそ、それに気付いたのよ」

　藍あい介すけに向けられた晴せいの視線がぐっと強くなる。まるで、睨にらむかのような、挑いどむかのような視線。

「気付いたって、何に……？」

「──あれを書いたのは、れんじゃないわよね？」

「──！」

　背筋が、凍こおった。

　咄とつ嗟さに否定しようとして、でも、動どう揺ようして口を聞くことができなくて、藍あい介すけは晴せいの突つき刺さすような視線から逃にげるように目を逸そらした。額に氷のような汗あせが一筋流れる。

「《白雪姫スノウホワイト》の文章には二人の人物の文体が混じっていたわ。文章の大半を占しめるＡという人物の文体。そして、Ａの文体に偽ぎ装そうしながらも、時折Ａの文章をねじ伏ふせるような凄すさまじいフレーズを入れてくるＢという人物の文体。……Ｂの文体の偽ぎ装そうが巧こう妙みよう過すぎて初めは全然気付かなかったけれど、読めば読むほど、ＡとＢの文体の差は浮うき彫ぼりになったわ」

　晴せいはこちらの反応を確かめるように、そこでわざとらしく言葉を切った。

　藍あい介すけは何も反応しなかった。というか、できなかった。自分の心臓がどくどくとやけにうるさくて、まるで耳元で鳴っているみたいだった。いつの間にかテーブルの上に置いた手が緊きん張ちようと動どう揺ように震ふるえていたけれど、それを自覚する余よ裕ゆうすらなかった。

「けれどね、不思議なのよ。二人の文体が混ざっているというのに、文章を読むと、二人で一いつ緒しよに書いているという風でもないの。あれは、そうね……、どちらかと言うと、片方が勝手に文章を書き直した。そんな感じかしら？　それって、普ふ通つうだったらあり得ないことよね？　どうやったらそんな状じよう況きようが生まれるのかしら？」

　その言葉に、藍あい介すけは心からの恐きよう怖ふを覚えた。

　晴せいは盗とう作さくを疑っているのだ。

（文体からそこまで推理するなんてどんな冗じよう談だんだよ。普ふ通つうあり得ないだろ！）

　そう否定したくても、現に晴せいはそれに気付いているのではないか。

　そこでようやく、藍あい介すけは自分の勘かん違ちがいに気付いた。

　普ふ通つうに考えれば、《白雪姫スノウホワイト》の話をするために、晴せいが藍あい介すけを呼びつけるなんてあり得ないのだ。だって、《白雪姫スノウホワイト》の作者は甘あま井いひつじ──睡すい[image: 蓮]れんであって、藍あい介すけはあの作品とは無関係ということになっているのだから。

　じゃあ、どうして晴せいは藍あい介すけを呼びつけてこんな話をしているのか。

　答えは一つ。

　藍あい介すけは、緊きん張ちようにごくりと喉のどを鳴らした。

「さっき、《白雪姫スノウホワイト》を書いたのはれんじゃない、って言ったけれど、正しくはメインで書いたのはれんじゃないっていう意味よ。あたしは、Ｂの文体の人物がれんだと思っているわ。そして、あたしはこの前、Ａの文体にそっくりな文章を読んだわ。場所は、そう……、統星すまる高校の技術室──」

　駄だ目めだ。もう駄だ目めだ。これ以上は耐たえられない。晴せいの視線に。晴せいの言葉に。盗とう作さくがばれたっていう恐きよう怖ふに。

「──ふざけんなよ！」

　藍あい介すけは晴せいの言葉を遮さえぎるように声を上げた。

「あれは鮎あゆ原はらが一人で書いた作品に決まってるだろ！　自分の作品より面おも白しろいからって、変ないちゃもんつけるんじゃねえよ。それとも、あれが二人で書いたっていう証しよう拠こでもあるのかよ！」

「そんなものはないわ」

「──馬ば鹿からしい。証しよう拠こもないのに人を疑ってんじゃねえよ。てか、そんなことを言うためにぼくを呼び出したのか？　下らない。ぼくはもう帰るからな」

　藍あい介すけはそう言い放って立ち上がると、早足で、逃にげるようにファーストフード店を出た。

　駅に向かう間中ずっと、藍あい介すけは自分の背中に、晴せいの視線が氷の矢のように突つき刺ささっているような錯さつ覚かくに苛さいなまれていた。外はこんなにじめじめと暑いのに、汗あせをかくどころか、藍あい介すけは鋭するどい寒気に身を震ふるわせていた。

　その刺さすような冷たさの正体が、晴せいの視線などではなく、盗とう作さくを隠かくしていることへの罪悪感や、盗とう作さくがばれたことへの恐きよう怖ふだということに、気付きもしなかった。
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　晴せいから逃にげ出だして家に帰っても、体の冷えは治まらなかった。風ふ呂ろに入ってから、この蒸むし暑あつい中、藍あい介すけは熱ねつ病びよう患かん者じやみたいにがたがた震ふるえながら、頭から布ふ団とんをかぶって体を丸めて眠ねむりについた。

　眠ねむりは浅くて、不快で、不規則で、不ふ透とう明めいだった。

（あたしはこの前、Ａの文体にそっくりな文章を読んだわ）

　浅い眠ねむりの海に晴せいの声が響ひびく。どこから聞こえてくるのか分からない。まるで水分子一つ一つが声になったみたいに、晴せいの声は眠ねむりの海に沈しずむ藍あい介すけにまとわりついた。

　藍あい介すけは声にならない声を上げて跳はね起おきた。パジャマ代わりのＴシャツとハーフパンツが、汗あせでぐっしょりと肌はだにへばりついて熱いくらいだったけれど、体の芯しんはどこまでも冷えていて、藍あい介すけは大きく身み震ぶるいをした。

　最悪だ。最悪だ最悪だ最悪だ最悪だもう駄だ目めだもうばれた。

　藍あい介すけはそう頭を抱かかえる。

　でも、次の瞬しゆん間かんには、

　いや、大だい丈じよう夫ぶ。まだ大だい丈じよう夫ぶ。晴せいはああ言ったけれど、本当に盗作を確信しているなら、普通あんな遠回しな言い方はしない。あれは、鎌かまをかけただけだ。

　藍あい介すけはそう自分に言い聞かせていた。

　そうやって自分を落ち着かせて眠ねむりについては、また盗とう作さくを責める晴せいの声に目を覚ます。

　その繰くり返かえしだった。

　夜を乗のり越こえた頃ころには、藍あい介すけは体力のほとんどを使い切っていた。




　翌朝、藍あい介すけは目の下にどす黒い隈くまをはりつけて登校した。教室に入って席に着くとき、例によって睡すい[image: 蓮]れんが声をかけてくる。

「おはよ～、冬ふゆ野の君。……ふゃ、どうしたの？　すごく疲つかれてる顔してるよお。大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ……、いや、大だい丈じよう夫ぶ。小説の続き考えてて、うっかり夜よ更ふかししただけだから」

　生なま乾がわきのミイラみたいな声でそう答えてから、藍あい介すけはふと気になり睡すい[image: 蓮]れんに聞いた。

「あのさ、最近、佐さ渡どヶが島しまさんから連れん絡らくがきたりしたか？」

「晴せいちゃんから？　う～んと、一週間くらいは全然やりとりしてないかなあ。どうして？」

「いや、別に……」

　どうやら晴せいは盗とう作さくに気付いたことを睡すい[image: 蓮]れんには話していないらしい。その理由は何となく想像がついた。きっと、元天才子役で演技派の睡すい[image: 蓮]れんに鎌かまをかけても、絶対にぼろを出さないと考えたのだろう。だから、ぼろを出す可能性の高い藍あい介すけから切きり崩くずそうとしてきた。

　もしそうなら、藍あい介すけが尻尾しつぽを出さなければ晴せいが盗とう作さくを確信することはないはずだ。

　もし晴せいから連れん絡らくがきても無視しよう。藍あい介すけはそう決意する。

　せっかく二巻を書いているのに、盗とう作さくがばれて出版中止とかになって堪たまるか！




　放課後、藍あい介すけは勉強道具をリュックに詰つめ込こんで立ち上がった。

「ねえ、今日は部活、出るの？」

　まだもたもたと教科書を鞄かばんに入れていた睡すい[image: 蓮]れんが、藍あい介すけを見上げてそう聞いてくる。

「そのつもりだけど、何で？」

「ちょっぴり顔色が悪いから、大だい丈じよう夫ぶかなあって思って……」

「気のせいじゃないのか？　ほら、行くぞ」

　藍あい介すけは無ぶ愛あい想そに言うと、睡すい[image: 蓮]れんを待たずさっさと教室を出た。

　技術室で、藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんはいつもの席に座すわってノートパソコンを開いた。遅おくれて、氷ひ緒お菜なが技術室に現れる。黒くて禍まが々まがしい竜りゆうの完成は間近に迫せまっていた。

　二巻の原げん稿こうは第五章までが既すでに書き上がっていたから、今日は第六章から書き始めることになる。

　書いている間、睡すい[image: 蓮]れんがもの言いたげな目で、ちらちらとこちらの様子を窺うかがってくるのが少し引ひっ掛かかった。でも、それも執しつ筆ぴつに集中したら全然気にならなくなる──はずだった。

　けれど、今日に限って全然執しつ筆ぴつに集中できなかった。小説の世界に没ぼつ頭とうしようとしても、晴せいの言葉が耳の裏側でささやくように反はん響きようしていて、それをさせてくれなかった。そのせいで藍あい介すけは空腹の狼おおかみみたいにナーバスになっていて、いらいらしながら乱暴にキーを叩たたいては、書いた文章が気に入らなくて消す、ということを繰くり返かえしていた。

　ほどなくして、キーボードを打つ手が完全に止まってしまった。

「ねえねえ、冬ふゆ野の君冬ふゆ野の君……。ちょっといい？」

　そのタイミングを見計らったように、睡すい[image: 蓮]れんが遠えん慮りよがちに、でも、はっきりとした口調で声をかけてきた。

「……何だよ」

　藍あい介すけはディスプレイから顔を上げ、不ふ機き嫌げんな声で返事をする。

「今書いてる二巻の内容なんだけど……、シュウ君はいつ出てくるの？」

「シュウ？」

　誰だれそれ？　と言いかけて、はたと思い出す。

　一巻に出てきた主人公の親友の名前だ。シュウは一巻の中ちゆう盤ばんまで主人公とコンビを組んで活かつ躍やくしていたけれど、主人公のもう一人の親友が主人公を裏切った際、裏切りのショックで呆ぼう然ぜんとする主人公を庇かばって殺されていた。

「いや、シュウは出てこないだろ。一巻で死んだし」

「ふゃ？　死んでないよお。生きてるよお。元気にしてるよお」

「は？　生きてる？　何で？」

　藍あい介すけが怪け訝げんそうにそう言った瞬しゆん間かん、睡すい[image: 蓮]れんの顔が軋きしむように強こわ張ばった。にこにこしていたかと思えば拗すねて、困って、喜んで……、猫ねこの目のようにくるくると表情を変える睡すい[image: 蓮]れんだったが、彼かの女じよがそんな表情を見せたのは初めてのことだった。

「……ね、冬ふゆ野の君。一巻の中ちゆう盤ばんで、主人公とヒロインが模も擬ぎ戦せんをするシーンがあったよね？　あのとき、二人の戦いがどうして中断しちゃったか、覚えてる？」

　感情を押おし殺ころすような声で、睡すい[image: 蓮]れんが尋たずねる。

「ヒロインが魔ま導どうユニオン横よこ浜はま支部から呼び出しを受けたからだろ？」

「…………最後のシーンで、主人公とヒロインの間には何があったっけ？」

「主人公がヒロインの弟を殺した。日本を救うにはそれしかなかったから」

「そう……」

　睡すい[image: 蓮]れんの淡あわい色の瞳ひとみに怒いかりの感情が生まれ、彼かの女じよを取り巻くふわふわの空気が、この瞬しゆん間かん、痛いくらいに張はり詰つめた。

　嵐あらしの予兆のような緊きん張ちよう感かんに、藍あい介すけは思わず身構えた。

「お──おい、どうしたんだよ、急に？」

「冬ふゆ野の君が書いた二巻の原げん稿こうね──、読んでて、あれっ、ここ一巻の内容と矛む盾じゆんしてるよお、っていうところがちょこちょこあったんだよ？　最初はうっかりしただけだと思ったんだけど、やっぱり、そういうことだったんだね？　──冬ふゆ野の君、あなた、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を読んでないんでしょ？」

　普ふ段だんよりもずっと早口で、まるで責めるように睡すい[image: 蓮]れんは言った。

「いや、確かに読んでないけど、あれを書いたのはぼくなんだし、内容はもう把は握あくしてる」

　藍あい介すけは言い返す。《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》は、発売日に最初の方を読んで床ゆかに叩たたきつけて以来、一度もページを開いていなかった。その代わりに《バレットマジック・ショウダウン》の本編が書かれたノートを読み返したので、内容を勘かん違ちがいしていることは絶対にない。

「そう……。要するにこういうこと？　冬ふゆ野の君は今まで《バレットマジック・ショウダウン》の二巻を書いてた、と……」

「何を今いま更さら。当たり前だろ、お前からそう頼たのまれたんだから」

「──わたしはそんなこと頼たのんでないよっ！」

　睡すい[image: 蓮]れんは声を荒あららげて立ち上がると、机から身を乗り出すようにして藍あい介すけを睨にらみ付つけてきた。

「いや、頼たのんだだろ。あの日、あの喫きつ茶さ店てんで」

　普ふ段だんの睡すい[image: 蓮]れんが決して見せることはない激情に面食らいながらも、藍あい介すけは負けじと立ち上がり睡すい[image: 蓮]れんを睨にらみ返かえす。

「違ちがうよっ！　あの日、わたしはあなたに何て言ったの？　《バレットマジック・ショウダウン》の二巻を書いてほしい、って言ったの？　違ちがう。違ちがうよね。そんなこと言ってないよね。わたしは《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の二巻を書くのを手伝ってって言ったの──！」

「意味分かんねえよ。《バレットマジック・ショウダウン》も《白雪姫スノウホワイト》も同じ作品だろ。だからぼくは《バレットマジック・ショウダウン》の二巻を書いた。それなのに文句を言われる筋合いはない」

「《バレットマジック・ショウダウン》と《白雪姫スノウホワイト》は別物なの！　《白雪姫スノウホワイト》はあなたが書いた作品だけど、あなたが書いた作品じゃないのっ！　だから……、だからこそ、《白雪姫スノウホワイト》の二巻はあなたに書いてほしかったの！　ほしかったの！　ほしかったのにっ──！」

　感情の昂たかぶりを抑おさえきれなくなった睡すい[image: 蓮]れんの目から、大おお粒つぶの涙なみだがあふれ出す。

　睡すい[image: 蓮]れんが言っていることの意味を、藍あい介すけは一ミリたりとも理解できなかった。一週間と少し前、睡すい[image: 蓮]れんが盗とう作さくのことを告白したあのとき、彼かの女じよは《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》は《バレットマジック・ショウダウン》の「気になったところをちょこ～っとだけ直し」た作品だと言った。それなのに、その二つが別物だという理由が分からないし、何より、藍あい介すけが書いた作品なのに、藍あい介すけが書いた作品じゃないっていう意味が全然理解できない。そんなわけの分からない責め方をされて、はいそうですかと納なつ得とくできるわけがない。

「二巻を書いてほしいって言われたから書いてるのに、何でそんな意味不明な言いがかりをつけられなきゃならないんだよ！　お前、何が言いたいんだよ？」

「書き直して！　全部！　最初から！」

　頰ほおを濡ぬらす涙なみだも拭ぬぐわず、睡すい[image: 蓮]れんが言った。

「──は？」

「《白雪姫スノウホワイト》を読んで！　そして、今度こそ《白雪姫スノウホワイト》の二巻を書いてよっ！」

「いや、本当に何言ってんだよ？　ここまで書かせといて今から全部書き直せなんて、そんな馬ば鹿かな話あるかよ！　ふざけてんのか？」

「ふざけてるのはあなたよ！　あなたの──わたしたちの《白雪姫スノウホワイト》の二巻は、こんなつまらない作品じゃないよ！　書き直して！　書き直して！　書き直してよっ──!!!!」

　まるで駄だ々だをこねる幼児のように腕うでをばたつかせながら、睡すい[image: 蓮]れんは悲鳴を上げるようにそう叫さけんだ。涙なみだでぐしゃぐしゃの頰ほおは、昂たかぶった感情で真っ赤に染まっていた。

「──つまらない？　今、つまらないって言ったのか？」

　書けって言われたから書いた。

　睡すい眠みん時間を削けずって、必死に考えて書いた。

　技術室で、キーボードに想おもいを叩たたき込こむようにしながら書いた。

　自分が面おも白しろいと思う要素を、全てつぎ込こんで書いた……。




　──それなのに！




　そうやって書いた作品を、今、睡すい[image: 蓮]れんはつまらないと言った。

　自分を全否定された気分──心臓から魂たましいを抜ぬき取とられて、それを足あし蹴げにされたような気分だった。

　怒いかりのあまり目の前が赤く濁にごる。いつの間にか藍あい介すけは、手の平に爪つめが食くい込こんで血がにじむほど固く拳こぶしを握にぎっていた。

　昨日、睡すい[image: 蓮]れんのせいでファンクラブの奴やつらに殴なぐられたことが頭によぎる。

　昨日、晴せいに面と向かって盗とう作さくを疑われたことが頭によぎる。

　藍あい介すけが苦しんで、痛い思いをして、嫌いやな思いをして、それでも頑がん張ばって二巻を書いているというのに、睡すい[image: 蓮]れんは何の苦労もせず、ただ藍あい介すけが渡わたす原げん稿こうを読んでつまらないと文句を付けるだけ。




　──どうしてこんな奴やつのために二巻を書いているんだろう？




　胸の中にあった二巻への思いが、ろうそくの火が消えるように、ふうっと消えたのが分かった。

　その途と端たん、何もかもが急に馬ば鹿からしくなった。

　──二巻に対する何もかもが。

　──睡すい[image: 蓮]れんに対する何もかもが。

「……そんなにぼくの書くものがつまらないなら、自分で書けよ」

　藍あい介すけは冷たく吐はき捨すてると、ノートパソコンの電源を落として帰る準備を始めた。

「待って！　話はまだ終わってないよっ！」

「もう終わった。お前と話すことなんてない。じゃあな」

　技術準備室の鍵かぎ付つきの棚たなにノートパソコンをしまい、技術室に戻もどってリュックを背負う。

　帰ろうとした藍あい介すけに睡すい[image: 蓮]れんが駆かけ寄よってきて、藍あい介すけの腕うでにしがみついてきた。

「──逃にげないで！　冬ふゆ野の君が書かなくて誰だれが《白雪姫スノウホワイト》を書くのっ！」

　涙なみだに濡ぬれた目が藍あい介すけを見上げている。

　藍あい介すけはもうその涙なみだに何の意味も見み出いだすことができなかった。

「書くのはお前だろ、甘あま井いひつじ」

　藍あい介すけは力任せに睡すい[image: 蓮]れんの腕うでを振ふり払はらう。よろけた睡すい[image: 蓮]れんがその場に尻しり餅もちをつくのも顧かえりみずに、藍あい介すけは大おお股またで技術室を出た。

「待って！　行かないでよおっ──！」

　ドアを閉める瞬しゆん間かんに聞こえた睡すい[image: 蓮]れんの声は、ほとんど絶ぜつ叫きようだった。

　その絶ぜつ叫きようすら、今の藍あい介すけには疎うとましかった。

[image: ]
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　その日を境に、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんと話さなくなった。

　その日以降、教室で顔を合わせたとき、睡すい[image: 蓮]れんは決まって何か言いたげにこちらを見てきたけれど、藍あい介すけはそれに気付かない振ふりをした。昼休みは睡すい[image: 蓮]れんを避さけるように教室を出て、清きよ杜との教室で昼ご飯を食べ、図書室で本を読んだ。

　そして、放課後は部活に出ず真まっ直すぐ家に帰った。

　睡すい[image: 蓮]れんから二巻を書くのを手伝ってと言われた日からずっと、学校でも家でも《バレットマジック・ショウダウン》の二巻のことが頭から離はなれなかったのに、まるで憑つき物ものが落ちたみたいに、そのことが頭をよぎることもなくなってしまった。

　藍あい介すけは以前に書いていた異世界転生ファンタジーのプロットを完成させ、本編の執しつ筆ぴつに入った。今年のインフェルノ文庫新人賞の締しめ切きりにはもう間に合わないので、別のライトノベルの新人賞に応おう募ぼしようと思った。

　一日中雨が降っている日が増え、湿しつ度どと気温がじっとりと高くなり、毎日水すい槽そうの中で過ごしているみたいな息苦しさを覚えて、藍あい介すけは否いや応おうなしに夏が迫せまっていることを思い知らされた。




　七月になった。

　その頃ころには、睡すい[image: 蓮]れんも藍あい介すけに話しかけようとするのを諦あきらめ、二人は隣となり同どう士しに座すわっているのに目も合わせなくなった。まるで、四月に同じクラスになったばかりの、一度も話したことがないクラスメイトのようだった。

　話さないし、目も合わせない、クラスメイトという名の他人。

　もともと睡すい[image: 蓮]れんのことが苦手だった藍あい介すけは、これでようやく睡すい[image: 蓮]れんと縁えんが切れて心の底からすっきりした。

　はずだった。




　はずだったのに──




　おかしい。

　自分でも変だと思う。

　日が経たち、睡すい[image: 蓮]れんへの怒いかりがちょっとだけ……、ほんのちょっとだけ落ち着いた頃ころから、藍あい介すけは無意識のうちに睡すい[image: 蓮]れんを気にするようになっていた。

　朝、教室に入って視界の隅すみで睡すい[image: 蓮]れんの姿を認める。彼かの女じよは藍あい介すけなんかに気付かず友達と談だん笑しようしている。目が合わなかったことにほっとする反面、そのことがなぜか、藍あい介すけの心の表面に、かり、と小さなひっかき傷を作った。

　授業中は、睡すい[image: 蓮]れんに近い右半身が意味もなく強こわ張ばり、彼かの女じよのシャープペンを動かす白い手の動きや、ノートをめくる音、指先に栗くり色いろの髪かみを絡からめる仕草などが気になって仕方なくて、授業に全然身が入らなかった。ざら、と心がささくれ立つ。

　家に帰って、異世界転生ファンタジーをノートに書いているときだってそうだ。藍あい介すけはいきなり、何の前まえ触ぶれもなく、たった一人で小説を書いていることに違い和わ感かんを覚え、思わずペンを止めた。小説を書くようになって数年。藍あい介すけはそれまで当たり前のように一人で小説を書いてきた。誰だれかと一いつ緒しよに書いていたのは、フィギュア文芸部を作ってからの、ほんの二週間くらいの間だけだった。

　でも今は、その二週間が当たり前で、むしろそれまでの方がとてつもなくおかしいんじゃないかと思えてならなかった。ふと顔を上げたとき、そこに睡すい[image: 蓮]れんの無む邪じや気きな笑え顔がおがないことに、胸がくしゃりと痛んだ。

　どうしてこんなに睡すい[image: 蓮]れんが気になるのか、分からない。

　分からないけれど──

　睡すい[image: 蓮]れんの声が聞きたかった。

　睡すい[image: 蓮]れんの頰ほおを緩ゆるめる幸せそうな笑え顔がおが見たかった。

　睡すい[image: 蓮]れんの小さな手に触ふれたかった。

　睡すい[image: 蓮]れんの小さな手で触ふれてほしかった。




　でも、




　でも……！




　睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけの作品を──、藍あい介すけが心を傾かたむけて生み出した物語を、つまらないと言った。

　それだけは、どうしても許せなかった。

　だからこそ、余計に分からなくなった。

　なぜこんなに、睡すい[image: 蓮]れんのことが頭から離はなれないのか。

　なぜこんなに、睡すい[image: 蓮]れんのことを考えると苦しいのか。

　分からない。

　この気持ちが何なのか、自分でも分からない。

　そんな中で唯ゆい一いつ確かなものは、自分の作品を否定されたことに対する、睡すい[image: 蓮]れんへの怒いかりだけだった。

　──だからこそ藍あい介すけは、その怒いかりこそが睡すい[image: 蓮]れんへの感情の全てだと思おもい込こんでしまった。




　夜、藍あい介すけは自室のベッドに寝ね転ころがり、スマホをいじって時間を潰つぶしていた。さっきまで机に向かって異世界転生ファンタジーを書いていたのだけれど、書けば書くほどに作品がつまらなくなっていくのが分かった。

「どうせ異世界転生ファンタジーなんて、こんな展開にすれば面おも白しろいんだろ？」

　そう言わんばかりにありきたりで、陳ちん腐ぷで、手て垢あかまみれのストーリーしか書けない自分に嫌いや気けが差し、藍あい介すけはノートを叩たたきつけるように閉じてベッドに体を投げ出したのだ。

　ネットやソシャゲをしている間中ずっと──いや、睡すい[image: 蓮]れんと言い争ったあの日からずっと──睡すい[image: 蓮]れんの怒おこったような傷付いたような顔が、泣なき叫さけぶような悲痛な声が、目の奥おくから、耳の裏から消えてくれない。

　いらいらして、苦しくて、胸が痛くて、もう限界だった。

　睡すい[image: 蓮]れんのせいで自分の感情がこんなに引ひっ搔かき回まわされるのが、嫌いやで嫌いやでたまらなかった。

　もう自分は睡すい[image: 蓮]れんと無関係なはずなのに、まだ関係を断たち切きれないでいる自分に無む性しように腹が立った。

　だから──、なんだろうか。

　急にそれを思い付いた。

　後で思い返しても、どうしてそんなことを思い付いたのか分からない。魔まが差したというか、毎日のように降る雨の、泥どろのような湿しつ気けと脳みそを腐くさらせるような暑さにやられて、頭がおかしくなっていたとしか思えない。

　とにかく、藍あい介すけは思い付いたのだ。

　睡すい[image: 蓮]れんとの関係を断たち切きる方法を。

　──それも、最悪の方法を。

　藍あい介すけはＬＡＮＥで晴せいにメッセージを送る。

〈この前の話の続きだけど、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の作者のことで話がある。明日の放課後にでも会えないか？〉

　晴せいからの返信はすぐにあった。

〈明日は用事があるから、放課後すぐには無理よ。少し遅おそくなるけれど、午後八時くらいからだったら会ってあげてもいいわ〉

〈じゃあ、明日のその時間に、こないだのファーストフード店で〉

　藍あい介すけは晴せいとそんな約束を取り付けた。

《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》

　藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんが手て掛がけた作品。

　二人を未いまだにつないでいるのは、その作品に他ならなかった。

　だから藍あい介すけは、そのつながりを断たち切きることに決めた。

　盗とう作さくの事実を明るみに出し、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を葬ほうむることで──。







[image: 第五章　ひつじ、ただ泣ける]
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　小学四年生の春のことだった。

　その頃ころから、藍あい介すけはライトノベル作家になりたいと思っていた。でも当時は、しっかりしたライトノベルを書いていたわけじゃなくて、ただ単に思い付きで書き散らしていただけだった。だから、第一章だけ書いてやめた作品もいっぱいあったし、主人公と魔ま王おうのラストバトルだけを書いて満足して終わったものもあった。ライトノベルじゃなくて童話のようなものもたくさん書いていた。

　進級したときのクラス替がえで、藍あい介すけは二年ぶりに睡すい[image: 蓮]れんと同じクラスになった。そのときには睡すい[image: 蓮]れんはもう天才子役・大おお神かみ璃り々り絵えとして有名になっていた。

　睡すい[image: 蓮]れんとは小学一年生のときに同じクラスで少し話したことがあるだけで、友達って呼べるような間あいだ柄がらでは全然なかった。おっとりとマイペースで、優やさしくて、噓うそみたいに可愛かわいくて、何より芸能界っていう華はなやかな世界で活かつ躍やくしていることが、小説の主人公みたいで凄すごいなあって思っていて、彼かの女じよを題材に何か小説が書けないかなあ、色々話を聞いてみたいなあ、っていつも考えていた。

　どうにか睡すい[image: 蓮]れんと話すきっかけを作りたい。そう思ってはいたものの、どちらかといえば内向的な性格の藍あい介すけはなかなか睡すい[image: 蓮]れんに話しかけることができず、同じ教室で友達と談だん笑しようする睡すい[image: 蓮]れんをちらちらと盗ぬすみ見みするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　そんな藍あい介すけにチャンスが訪おとずれたのは、五月のゴールデンウィーク明けのことだった。

　昼休み、給食を食べ終えた藍あい介すけは、いつものように教室の隅すみでノートに小説を書いていた。

　そんな藍あい介すけのそばを、睡すい[image: 蓮]れんが黒くろ髪かみを揺ゆらしながら通りかかったのだ。

　話しかけるチャンス。そう思ったものの、大人気の天才子役に自分から声をかけることに果てしない気き後おくれと恥はずかしさを感じた藍あい介すけは、情けないけれど、顔を上げてまともに睡すい[image: 蓮]れんを見ることすらできなかった。

　そのまま通り過ぎると思った睡すい[image: 蓮]れんが、何かに気付いたかのように足を止め、いきなり藍あい介すけの手元を覗のぞき込こんできた。

「ね、ね、冬ふゆ野の君、もしかして、お話を書いてるの？」

　急に話しかけられて、驚おどろきと恥はずかしさに藍あい介すけは返事ができなかった。もともと可愛かわいいのは知っていたけれど、間近で見ると本当に本当に可愛かわいらしくて、そんな子が自分に話しかけてくれたのが十万年に一度の奇き跡せきに思えた。藍あい介すけは顔を真っ赤にしながら、無言でこくこくと首を振ふる。

「もしよかったら読ませてくれない？　いいでしょ？　ね？」

　そう言って、睡すい[image: 蓮]れんは頰ほおを緩ゆるめてふにゃりと微笑ほほえむ。

　藍あい介すけは困った。色々書いてはいたものの、正直、自信を持って読んでもらえるものがなかったのだ。

　でも、せっかく話しかけてくれたのに何も読ませないと、睡すい[image: 蓮]れんを凄すごくがっかりさせちゃうんじゃないか、もう話しかけてくれなくなるんじゃないか。そう思って藍あい介すけは慌あわててノートをめくり、ゴールデンウィーク中に思い付きで書いた、四ページくらいの作品を睡すい[image: 蓮]れんに差し出した。タイトルは《山やま食くいキツネと野ウサギ》。小説というより、童話という方がしっくりくる作品だった。

　睡すい[image: 蓮]れんがノートを受け取り読み始める。藍あい介すけは俯うつむき、びくびくしながら読み終わるのを待った。面おも白しろくないと言われたらどうしよう。馬ば鹿かにされたらどうしよう。そんなことを考えながら。

　読み終わった睡すい[image: 蓮]れんが、ノートから顔を上げ藍あい介すけを見た。

「……ね、冬ふゆ野の君、これ冬ふゆ野の君が自分で考えたお話なの？」

　藍あい介すけは無言で首を縦に振ふる。

「ふゃ、本当に？」

　もう一度、頷うなずく。

「すごい。面おも白しろいねえ」

　睡すい[image: 蓮]れんはにこにこしながらそう言った。その反応が嬉うれしいやら恥はずかしいやらで、藍あい介すけは首の後ろ側が突つっ張ぱるくらいに深く俯うつむいた。

「ね、他には何かないの？」

「ええと、ない……、かな……。まだ、書いてる途と中ちゆうのものしかなくて……」

　藍あい介すけは精せい一いつ杯ぱいの強がりを言う。

　それから、睡すい[image: 蓮]れんに色々質問をされ、藍あい介すけは言葉につっかえながら返事をした。去年から小説を書いていること、ライトノベル作家を目指していること、好きな作家や作品など。睡すい[image: 蓮]れんも読書は好きだと言ったけれど、ライトノベルは読まないみたいだった。

　そうやって五分くらい話したあとで、睡すい[image: 蓮]れんが藍あい介すけにノートを返してくれる。

「ありがと～」

　微笑ほほえんで言いながら、睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけの机から離はなれようとする。

　待ってほしかった。自分のことは喋しやべったけれど、睡すい[image: 蓮]れんのことは全然聞けていなかった。それに、このまま会話が終わってしまえば、もう二度と睡すい[image: 蓮]れんと話すことがないような気がした。

　藍あい介すけは、睡すい[image: 蓮]れんと自分との間に次につながるような何かを残したくて、咄とつ嗟さにノートを開き《山やま食くいキツネと野ウサギ》のページを破り取った。

「わ、何で破っちゃうの？」

　睡すい[image: 蓮]れんが驚おどろいたように目を丸くする。

「……あげる」

　藍あい介すけはそれを睡すい[image: 蓮]れんに差し出した。

「ふゃ？」

「あ、ええと……、面おも白しろいって言ってくれたから……」

　睡すい[image: 蓮]れんは戸と惑まどう素そ振ぶりを見せたけれど、すぐに、いつものふにゃりとした微笑ほほえみを浮うかべ、それを受け取ってくれた。

「ありがとう。大切にするねえ」

　睡すい[image: 蓮]れんはそう言って自分の席に戻もどった。

　果たして今のでまた睡すい[image: 蓮]れんと話す機会が生まれるのだろうか。正直、自分でもよく分からなかった。

　でも、何もしないよりはずっとましだったし、何より、藍あい介すけの作品を笑え顔がおで受け取ってくれたことが本当に本当に心から嬉うれしくて、藍あい介すけはそれから七日間、天国にいるようにふわふわした気持ちでいた。




　地じ獄ごくは八日目から始まった。

　昼休み、いつものようにノートに小説を書いていると、

「おい」

　と声をかけられた。

　顔を上げると、クラスのリーダー格の男子、寺てら本もとが目の前にいた。藍あい介すけより頭一つ以上背が高い寺てら本もとは、顔がよくてスポーツ万ばん能のうで、クラスの女子からとても人気があったし、睡すい[image: 蓮]れんともよく喋しやべっていた。

「な……、何？」

　藍あい介すけは寺てら本もとと話をしたことがなかったから、急に話しかけられて戸と惑まどった。寺てら本もとの後ろに、彼かれの取り巻きが三人いて藍あい介すけを睨にらんでいたことがその戸と惑まどいをより助長させた。

　寺てら本もとは無言で藍あい介すけのノートを取り上げると、取り巻きの一人にそれを投なげ渡わたした。

「な……何するんだよ！」

「うるせえ」

　寺てら本もとは低い声で言い、藍あい介すけの胸を乱暴に突つき飛とばした。藍あい介すけは椅い子すごとその場にひっくり返る。

「れんが言ってたぜ。お前、小説書くんだってな」

　転んだ藍あい介すけを見下ろしながら、寺てら本もとが馬ば鹿かにするような薄うすら笑わらいを浮うかべた。その目には、なぜか藍あい介すけへの怒いかりが満ちていた。寺てら本もとと何の接点もない藍あい介すけは、どうして寺てら本もとの怒いかりを買ったのか全然分からなかった。

「何で、それを……？」

「俺おれだけじゃねえ。クラスの全員が知ってるぜ。れんがクラス中に言いふらしてたからな。れんの奴やつ、お前の小説が下らなすぎて笑いそうになるのを我が慢まんするのが大変だったって言ってたぜ。それで小説家になりたいとか、お前、馬ば鹿かじゃね？　なれるわけねえじゃん」

「──！」

「お前がれんに渡わたした小説、どうなったか知ってっか？　れん、あの後、ソッコーゴミ箱に捨てたんだぜ。ちょっとほめたら、調子こいていきなり渡わたしてきたからマジ迷めい惑わくだったってよ。れん、お前にいっつもキモい目で見られてウゼーからどうにかしてくれってさ」

　その一言は、藍あい介すけの心を深く抉えぐった。

　あのとき、あんなに嬉うれしそうにぼくの作品を受け取ってくれたのに……！

　藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんの姿を探したけれど、彼かの女じよは教室にいなかった。午後から映画の撮さつ影えいがあるとかで早退していたのだ。

　ノートを持った取り巻きが黒板の前に行き、にやにや笑いながら大声を出す。

「みなさーん！　これから小説家・冬ふゆ野の藍あい介すけ先生の小説の朗読会を始めまーす！　お願いですから、静かに聞いてくださいねー！　うるさいと冬ふゆ野の先生に怒おこられちゃうぞー！」

　その瞬しゆん間かん、教室中にどっと笑いが起きた。「えー、何それー？」「小説家？　馬ば鹿かじゃないの？」「読め読めー！」。そんな野次が教室に飛とび交かった。

「──返して！」

　藍あい介すけは立ち上がり駆かけ出だそうとしたけれど、寺てら本もとに床ゆかに引ひき倒たおされて、取とり押おさえられてしまった。体格でも力の強さでも、藍あい介すけは寺てら本もとに勝てなかった。

「じゃー！　読みまーす！」

　そして、藍あい介すけを馬ば鹿かにするためだけの朗読会が始まった。

　失しつ笑しようと嘲ちよう笑しようと苦く笑しようが響ひびく教室で、藍あい介すけは寺てら本もとの体の下で暴れながら泣なき喚わめいた。寺てら本もとたちに酷ひどい目に遭あわされたことよりも、自分の作品を勝手に朗読されて笑われたことよりも何よりも、睡すい[image: 蓮]れんに馬ば鹿かにされ、自分の作品を捨てられたことの方がずっとずっとショックだった。

　あのとき、あんなに嬉うれしそうに笑ってくれたのに──。

　ぼくの作品を大切にするって言ってくれたのに──。

　全部、噓うそだったんだ！

　あいつは腹の中でぼくを笑ってたんだ！




　その日を境に、藍あい介すけは寺てら本もとたちから苛いじめられることになった。上うわ履ばきや教科書を隠かくされたり、机に落書きをされたり、給食にチョークの粉やごみを入れられたり……。もちろん、殴なぐられたり蹴けられたりもした。

　苛いじめは冬まで続いたけれど、きっと寺てら本もとが苛いじめに飽あきたのだろう、二月の半ばくらいになるとそれも自然と収まった。

　春、五年生に進級したときにまたクラス替がえがあった。

　藍あい介すけは寺てら本もとと違ちがうクラスになった。

　睡すい[image: 蓮]れんとも違ちがうクラスになった。

　藍あい介すけは二度と睡すい[image: 蓮]れんに関わらないと決めた。





◆






　……そのときに関わらないと決めたのに、こうやって関わってしまったからまた嫌いやな目に遭あったんだ。




　でも、それも今日で終わり。

　今日の、午後八時で終わり。




　一度つながりを断たち切きる決心をしてしまえば、噓うそのように心が軽くなった。久ひさし振ぶりにぐっすり眠ねむることができたし、今朝だって、登校して睡すい[image: 蓮]れんの姿を見み掛かけても不思議なくらい何も感じなかった。その代わり藍あい介すけは今日、自分でも滑こつ稽けいなくらい時間を気にしていた。授業中、五分に一度黒板上の掛かけ時計どけいに目をやっては、一向に進まない長針と短針がもどかしくて唇くちびるを嚙かんだ。

　早く、午後八時になってほしかった。

　早く、晴せいと会いたかった。

　早く、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》と決着をつけたかった。





◆






　朝から降り続いていた雨は午後から一気に激しくなった。重油みたいにドロドロした黒い空に、青白い稲いな妻ずまがひっきりなしに駆かけ回まわる。落らく雷らいのたび教室が閃せん光こうに濁にごり、窓が割れそうなほどびりびり震ふるえた。そのたびに女子が小さな悲鳴を上げるものだから授業は何度も中断した。

　放課後、藍あい介すけはさっさと教室を出て、階段を下り玄げん関かんに向かった。玄げん関かんの近くは雨の臭においが強くて、廊ろう下かは嫌いやな感じに湿しめっていた。きゅ、きゅ、と歩くたびに靴くつ底ぞこが鳴る。

「冬ふゆ野の」

　後頭部に突つき刺ささるような鋭するどい声が聞こえた。

　背後を振ふり仰あおぐと、背の高い金きん髪ぱつの少女が階段の途と中ちゆうから藍あい介すけを見下ろしていた。

「……何だよ」

　藍あい介すけが聞くと、氷ひ緒お菜なは藍あい介すけの前まで歩いてきてこう言った。

「約束を果たす」

「は？」

「完成した」

「……ああ、あの竜りゆうのフィギュアのことか。そっか、もうできたんだ」

「技術室にある」

　氷ひ緒お菜なは顎あごで藍あい介すけについてくるよう促うながす。が、藍あい介すけは少しためらった。技術室には、今藍あい介すけがこの世で一番会いたくない相手がいるかもしれないのだ。

　そんな藍あい介すけの心を見み透すかしたように、氷ひ緒お菜なが冷たく鼻で笑う。

「安心しな。れんならいない。しばらく部室にも顔を出してない」

「……そうなのか？」

「あんたがいない部活に、れんが出る理由がない」

「ああ、それもそうだな。あいつ、自分で執しつ筆ぴつするわけじゃないんだし。ぼくの書いた原げん稿こうを読むだけだったし」

「──本当にそう思ってるのか？」

「他に何があるんだよ」

　藍あい介すけの反論が聞こえなかったかのように、氷ひ緒お菜なは藍あい介すけに背を向けさっさと歩き始めた。二秒ほど迷ってから、藍あい介すけは渋しぶ々しぶ、金色に揺ゆれるショートヘアを追った。




　氷ひ緒お菜なが鍵かぎを開け技術室に入る。

「おお……！」

　睡すい[image: 蓮]れんがいないことを確かく認にんしてから氷ひ緒お菜なに続いた藍あい介すけは、教室後方の机に置かれたそれを見て感かん嘆たんの声を漏もらした。

　全長は四十センチくらいだろうか。思ったよりずっと大きい。刃やいばのように鋭するどい黒こく鱗りんに全身を覆おおわれた竜りゆうが、赤く禍まが々まがしい瞳ひとみで藍あい介すけを見み据すえている。四し肢しの鋭するどい爪つめは鈍にび色いろに光り、今にも机の天板に食くい込こみそうだ。長大な尾おは蛇へびのようにうねり、それ自身が竜りゆうとは別の生き物のような躍やく動どう感かんをたたえていた。

　まるで、今にも動き出すんじゃないかってくらいの迫はく力りよくがある黒こく竜りゆうだ。足回りは土ぼこりで汚よごれたような塗と装そうが施ほどこされ、全身には戦いの傷きず痕あとが付けられている。そういう細やかな作つくり込こみも、竜りゆうの存在感を増すのに一役買っていた。

「これ、もう売り物のレベルだろ」

　藍あい介すけは竜りゆうに顔を寄せ、しげしげと眺ながめながらそう呟つぶやいた。

「実際、売り物だ。複製して売る」

　氷ひ緒お菜なが当たり前のように言い、机の上、竜りゆうの隣となりに腰こしを下ろして腕うでを組んだ。

「本当にこんな凄すごいものをもらっていいのか？　何か悪い気がするんだけど」

「悪い気がするなら、一つ頼たのまれてほしい」

「何？」

「れんに謝あやまってほしい。この間のことを」

「……は？　何でぼくから謝あやまらなきゃならないんだよ」

「悪い方が謝あやまる。当然だ」

「ぼくが悪いって言うのかよ」

「そう言ったつもりだけど」

「嫌いやだね。ぼくは何も悪いことはしてないから。……それに元々、ぼくはあいつのことが嫌きらいなんだよ。小学校のとき、あいつのせいで苛いじめられたんだからな」

　藍あい介すけが低い声で言い返すと、氷ひ緒お菜なは眉まゆ根ねを寄せ怪け訝げんそうな顔をした。

「どういうことだ？」

「とぼけるな。あいつの親友なら知らないとは言わせないぞ。小四のとき、ぼくが書いた小説のことをクラス中に言いふらして馬ば鹿かにしたのはあいつだろうが。そのせいでぼくは寺てら本もとから苛いじめられるようになったんだよ！」

「……あんた、勘かん違ちがいしてないか。れんはあんたの小説を馬ば鹿かになんかしてない」

「噓うそだ！　寺てら本もとが言ったんだぞ！　鮎あゆ原はらはぼくの作品を馬ば鹿かにして、クラス全員に言いふらしたって！」

「あのとき、れんは確かにあんたの小説のことをクラスのみんなに話した。それは本当だ。でも、あんたを馬ば鹿かにしたわけじゃない。れんは、あんたが書いたキツネとウサギの話が本当に好きだったから、クラスのみんなに読んでもらおうとしただけ。ただそれだけなのさ」

「そんなわけあるか！　だって寺てら本もとがあんなにはっきりと言ったんだ。鮎あゆ原はらがぼくの作品を下らないって笑ったって！」

　藍あい介すけがそう反論したとき、氷ひ緒お菜なが立ち上がって藍あい介すけの胸むな倉ぐらを摑つかみ、額をぶつけるんじゃないかってくらいに顔を寄せて藍あい介すけを睨にらみ、声を荒あららげた。

「──あんた、れんと寺てら本もと、どっちを信じるんだ！」

　その剣けん幕まくに藍あい介すけは思わずたじろいだ。氷ひ緒お菜なのことは一応小学生の頃ころから知っているけど、彼かの女じよがここまで感情を露あらわにしたのを見るのはこれが初めてだった。

「れんがあんたを馬ば鹿かにしたなんて、噓うそに決まってるじゃないか！　寺てら本もとはれんのことが好きだったから、れんがあんたの小説を褒ほめてたことが気に食わなかったのさ。だからあんたに嫉しつ妬として苛いじめたんだ。そのくらい分かんな」

「──！」

　氷ひ緒お菜なの言葉に、藍あい介すけははっとした。

　寺てら本もとが噓うそを吐ついているなんて、今まで考えてもみなかった。

　けれど、言われてみれば確かに、寺てら本もとならそういう噓うそを吐ついてもおかしくないと思った。

　氷ひ緒お菜なの言った通り、寺てら本もとの言葉こそが噓うそだったのかもしれない。




　でも……。




　今いま更さらそんなことを言われてももう遅おそい。

　藍あい介すけの心には六年前に生まれた睡すい[image: 蓮]れんへの苦手意識がヘドロのようにへばりついていたから、今すぐ、手の平を返すように睡すい[image: 蓮]れんを信じることなんてできるわけもなかった。

　そんな藍あい介すけの心の動きを感じ取ったのか、氷ひ緒お菜なが強い口調で続けた。

「ウィーチューブで『大おお神かみ璃り々り絵え　インタビュー』で検けん索さくしてみな。その動画を観みたら分かるから」

「分かるって、何が……？」

　藍あい介すけは聞き返したが、氷ひ緒お菜なは無言で藍あい介すけの胸むな倉ぐらから手を離はなすと、踵きびすを返して技術室から出ていってしまった。

　ノイズのような雨音が響ひびく技術室に、藍あい介すけと黒こく竜りゆうだけが取り残された。




　藍あい介すけは黒こく竜りゆうの前の椅い子すを引き出して腰こしを下ろし、スマホで無料動画共有サイト・ウィーチューブにアクセスした。

　氷ひ緒お菜なに言われた通り「大おお神かみ璃り々り絵え　インタビュー」で検けん索さくすると、アホみたいに大量の動画が出てきた。

「……いや、多すぎだろ」

　藍あい介すけは小さく舌打ちをする。

　正直、どうして睡すい[image: 蓮]れんの動画なんて観みなきゃならないんだよ……、という苛いら立だちもあったけれど、それでも数多あまたある動画を一つ一つ観みてみようと思ったのは、氷ひ緒お菜なの言葉の真意を知りたかったからだった。

　その動画を観みたら一体何が分かるというのだろうか？

　寺てら本もとが噓うそを吐ついていることが分かるとでもいうのか？

　ドラマの番宣のためのインタビューや朝のニュースでのインタビュー、大おお神かみ璃り々り絵えが主演する映画の公開記念インタビューなどの動画を、上から順に観みていった。

　そして、七本目の動画で藍あい介すけはそれを引き当てた。

　それは、大おお神かみ璃り々り絵えがゲストで出演したバラエティ番組から、彼かの女じよへの質問コーナーだけを抜ばつ粋すいしてアップした動画だった。放送されたのは今から五年前、睡すい[image: 蓮]れんが小学五年生の春のようだった。

　華はなやかなセットを背景に、上品なワンピースに身を包み、背筋をピンと伸のばして椅い子すに座すわった大おお神かみ璃り々り絵えが、司会のお笑い芸人の質問にはきはきした口調で答えている。

　緩ゆるやかに波打つ黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみに、懐なつかしさとほんの少しのと違い和わ感かん。

　睡すい[image: 蓮]れんは地毛も瞳ひとみの色も栗くり色いろだけど、「小学生がカラーコンタクトなど生意気だ」とか「こんな小さな子の髪かみを染めるとは何事だ」とか「うちの子が真似まねしたがるからやめろ」とかのクレームが入ったら困るという所属事務所の方針で、当時は髪かみを黒に染めて、黒のカラーコンタクトを入れていた。「髪かみを染めるとは何事だ」というクレームの対策で髪かみを染めていたなんて、笑えない冗じよう談だんだ。

　公開中の主演映画のことや、朝の連ドラで有名になったときのことへの質問が続いたあとで、こんな質問が出た。

　──璃り々り絵えちゃん、映画にドラマに引っ張りだこだけど、ちゃんと学校行けてるの？

「えっと、なるべく行きたいとは思ってるんですけど、なかなか行けてないんです。実は今日も、この番組の収録のために午前中で早退しちゃって」

　大おお神かみ璃り々り絵えは苦く笑しようして肩かたを竦すくめる。

　──おーいスタッフ、何璃り々り絵えちゃん早退させてんだよ！　バカじゃねえの！　学校行かせてやれよ！

　司会者が大おお袈げ裟さな口調でわざとらしく怒おこり、スタジオにどっと笑いが起きる。

　──でも、早退ばっかりしてたらさ、なかなかお友達とも遊べなくて寂さびしいんじゃないの？

「お友達と遊ぶ時間はあんまり取れないんですけど、撮さつ影えい現場でスタッフさんとか共演する俳優さんが色々お話ししてくれるので全然寂さびしくないです」

　──へえ、大人だねえ。そうそう、撮さつ影えい現場といえば、璃り々り絵えちゃん、撮さつ影えい現場で、待機時間中に一いつ生しよう懸けん命めい小説を書いてるって噂うわさがあるんだけど、本当？

「はい、本当です。最近、お話を作ることに興味があって。……まだ書き始めたばかりだから、文章もお話も全然なんですけど」

　そう言って、大おお神かみ璃り々り絵えは微笑ほほえみを浮うかべる。普ふ段だんの睡すい[image: 蓮]れんがするような緩ゆるい笑えみじゃない。この前、パソコンを買いに行ったあの家か電でん量りよう販はん店てんでファンに向けていたような、隙すきのない大人びた笑えみだった。そうだ。テレビの向こうの大おお神かみ璃り々り絵えはいつもそういう風に微笑ほほえんでいた。まるで自分と睡すい[image: 蓮]れんが別人だと主張するみたいに。

　──へえ、本当に小説を書くんだ。え、なになに、どうして小説を書こうと思ったわけ？　普ふ通つう、読もうとは思っても、書こうなんてなかなか思わないんじゃないの？

「私のお友達が小説家を目指して色々お話を書いてるんです。その子の書いたものを読ませてもらったら、すっごく感動しちゃって……、すっごくうらやましいと思ったんです」

　──うらやましい？　どんなところが？

「だって、自分が書いたお話で、読んだ人が感動してくれるんですよ。それって凄すごいと思いませんか？　そういうことができる人がとってもうらやましいんです」

　──璃り々り絵えちゃんだって、演技で人を感動させてるでしょう。それだって凄すごいことだよ。

「ありがとうございます。でも、私、最近こう思うんです。私の演技の根っこにあるのは、脚きやく本ほん家かさんや監かん督とくさんの思いなんだなあ、脚きやく本ほん家かさんや監かん督とくさんの思いをみなさんに届けるのが、私の役目なんだなあ、って……。それだって、とっても大切なことだと思います。でも私は、それとは別に、自分の思いを誰だれかに伝えることにもチャレンジしてみたいんです。だから、小説を書いてみようと思ったんです。小説家を目指してる友達みたいに」

　──なるほど、そんな深い理由があったんだねえ。璃り々り絵えちゃん、今小学五年生でしょ？　その年でそんなことまで考えるなんて大人だよ。俺おれなんて、小学五年生のときなんて、毎日鼻水垂らしながら馬ば鹿かなことばっかりやってたぜ。

　司会者がやはり大おお袈げ裟さな口調で言って、大おお神かみ璃り々り絵えが落ち着いた微笑ほほえみを浮うかべた。

　さらに二、三のやりとりがあったあとで、司会者がこう言った。

　──実は今日、このスタジオに、璃り々り絵えちゃんの宝物を持ってきてもらっています。さあ、こちらです。

　女性のアシスタントが、赤い布が敷しかれた、キャスター付きの台を押おして画面中央にやって来る。台の上にはクリアファイルが置かれていて、中には白い紙のようなものが入っていた。

　──さあ、これが璃り々り絵えちゃんの宝物だってことなんだけど……、璃り々り絵えちゃん、説明をお願いできるかな？

「はい」

　大おお神かみ璃り々り絵えは立ち上がってクリアファイルを手に取り、中の紙を取り出した。カメラがズームして彼かの女じよの手元をアップで映す。

　それは、破かれたノートのページだった。

　そして、藍あい介すけは見た。

　ページの上の方に、下手くそな文字でこう書かれているのを。




《山やま食くいキツネと野ウサギ》




　心臓が止まるかと思った。

　大おお神かみ璃り々り絵えが続ける。

「小説家を目指してる友達がくれたお話です。私はこれを読んで感動して、小説を書いてみたいって思うようになったんです。私、この子のファン第一号なんです」

　──璃り々り絵えちゃんがファンになるなんて、よっぽど素す敵てきなお話なんだろうね。どんなお話なの？

「それは……、ごめんなさい、秘密です。本当は、これがどういうお話かみなさんにも知ってほしいんです。でも、このお話をテレビで紹しよう介かいしていい？　って友達に聞いてないから、勝手に内容を喋しやべっちゃうと、あとで怒おこられちゃうかもしれないんです」

　そう言って、大おお神かみ璃り々り絵えは微笑ほほえむ。

（あっ……！）

　藍あい介すけは気付いた。今の微笑ほほえみは、大おお神かみ璃り々り絵えがいつもするような大人びたものじゃなくて、睡すい[image: 蓮]れんが普ふ段だん浮うかべる、ふにゃりと頰ほおを緩ゆるめるマシュマロのような笑えみだった。

　その瞬しゆん間かんの大おお神かみ璃り々り絵えは大おお神かみ璃り々り絵えじゃなかった。その瞬しゆん間かんだけ、彼かの女じよは確かに鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんだった。




　藍あい介すけはそのとき、大おお神かみ璃り々り絵えの──いや、睡すい[image: 蓮]れんの心の中を覗のぞいたような気がした。




　──そっか、じゃあ、あとで俺おれにだけ楽屋で読ませてね。

　司会者が言ってスタジオに小さな笑いが起こる。

「私、この友達に、本当に小説家になってほしいんです。そしていつか、私もこの友達と一いつ緒しよに小説家になれたらいいなあ、なんて……」

　──璃り々り絵えちゃんが小説家に？　まさか芸能界引退なんて言わないよね。女優と小説家、両立するんだよね？

　司会者が驚おどろいたように大おお袈げ裟さな抑よく揚ようを付けて尋たずねる。

　大おお神かみ璃り々り絵えは落ち着いた笑えみを浮うかべただけで、肯こう定ていも否定もしなかった。




　動画が終わる。

　今観みたものが、信じられなかった。

　世界がくるりとひっくり返ったような感覚にくらくらと眩暈めまいがした。

　思い出す。

《山やま食くいキツネと野ウサギ》をあげたときの、睡すい[image: 蓮]れんが戸と惑まどったあとに浮うかべたあの嬉うれしそうな表情を。

　大切にすると言ってくれたときの声の柔やわらかさを。

　あれは噓うそや演技じゃなかったんだ。

　藍あい介すけの作品をみんなに読んでもらおうとしたこと──。

　藍あい介すけのファンだと言ってくれたこと──。

　昔も今も、睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけが小説家になることを信じ、応おう援えんしてくれていたのだ。

　……それなのに、藍あい介すけは寺てら本もとの噓うそを真に受けて睡すい[image: 蓮]れんに馬ば鹿かにされたと思おもい込こみ、彼かの女じよを嫌けん悪おしてしまった。

　何て馬ば鹿かなんだろう。

　氷ひ緒お菜なの言った通り、藍あい介すけは信じる相手を間ま違ちがったのだ。

　あれから六年が経たって、ようやくそれに気付かされた。

　息が苦しい。

　心臓が苦しい。

　藍あい介すけはスマホを机に置き、胸を押おさえて顔を歪ゆがめた。

　──違ちがう。

　苦しいのは、心。

　睡すい[image: 蓮]れんを疑ってしまった自分の、弱い心。




「……読まなきゃ」




　口から、自然と言葉が零こぼれ落おちる。

　どうしてそんな言葉が口を突ついて出たのか、自分でもよく分からなかった。

　でも、口に出したからこそ、読まなきゃいけないと思った。

《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を──。





◆






　藍あい介すけは技術室を飛び出し、スコールのような雨の中、走って家に帰った。

　自室で、濡ぬれた制服を投げ捨てるように部屋着に着き替かえ、本ほん棚だなに無造作に突つっ込こんであった《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を取り出した。

　本に触ふれた指先から、ぴりぴりと痺しびれるような緊きん張ちよう感かんが伝わってきた。

　椅い子すに座すわり、読み始める。

　最初に読んだときに感じたように、世界観の設定や序じよ盤ばんの話の運び方は、《バレットマジック・ショウダウン》とほぼ同じだった。

　でも、改めて読み直して、気付かされたことがある。

　同じ世界観を説明しているのに、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の方が《バレットマジック・ショウダウン》よりも、説明がずっとシンプルで分かりやすい。あまり重要ではない設定や細かな描びよう写しやを大だい胆たんにカットしているのだ。しかも、それでいて説明不足という感じは全然ない。むしろ、説明が簡潔なおかげで、藍あい介すけが書いたものより遙はるかに世界観が頭に入ってくるし、説明が減った分、キャラクター同士の掛かけ合あいにページが割さかれているから、同じキャラクターを書いているのに、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》のキャラクターの方がずっと生き生きして魅み力りよく的てきだった。

　最初に読んだときは、盗とう作さくってことにばかり気を取られていて気付かなかったけれど、同じ世界観で、同じ設定で、同じキャラクターで、同じストーリーを書いているのに、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の方が、《バレットマジック・ショウダウン》よりも、読んでいてずっとわくわくした。

（こんなにたらたら説明されても頭に入ってこないわ。こんなの凡ぼん作さく以前に駄だ作さくよ！）

　晴せいが技術室に来たあの日、彼かの女じよは藍あい介すけの作品の冒ぼう頭とう部分を読んでそう言った。

（──いいから黙だまって読めよ。そこから面おも白しろくなるんだから）

　あのとき、藍あい介すけはそう反論した。

　でも、その反論がとんでもなく的外れだったことが、今なら身に沁しみて分かる。

　世界観の説明が続くから面おも白しろくなくても仕方がない、というのは言い訳でしかない。《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》は、世界観の説明すら楽しませている。

　正直、序じよ盤ばんだけでこんなに違ちがっているとは思わなかった。

　序じよ盤ばんでこうなら、終しゆう盤ばんまでに、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんにどれほどの差を付けられているのだろう。

　それを想像するだけで、怖こわいとか悲しいとか辛つらいとか嫌いやだとか、体の中で負の感情がぐちゃぐちゃに暴れまわって、もうこの作品を読みたくないと思った。今すぐにこの本を放り出して、頭から布ふ団とんをかぶり、眠ねむりの最さい奥おうに消えてなくなってしまいたかった。

　でも、そうするわけにはいかなかった。

　今まで勘かん違ちがいで睡すい[image: 蓮]れんを嫌きらっていたことへの罪つみ滅ほろぼしとかじゃなくて、藍あい介すけは一人のラノベ読者として、また、一人のラノベ作家志望として、この作品と最後まで向き合わなきゃいけない。絶対に。

　藍あい介すけは歯を食いしばり読み続ける。

　物語の中ちゆう盤ばん、親友が主人公を裏切り、主人公を殺そうとする場面に差さし掛かかる。

《バレットマジック・ショウダウン》では、もう一人の親友であるシュウが、裏切りのショックで呆ぼう然ぜんとする主人公を庇かばって死ぬ。

　でも《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》では違ちがった。シュウは、裏切りのショックで呆ぼう然ぜんとする主人公を引ひっ叩ぱたいて、現実を受け入れろと諭さとし、正気を取とり戻もどした主人公とともに、奇き想そう天てん外がいな手段で窮きゆう地ちを脱だつするのだ。

　この場面は、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の方がずっと心に響ひびいた。追おい詰つめられた主人公とシュウが、あんな方法で窮きゆう地ちを脱だつ出しゆつしたこともそうだったけれど、主人公以上に主人公らしい活かつ躍やくをするシュウが本当に格好良くて、藍あい介すけはシュウが大好きになった。

（ぼくもいつか、こんな格好いいキャラクターを書いてみたい……！）

　シュウが自分の生み出したキャラクターだということも忘れて、藍あい介すけは本気でそう思った。

　そして、シュウの生存という《バレットマジック・ショウダウン》にはなかった要素を取り入れ、物語は加速してゆく──。




　それから、どのくらい時間が過ぎただろうか。

《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を読み終え、藍あい介すけは本を閉じた。

「こんな……！」

　肩かたが、震ふるえた。

　腹の底から、自分でもどうしようもないくらいに大きな怒いかりが湧わき上あがってきた。

「──ふざけんなよっ！　何だよこれ……！」

　藍あい介すけは乱暴に椅い子すから立ち上がると、盗とう作さくに気付いたあの日と同じように、怒いかりに任せて《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を床ゆかに叩たたきつけようとした。

　だが、振ふり上あげた手を振ふり下おろす直前で、藍あい介すけは手を止めた。

　自分を落ち着かせるように強く吐はき出だした息が、大きく震ふるえた。

　盗とう作さくに気付いたあの日から今日までの日々が頭を過よぎる。

　睡すい[image: 蓮]れんから盗とう作さくの事実を聞かされたこと。

　二巻を頑がん張ばって書いたこと。

　晴せいに盗とう作さくがばれそうになったこと。

　書いたものをつまらないと言われたこと。

　そして、睡すい[image: 蓮]れんと目も合わせなくなったこと。

　なぜか、睡すい[image: 蓮]れんのことが頭から離はなれなくなったこと。

　だから、卑ひ怯きような手段で睡すい[image: 蓮]れんとのつながりを断たち切きろうとしたこと。

　睡すい[image: 蓮]れんとの間に起こったそれら全ての出来事が、全部無む駄だだったということに、藍あい介すけははっきりと気付いた。

　──そう。無む駄だだった。

　初めから何の意味もなかったのだ。

　だから、藍あい介すけは。

　それを、睡すい[image: 蓮]れんに告げなければいけない。

　今、すぐに。

　睡すい[image: 蓮]れんにメッセージを送ろうとポケットを探さぐったが、スマホが出てこなかった。制服のポケットにもリュックの中にも、部屋を見回してもスマホはない。ああ、くそ、技術室に忘れてきたのかよ。

　学校に取りにいくなんて考えは頭をかすめもしなかった。

　藍あい介すけは財さい布ふと定期入れを摑つかむと、クローゼットにしまってあった中学の制服の間から札束の入った袋ふくろを取り出し、自宅を飛び出した。




　よほど頭に血が上っていたのだろう。この酷ひどい雨の中、藍あい介すけは傘かさを忘れてしまった。

　街灯と雷らい光こうに照らされる道を雨に打たれながら駅へと走って、電車に飛び乗った。

　ずぶ濡ぬれのままシートに座すわる。

　右手には財さい布ふと定期入れ。

　左手には札束が入った可愛かわいらしい袋ふくろ。

　濡ぬれた前まえ髪がみが額に張り付いていた。

　がらんとした車両にエアコンの冷風が吹ふき下おろす。

　服に染しみ込こんだ雨が体から熱を奪うばう。一度大きく身み震ぶるい。

　電車が減速する。駅で止まる。また、走り出す。

　それを何度か繰くり返かえし、高校の最も寄より駅えきを越こえて、もう二つ先の駅へ。

　ドアが開き、電車を降りる。

　ここへは一度、夕方に来ただけだったから、迷わずに目的地に辿たどり着つけるか心配だった。

　でも、駅を出た瞬しゆん間かん、大だい丈じよう夫ぶだと確信した。

　駅前から伸のびて住宅街を貫つらぬく通りは、真新しい街灯に照らされ、雨が躍おどる夜にくっきりと浮うかび上あがっていた。その明かりはまるで滑かつ走そう路ろの誘ゆう導どう灯とうのように藍あい介すけの進むべき道を示してくれていた。

　光のガイドに誘いざなわれて走り、藍あい介すけはそのマンションに辿たどり着ついた。エントランスに入り、インターホンで四〇四号室を呼び出す。

　突とつ然ぜん押おしかけてきたクラスメイトを、彼かの女じよは相手にしてくれるだろうか。まして相手は一人暮らしで、藍あい介すけは彼かの女じよともう一週間も口を利きいていないのだ。

「……はい」

　インターホンから、声。

「あ、冬ふゆ野のだけど……」

「……どうしたの、急に？」

　訝いぶかるような、少し緊きん張ちようした声。

　正直、会ってもらえるかどうか分からない。でも、会って、顔を突つき合あわせて、藍あい介すけははっきりと告げなければならないのだ。

「急に悪い。話がしたくて……」

「話？」

「《白雪姫スノウホワイト》、読んだよ。だから……」

　インターホンに付いたレンズを真まっ直すぐに見ながら、藍あい介すけは怒いかりを押おし殺ころした声でそれだけを言った。

　数秒、ためらうような間があった。

「……入って」

　オートロックが外れる。藍あい介すけはガラス張りの大きなドアを押おし開あけマンションに入った。

　四〇四号室の前まで行き、ドアの横のチャイムを押おす。

　ドアが開き、水色のＴシャツと白いパンツ姿の睡すい[image: 蓮]れんが出てくる。

「──ふゃ、どうしてそんなにずぶ濡ぬれなの？」

　彼かの女じよは藍あい介すけを見るなり目を丸くする。

「え……？　ああ、傘かさを忘れたんだ」

　睡すい[image: 蓮]れんに言われて、藍あい介すけは自分が頭から靴くつの先までずぶ濡ぬれだってことを思い出した。その途と端たんに寒気が込こみ上あげてきて、藍あい介すけは連続でくしゃみをした。

「少しだけ話したいことがある。時間は取らせない。聞いてくれるか？」

「そんなことより、早く乾かわかさないと風邪かぜひいちゃうよお～。今タオル用意するから、入って」

「いや、いい。話したらすぐ帰るから」

「駄だ目め。そのままじゃ風邪かぜひくよお！　入って！」

「──いいから、聞いてくれ！」

　藍あい介すけは怒いかりの籠こもった強い口調で言った。藍あい介すけの声にただならぬものを感じ取ったのか、睡すい[image: 蓮]れんが真しん剣けんな眼まな差ざしを藍あい介すけに向けた。

「……《白雪姫スノウホワイト》、読んだ」

　藍あい介すけは切り出す。

「……どうだった？」

「面おも白しろかった。すげー面おも白しろかった」

「本当？　冬ふゆ野の君がそう言ってくれて安心したよお」

　睡すい[image: 蓮]れんがふにゃりと頰ほおを緩ゆるませる。

「──だから、ごめん」

「ふゃ？」

　なぜ謝あやまられたか分からず、睡すい[image: 蓮]れんが首をかしげる。

「盗作パクリなんて言って、ごめん」

「？」

「お前の言った通り、《バレットマジック・ショウダウン》と《白雪姫スノウホワイト》は別物だった。あれは盗とう作さくなんかじゃない。《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》はお前一人で書いた作品だよ」

　そう言ってから、藍あい介すけは一度身み震ぶるいをした。

　寒かったからじゃない。

　怒いかりの──自分への怒いかりのせいだった。

《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》は、多少の差こそあれ、藍あい介すけが書いた《バレットマジック・ショウダウン》と同じような展開だった。──中ちゆう盤ばんまでは。

　けれど、中ちゆう盤ばん以降は、ほぼ全てが睡すい[image: 蓮]れんによって書かき換かえられていた。ストーリーも、結末も。藍あい介すけが書いた文章なんて合計しても数行くらいしか残っていなかった。

　そして、睡すい[image: 蓮]れんオリジナルのストーリーに入ってから、この物語は本当に凄すごみを増した。正直、《バレットマジック・ショウダウン》なんて目じゃないくらいに心が躍おどった。

　早く結末が知りたい。一秒でも早く最後まで読み切ってしまいたい。心の底からそう思った。でも読み終わりたくない。この作品をずっとずっと読んでいたい。心の底からそう思った。

　そして同時に、こうも思った。

　たとえ中ちゆう盤ばんまでがそっくりであっても、中ちゆう盤ばん以降にこれだけ《バレットマジック・ショウダウン》と違ちがう展開を見せつけられてしまえば、藍あい介すけはもう、これを盗とう作さくだと責めることはできないんじゃないか、と……。

　──違ちがう。そうじゃない。《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》は最初から《バレットマジック・ショウダウン》なんかじゃなかった。あれは睡すい[image: 蓮]れんが一人で書き上げた最高のライトノベルだったのだ。

　だからこそ藍あい介すけは、自分に対する怒いかりを抑おさえきれなかった。

　睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけの《バレットマジック・ショウダウン》を「気になったところをちょこ～っとだけ直して」応おう募ぼしたと言った。

　どうして、その言葉を鵜う吞のみにしてしまったのだろう。

　どうして、万年一次選考落ちだった自分が書いた作品──それも、同時期に書いた二作品よりも完成度が低いと感じていた作品──が、「ちょこ～っとだけ直し」たくらいで大賞を受賞できたことを疑いもしなかったんだろう。

　どうして、こんなに凄すごい作品を「ぼくの作や品つの盗作パクリだ」と恥はずかしげもなく言うことができたのだろう。

　晴せいの《ベルカチ》を読んで《バレットマジック・ショウダウン》よりもずっと面おも白しろいと感じたとき。

　ネットで《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の評価を読んで、結末がハッピーエンドに変わっていたことを知ったとき。

　藍あい介すけの書いた作品を最初の方だけ読んで「つまらない」と馬ば鹿かにした晴せいが、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を手放しで絶賛したとき。

　思い返せば、気付くきっかけはいくらでもあった。実際、自分でもちょっとおかしいなと思ったこともあったくらいだから。

　でも藍あい介すけは、自分の中に芽生えたそんな疑問に気付かなかった振ふりをした。自分の作品が大賞を受賞したっていう事実が、オーロラのように消えてしまうのが怖こわかったから。

　そんな自分に腹が立ってどうしようもなくて、藍あい介すけは唇くちびるを嚙かんだ。

「そして、もう一つ、ごめん。……本当に、ごめん」

「ふゃ？」

「《白雪姫スノウホワイト》の二巻は、ぼくには書けない」

　藍あい介すけがそう言ったとき、なぜだろう、睡すい[image: 蓮]れんはとても傷付いたような、今にも泣きそうな表情を浮うかべた。

「書けないって、どうして……？｝

「決まってる。あれが《バレットマジック・ショウダウン》じゃないからだ。ぼくは《バレットマジック・ショウダウン》の続きなら書ける。でも《白雪姫スノウホワイト》の続きは書けない。あれは、ぼくの作品じゃないから」

「──違ちがうよっ。《白雪姫スノウホワイト》は冬ふゆ野の君の作品だよっ！」

　睡すい[image: 蓮]れんの声が上ずる。

「前にお前も言っただろ。《バレットマジック・ショウダウン》と《白雪姫スノウホワイト》は別物だって。読んでみて分かった。本当に別物だったよ。あんなに面おも白しろいものをぼくも書いてみたかった。……でも、無理だ。ぼくには書けない。あれは間ま違ちがいなくお前一人で書き上げた作品だし、あれの続きを書けるのもお前一人だ」

　藍あい介すけは力なく目を伏ふせる。髪かみから垂れた雨水が目め尻じりをかすめて頰ほおを伝う。まるで涙なみだのように。

　百点満点中八十点くらいの出来のプロットでいい気になっていた自分の傲ごう慢まんさが、心底恥はずかしかった。レベルが違ちがいすぎる。才能が違ちがいすぎる。

　藍あい介すけの出る幕なんて端はなからなかったのだ。

　最初から睡すい[image: 蓮]れん一人で二巻を書くべきだったのだ。

　要するに、藍あい介すけが二巻を書くために費ついやした日々は、最初から無む駄だだったってこと。

　そして、睡すい[image: 蓮]れんが藍あい介すけの二巻を待つために費ついやした時間も、最初から無意味だったってこと。

「……そういうことだから、悪いけど部活もやめさせてもらう。二巻、楽しみにしてるからな。出版が決まったら教えてくれ。あと、これも返す。パソコン買うのに使った分はバイトとかして必ず返すから。……じゃあな」

　藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんに札束入りの袋ふくろを押おし付つけると、睡すい[image: 蓮]れんに背を向けてその場を離はなれようとした。

「──駄だ目めっ！」

　睡すい[image: 蓮]れんが袋ふくろを投げ捨て藍あい介すけの腕うでを摑つかんだ。凄すごい力だった。いや、その力よりも、睡すい[image: 蓮]れんの必死な声こわ色いろに驚おどろかされて、藍あい介すけは思わず睡すい[image: 蓮]れんを振ふり返かえった。

「《白雪姫スノウホワイト》は、本当に冬ふゆ野の君の作品なのっ！　だから、冬ふゆ野の君が書かなきゃ駄だ目めなのっ！」

「……そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、あれはお前が書いたものだ。ぼくにはあんな凄すごいものは書けないよ。そんな才能もない」

「そんなこと言わないでっ！　わたし、知ってるんだよっ、冬ふゆ野の君なら絶対に書けるって！　だって、だって……、《白雪姫スノウホワイト》を書いたのは、わたしの中にいる冬野君なんだからっ！」

「──え？」

　睡すい[image: 蓮]れんが何を言っているのか分からず、混乱しながら睡すい[image: 蓮]れんを見ると、睡すい[image: 蓮]れんの淡あわい色の瞳ひとみが藍あい介すけを見返してきた。涙なみだがにじむその瞳ひとみの中に、困った顔をした藍あい介すけがゆらゆらと揺ゆれている。

「あのね、わたしの中に、いっぱいわたしがいるの。鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんの『わたし』、大おお神かみ璃り々り絵えの『わたし』、朝の連ドラの主人公の子供時代の『わたし』、映画の主人公の『わたし』……。いっぱいいっぱい、数えきれない『わたし』がいるの。演技をするたびに──、いろんな役を演じるたびに、わたしの中に『わたし』が増えていったの……」

　睡すい[image: 蓮]れんの説明はよく分からなかったけれど、でも、言いたいことは何となく分かった。

　俳優や女優の中には、演じる役に入はいり込こむあまり「その役と自分の区別が付かなくなることがある」人がいるらしい。そういうとき彼かれらは、仕事から離はなれ、その役を演じる必要がない場面でも、無意識のうちにその役の人間そのものとして振ふる舞まってしまうのだとか。

　きっと、睡すい[image: 蓮]れんもそういうタイプの女優だったのだろう。天才子役と呼ばれた彼かの女じよのことだ。それくらいできても不思議ではない。

　──というか、もしかしたら、睡すい[image: 蓮]れんはむしろそれを突つき詰つめすぎてしまったのかもしれない。その結果、その役を演じる必要がなくなったあとも、睡すい[image: 蓮]れんはその役を自分の中に「わたし」として残してしまったのだろう。

　睡すい[image: 蓮]れんとパソコンを買いに行ったときのことが頭をよぎる。あのとき睡すい[image: 蓮]れんは、大おお神かみ璃り々り絵えのファンだというおばさん二人組に話しかけられた途と端たん、まるでスイッチが切きり替かわったように大おお神かみ璃り々り絵えになった。きっとあのとき、睡すい[image: 蓮]れんの中の「鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんのわたし」に代わって「大おお神かみ璃り々り絵えのわたし」が表に出てきていたのだろう。

「自分が演じた役だけじゃないの。今のわたしの中には、ひーちゃんの『わたし』もいるし、他の友達の『わたし』もいるし、晴せいちゃんの『わたし』だって育ってる途と中ちゆうなんだよ……。それでね、そんないっぱいの『わたし』の中に、冬ふゆ野の君の『わたし』もいるの……」

　睡すい[image: 蓮]れんの瞳ひとみに映る自分と目が合い、その瞬しゆん間かん、藍あい介すけはぞっとするような驚おどろきとともに気付いた。

　部活中、睡すい[image: 蓮]れんはよくキーボードを叩たたきながら男言葉で独り言を呟つぶやいていた。あのときはただ単に、藍あい介すけが渡わたした原げん稿こうを音読しているだけだと思っていたのだが、それは藍あい介すけの勘かん違ちがいに過ぎなかったのではないだろうか。

　今思えば、あのときの睡すい[image: 蓮]れんの一いち人にん称しようは「ぼく」だった。

　あのときキーボードを叩たたきながら呟つぶやいていたのは、睡すい[image: 蓮]れんではなく、睡すい[image: 蓮]れんの中の「冬ふゆ野の藍あい介すけ」だったのではないか？　睡すい[image: 蓮]れんの中の藍あい介すけが、藍あい介すけ自身が書いて渡わたした原げん稿こうを手直ししていたのではないか？

　──同じように、《バレットマジック・ショウダウン》を《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》に書き直したとき、実際に原げん稿こうを手て掛がけていたのは、睡すい[image: 蓮]れんではなく、睡すい[image: 蓮]れんの中の藍あい介すけだったのではないだろうか？

　もしそうなら、睡すい[image: 蓮]れんが言った、「《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》は、藍あい介すけが書いた作品だけど、藍あい介すけが書いた作品じゃない」という台詞せりふの意味も見えてくる。

　でも、はっきり言って、言っていることがメチャクチャだ。全然筋が通っていない。頭がおかしいんじゃないかって思う。いくら睡すい[image: 蓮]れんの中の藍あい介すけが書き上げたのだとしても、現に藍あい介すけ自身は執しつ筆ぴつに関わっていないのだし、そもそも藍あい介すけにはあんな凄すごい作品を書き上げる才能などないのだから。

「やめてくれ！　ぼくにはお前が思ってるような才能はないんだよ！　才能があったら毎回一次選考で落選なんてしてないんだ！　そんくらい分かれよ！　頼たのむから、分かってくれよ……！」

「冬ふゆ野の君こそ分かってよ！　自分に才能があるってことをっ！」

「ねえよ！　お前に何が分かるんだよ！」

「分かるよっ！　だって、わたし、ずっとあなたを見てきたんだもんっ！　小学生のとき、あのお話を読ませてもらった日からずっと──。わたしね、あのお話、まだ持ってるんだよ。ずっとずっと大事にしてるんだよ。あのお話が本当に素す敵てきだったから、あんなお話を作れるあなたがうらやましいと思ったから、わたしはわたしの中に冬ふゆ野の君の『わたし』を作ったんだよっ！」

「──！」

　放課後に観みたインタビューの動画を思い出して、藍あい介すけは動どう揺ように言葉を詰つまらせた。でも、すぐに気を取り直す。

「──だから、それはお前の買いかぶりだって言ってるだろ。そんなにぼくに続きを書かせたかったら、お前の中のぼくに書かせればいいだろ」

「それじゃ駄だ目めなのっ！　だって、わたしの中の冬ふゆ野の君より、あなたの方がずっとずっと凄すごいんだもの！　今のあなたの感性を、今のわたしなんかじゃ再現できないのっ！」

「だから、ぼくに才能なんて……！」

「──《白雪姫スノウホワイト》で、主人公とヒロインが初めて喋しやべったときの台詞せりふが、《バレットマジック・ショウダウン》のときから変わってないことに気付いた？」

「え？　ああ、気付いたけど……」

　急に話が飛んだことに戸と惑まどいながらも、藍あい介すけは頷うなずいた。あの台詞せりふが一言一句同じだったからこそ、藍あい介すけは盗とう作さくを確信したのだ。

「どうして変えなかったか、分かる？」

　そう問われて初めて、藍あい介すけはそのことの不自然さに気付いた。他の部分は大なり小なり手を加えられていたのに、あの台詞せりふだけは、まるで美術館に展示された風景画のように手を触ふれられていなかったのだ。

「そんなこと、分かるわけないだろ……」

「簡単だよ。わたしとわたしの中の冬ふゆ野の君じゃ、あの台詞せりふよりもあの場面に相応ふさわしいものを、考え付けなかったからだよ。……あの場面だけじゃないよ？　わたしの中の冬ふゆ野の君がまるまる書かき換かえた後半にだって、あなたの文章が残っていたよね？　あれは全部、あなたに遠えん慮りよして残したわけじゃないんだよっ！　わたしとわたしの中の冬ふゆ野の君が、あなたの才能を超こえられなかったから残さざるを得なかった文章なんだよっ！」

「で……、でも、そんなのたった数行だろ。たったそれだけで、ぼくに才能があるって言われても──」

「──その数行が重要なのっ！　ううん、数行じゃなくても、たった一行だって、たった一フレーズだっていい。誰だれにも書かき換かえることができない一文を書けるっていうことが、どれだけ凄すごいことか分からないの？　その瞬しゆん間かん、その一文を書いたあなたは、この世界で一番凄すごい小説家だったんだよっ！　あなたはそれになることができた！　できた！　できたんだよっ！　だから、お願い……、お願いだから……！」

　睡すい[image: 蓮]れんの両手が伸のびて、藍あい介すけの両りよう肩かたをぎゅっと摑つかんだ。

　栗くり色いろの双そう眸ぼうがゆらりとにじんで、涙なみだがあふれる。

「……自分に才能がないなんて、言わないでよお……！」

　泣き顔を隠かくすように、睡すい[image: 蓮]れんが藍あい介すけの胸に額を押おし当あてる。

「もう一度あなたの物語を……、今度こそ本物のあなたが書いた物語を、わたしに読ませてよお……！」

　睡すい[image: 蓮]れんの涙なみだ混まじりの声が、藍あい介すけの胸に深く沁しみ込こんでゆく。

　痛い。

　痛い。

　心が、痛い。

　どうして……！

　どうしてお前は、ぼくを諦あきらめてくれないんだよ！

　そんなに期待するなよ！

　期待されても、ないものはないんだよ！

　自分に何もないことくらい、本当はもうとっくに気付いてたんだよ！

　だからぼくは、晴せいが言うように手て垢あかの付いた「王道」しか書けなかったんだよ！

　だからぼくは、お前に「つまらない」って言われるものしか書けなかったんだよ！

　……それなのにお前は、こんなぼくに、才能があるなんて、どうしてそんな残ざん酷こくな言葉を投げかけるんだよ！

　そんなことを言われたら……。

　他の誰だれでもない、お前にそんなことを言われたら……。




　──また信じてみたくなるだろ。自分には何かがあるかもしれないんだって！




「本当に……、ぼくなんかが書いていいのか？」

　藍あい介すけの胸の中でしゃくりあげながら、睡すい[image: 蓮]れんが頷うなずく。

「上手うまく書けないかもしれない。またつまらないものしか書けないかもしれない。それでも、いいのか？」

　睡すい[image: 蓮]れんがまたこくりと頷うなずく。

　書いていいのなら、書きたい。あの最高に面おも白しろい作品の続きを自分の手で生み出したい。

　でも、怖こわい。

　あれに匹ひつ敵てきするものを、書ける気がしない。

　自分のせいで《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》が駄だ目めになる未来しか思おもい浮うかばない。

「……やっぱり、無理だ」

「無理なんて、言わないでよお……」

　かすれる声で、睡すい[image: 蓮]れんが呟つぶやく。

「無理だよ。……ぼく一人じゃ絶対に無理だ」

　藍あい介すけは言う。

「だから鮎あゆ原はら、お前の力を貸してくれ」

　睡すい[image: 蓮]れんが弾はじかれたように顔を上げる。

「わたしの……？」

「ああ。お前とだったら絶対に書ける。一巻よりも面おも白しろいものが。だから、一いつ緒しよに書いてくれ。頼たのむ……」

「……うん」

　睡すい[image: 蓮]れんは頷うなずきながら俯うつむいてしまう。ぐずぐずと鼻をすする音が聞こえて、また泣き出したんだと分かった。

　そんな睡すい[image: 蓮]れんの栗くり色いろの頭を眺ながめていて、その長い髪かみからシャンプーの香かおりがふわりと漂ただよってきたときに、なぜだか急にぼろぼろと涙なみだが零こぼれてきた。

　嬉うれし泣なきかもしれない。

　もらい泣きかもしれない。

　それとも、理由なんてないのかもしれない。

　藍あい介すけは声を殺して泣いた。

　これまでの人生の中で一番透すき通とおった涙なみだだった。

　雨に冷えた頰ほおに涙なみだは驚おどろくほど熱かった。

　藍あい介すけが泣いたことに気付いた睡すい[image: 蓮]れんが顔を上げようとした。泣き顔を見られるのが恥はずかしくて、藍あい介すけは思わず睡すい[image: 蓮]れんの頭をぎゅっと抱だき寄よせた。柔やわらかな髪かみの毛けが指に絡からみひんやりした。

　睡すい[image: 蓮]れんは抵てい抗こうしなかった。むしろ自分から藍あい介すけの胸にぎゅむうと顔を押おし付つけてきた。

　頰ほおを伝う熱さと、腕うでの中の睡すい[image: 蓮]れんのぬくもりを感じながら、藍あい介すけは心に決める。

　今度こそ絶対に面おも白しろいものを書いてやる、と。

　自分には書けないという不安はもうなかった。

　だって今度は、睡すい[image: 蓮]れんが一いつ緒しよなのだから。

[image: ]





◆






　一方その頃ころ、統星すまる高校の技術室では、藍あい介すけのスマホがひっきりなしに振しん動どうしていた。

　約束の時間になっても現れない藍あい介すけに業ごうを煮にやした晴せいが、まるで機き関かん銃じゆうを連射するみたいにメッセージを送り続けていたのだ。

　なお、藍あい介すけが晴せいとの約束を思い出したのは、翌朝、技術室にスマホを取りにきて、百件を優に超こえる罵ば詈り雑ぞう言ごんを目にしたときだった。





◆






　翌朝、技術室でスマホを回収した藍あい介すけは、あらん限りの言葉を尽つくした謝罪のメッセージを晴せいに送ってから教室に向かった。

　教室に入って自分の席に向かう途と中ちゆうで、隣となりの席の睡すい[image: 蓮]れんと目が合った。

　昨日、ついうっかりとはいえ、睡すい[image: 蓮]れんを抱だき寄よせてしまったことを思い出して、照れくさいやら気まずいやらで、ちょっと緊きん張ちようしてしまった。

　でも、睡すい[image: 蓮]れんの方は、昨日のことなんて何とも思ってませんよ～、みたいな感じで普ふ段だん通どおりのへにゃりとした笑えみを浮うかべてくれた。

　久ひさし振ぶりに見るその笑え顔がおにつられ、藍あい介すけも笑えみを零こぼす。

　そして、

「おはよう、鮎あゆ原はら」

　藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんに声をかける。

「おはよ～」

　睡すい[image: 蓮]れんが柔やわらかな声で答える。

　昨日までの、同じ教室にいるのに他人同士みたいだった二人は、もうどこにもいなかった。







[image: 第六章　ひつじ、暴かれる]





◆






　それからの数日間は、小学生のときから始まった藍あい介すけの執しつ筆ぴつ人生の中で一番きつかった。

　二巻の設定もプロットも全部一から練り直しては、納なつ得とくがいかなくて消す、ということを何度も繰くり返かえした。何のアイデアも浮うかばず、ノートパソコンの前で頭を抱かかえたまま、数時間以上、一文字も打てなかったことだってあった。

　そうやってつまずくたびに、藍あい介すけは《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の一巻を狂くるったように読み返し、そこに息づく物語から、あるいは行間から、二巻につながる何かを必死に探し求めた。

　正直、文章を書くのが怖こわいと思ったのは、これが初めてだった。

　何を書いても面おも白しろいものができる気がしなかった。書けば書くほどに、それは《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》からは遠い物語になってしまいそうだった。

　まるで、星も月もない闇やみ夜よの中を彷徨さまよっているみたいだった。

　ゴールはある。でも、どっちに歩けばそこに辿たどり着つくか分からないし、そこがどれほど離はなれているのかも見当がつかない。

　藍あい介すけは闇やみの中を手て探さぐりで歩きながら（本当にこっちの方向であってるんだろうか）ってびくびくしている。そして不意に（もしかして、全然別の方向に歩いてるんじゃないだろうか）って疑ぎ心しん暗あん鬼きにとらわれて足が止まる。不安になってきょろきょろとあたりを見回す。でも、この暗くら闇やみだ。藍あい介すけの目には何も映らない。

（これ以上歩いても無む駄だなんじゃないか……）

（ぼくの力じゃゴールするなんて無理なんじゃないか……）

　そんな思いが頭を過よぎり、藍あい介すけはその場にうずくまって全てを諦あきらめたくなる。

　そんなとき、闇やみの向こうから、ふうう……、といい香かおりが漂ただよってくる。

　──睡すい[image: 蓮]れんの髪かみの香かおり。

　闇やみの向こう、藍あい介すけが辿たどり着つかなきゃいけない場所で、睡すい[image: 蓮]れんが待っている。

（行かなきゃ……！）

　藍あい介すけは萎なえかけた足に力を入れ、また歩き出す。

　踏ふみしめた一歩一歩が文字となり、

　歩いた軌き跡せきが文章となり、

　歩いた距きよ離りの分だけ《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の物語が闇やみの中で淡あわく輝かがやき出だす。




　そして──




「──読んでくれ」

　放課後の技術室で、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんにＵＳＢメモリを渡わたした。この数日間、何度も挫くじけそうになりながら練り上げた設定とプロットが入っていた。

　睡すい[image: 蓮]れんは頷うなずいてＵＳＢメモリを受け取ると、自分のノートパソコンに差さし込こみ、真しん剣けんな眼まな差ざしでそれを読み始めた。

　読み終わるのを待っている間、藍あい介すけは、判決を待つ罪人みたいな気持ちで、睡すい[image: 蓮]れんをじっと見つめていた。

　五分もしないうちに睡すい[image: 蓮]れんが顔を上げ、藍あい介すけを見た。

「もう読み終わったのか。……どうだった？」

　藍あい介すけの声は緊きん張ちようで硬かたくなった。睡すい[image: 蓮]れんの眼鏡に適かなうプロットが書けたかどうか自信がなかったからだ。でも、もしこれが駄だ目めでも諦あきらめようとは思わない。睡すい[image: 蓮]れんに面おも白しろいと言わせるまで、何度も何度も書き直してやるつもりだった。

「あの、冬ふゆ野の君、えっとね……」

　睡すい[image: 蓮]れんは言いづらそうに口を開く。

「うん」

　藍あい介すけは頷うなずいて続きを促うながす。あまりよくない反応。やっぱり駄だ目めだったのか……。

「そんなにじっと見つめられたら、照れるよお……」

「は？」

　思いもよらぬ言葉に、藍あい介すけは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられる。

「──いや、照れてないでさっさと読めよ！」

「無理だよお。そんな熱い眼まな差ざしで見つめられたら、もしかして冬ふゆ野の君、わたしのこと好きなのかなあ、って誤解しちゃうよお」

「なっ──！」

　藍あい介すけは声を詰つまらせる。

「──何言ってんだよ！　お前のこと見てたのは、さっさとプロット読み終われよバーカって思ってたからだよバーカ！　ていうか、別にお前のことなんて好きでもなんでもないし！」

　焦あせりすぎて口から低レベルの悪口が滑すべり出でた。まるで小学生の男子が気のある女子に意地悪をするときみたいな台詞せりふで、自分で言ってて少しだけ辛つらくなった。

　睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけの小学生じみた反論を聞きながら、へにゃりと笑ってこう続けた。

「ふゃ、そう？　わたしは冬ふゆ野の君のこと好きだったけどなあ」

「……は？」

　突とつ然ぜんの告白に一いつ瞬しゆん頭がフリーズしかけたけれど、すぐに前にも同じようなことを言われたことを思い出した。

「……ああ、そうか。ぼくの作品が好きってことか。紛まぎらわしい言い方するなよ」

「冬ふゆ野の君の作品もそうだけど……、実はわたしね、小学校のとき、冬ふゆ野の君のことが好きだったんだよお」

「は？」

「だって、冬ふゆ野の君は《山やま食くいキツネと野ウサギ》みたいな素す敵てきなお話を作れる男の子だもん。好きにもなるよお……」

　睡すい[image: 蓮]れんは両手を頰ほおに当てて照れながら、もにょもにょとそう言った。

「──！」

　顔がかあっと熱くなって、藍あい介すけは自分の顔が死ぬほど赤くなっていることを自覚した。

　やばい、何かすげー嬉うれしい。

　でも、直後に襲おそってきたアホみたいな気き恥はずかしさや、睡すい[image: 蓮]れんの周りに漂ただよう微び妙みようにほわんとした空気に耐たえられなかったから、藍あい介すけはぷいとそっぽを向いて、面おも白しろくなさそうな声こわ色いろを作って言った。

「──でも、小学校のときの話だろ？　そんな昔のこと言われても別に嬉うれしくないし」

　そこでやめておけばよかったのに、藍あい介すけは聞きたいことを思いついてしまい、どうしてもそれを聞かずにいることができなかった。だから、藍あい介すけは無理に仏ぶつ頂ちよう面づらを作って、全然興味ありません的な雰ふん囲い気きを醸かもし出だしながら、それとなく──自分にしてはごく自然な感じで──こう続けた。

「……ていうか、今はどうなんだよ。今は」

「今？　今はねえ……」

　頰ほおに手を当てたまま、睡すい[image: 蓮]れんがはにかみながら答えようとしたとき、

「──そういうのは私がいないところでやってくれないか？」

　少し離はなれたところで、組んだ脚あしの上にスケッチブックを載のせ、新たに作るフィギュアのラフスケッチを描えがいていた氷ひ緒お菜なが、相変わらずの冷めた声で口を挟はさんできた。ああ、そういえばこいつもいたんだっけか。

　改めて二巻を書くことを決めた翌日、藍あい介すけは一応、睡すい[image: 蓮]れんと仲直りしたことを氷ひ緒お菜なに伝えた。氷ひ緒お菜なは「ん」と興味なさげに頷うなずいただけだった。睡すい[image: 蓮]れんへの誤解を解くきっかけをくれたこの女子生徒は相変わらずクールだった。

（何でこのタイミングで話を遮さえぎるんだよ！）

　藍あい介すけはそんな不満を込こめた視線をちらりと氷ひ緒お菜なに向けたが、氷ひ緒お菜なが氷点下の瞳ひとみでこちらを見返してきたので思わず目を逸そらす。

「冬ふゆ野の、一つ忠告」

　しかも、珍めずらしくあっちから話しかけてきた。

「何だよ」

「子役時代、れんは泣く演技と照れる演技が一番得意だった。だから、惑わされるなよ？」

　氷ひ緒お菜なは最後の一言を特に強く発音した。

　──え？　じゃあ今のって……？

「ふゃ……、もう、ひーちゃん、どうしてそういうこと言うの。もう少しで騙だませたのにっ！」

「騙だませた？　お前、やっぱり今の演技だったのか？　うわ、最低だこの人！」

「……めえめえ」

「めえめえ、じゃねえよ！　いつまでもそれで誤ご魔ま化かせると思うな！」

「うえ～ん、ひーちゃ～ん。冬ふゆ野の君がわたしにとっても厳しいよお」

　睡すい[image: 蓮]れんは目元に両手を当てて泣なき真似まねをする。

「ん」

　氷ひ緒お菜なは一いつ切さい興味がない感じの生返事をする。

「ふえ～ん、ひーちゃんも冷たいよお。わたしの周りは敵だらけだよお」

「言っとくけど、敵を作ってるのはお前自身だからな？」

「めえ……」

　藍あい介すけの一言で睡すい[image: 蓮]れんはあからさまにしょんぼりする。

「……もういいよお。二人とも意地悪だから、わたしは大人しくプロットでも読んでますよ～だ」

　拗すねたように頰ほおを膨ふくらませながら、睡すい[image: 蓮]れんは今度こそ真面目に読み始める。




　一時間くらいかけてじっくり読んでから、睡すい[image: 蓮]れんがようやく顔を上げた。

「……どうだった？」

「うん、すっごくいいと思うよお」

「本当か？」

「本当だよお。一巻の設定も上手うまく取とり込こんでるし、このプロットなら絶対面おも白しろいものが書けると思うよお。でも、ちょこ～っと気になるところがあるかも。例えば……」

　睡すい[image: 蓮]れんがノートパソコンをこちらに向け、気になった点を指し摘てきする。

「ああ、なるほど。言われてみれば確かに無理があるか。……じゃあ、こう変えたらどうだ？」

　藍あい介すけはプロットの一部を書かき換かえる。

「あ、うんうん。そっちの方がいいかも。他にも、こことか、こことか、こことか……」

「いや、ここはともかく、こっちを直すと後のシーンで矛む盾じゆんが出てくるんじゃないか？」

「ふゃ、そっかあ。じゃあ、それはそのままにして、こっちだけ変えない？」

「分かった」

　そんな感じで意見を出し合いながら、藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんはプロットを詰つめてゆく。

　一人で考えて書いていたときには気付かなかったたくさんのアイデアを、睡すい[image: 蓮]れんは藍あい介すけにくれた。藍あい介すけはそれを基もとにプロットを磨みがき上あげてゆく……。




　プロットを直し終えた頃ころには、時刻は午後七時を回っていた。

「……よし、終わった」

　自己満足じゃなくて、本当にいいプロットになったという充じゆう足そく感かんに満たされながら、藍あい介すけはほっと息を吐ついた。

「お疲つかれさま～。このプロットは後で担当編集者さんにメールで送っておくねえ。……もうこんな時間だし、今日は帰ろうよお」

「だな」

　ちなみに、氷ひ緒お菜なはもういなかった。ラフスケッチが終わったらさっさと帰ってしまったのだ。

　藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんは高校を出て駅へと向かう。

　梅雨つゆ明あけが近いのか、今日は珍めずらしく雨が降っていなくて、まだ茜あかね色いろに明るい空には水すい彩さい画がみたいに淡あわい月が浮うかんでいた。足の遅おそい風がゆるりと吹ふき、熱気を含ふくんだ空気をだるそうに攪かく拌はんする。どこからともなく聞こえる虫の音は、普ふ段だんはうるさくてうっとうしいと思うのに、今日はなぜか寂さびし気げに藍あい介すけの耳を打った。

　駅の前まで来たとき、ふと藍あい介すけの中にこんな思いが芽生えた。

（ああ、やだな。ここで鮎あゆ原はらと別れなきゃならないのか……）

　そして、そんな思いが足に絡からまったかのように、気付けば藍あい介すけは足を止めていた。

「……どうしたの？」

　数歩行き過ぎてから立ち止まった睡すい[image: 蓮]れんが、藍あい介すけを振ふり返かえる。

　いや、別に……。と言おうとしたけれど、咄とつ嗟さについて出たのは、全然別の台詞せりふだった。

「あのさ……。どっかでご飯でも食べてかないか？」

「ふゃ？」

「あ、ええと……、さっきのプロット、念のためもう一回見直したいなと思ってさ……。ちょうど腹も減ったし、ご飯でも食べながら見直せないかなって……」

　藍あい介すけはちょっとしどろもどろになりながら適当な口実を作る。

「うん、いいよお」

　睡すい[image: 蓮]れんが特に疑うことなく笑え顔がおでそう答えてくれて、藍あい介すけはほっとしたやら嬉うれしいやらで、思わず安あん堵どの溜ため息いきを漏もらした。

「どこのお店に行こっか？」

「うっ……」

　咄とつ嗟さに誘さそったまではいいけれど、店のことは全然考えていなかった。藍あい介すけは必死に脳みそを回転させ近くの飲食店を思い出す。ラーメン屋──は却きやつ下か。ファーストフード店──もなしだよなあ。牛ぎゆう丼どん屋や──だって女の子を連れて入るような店じゃないだろ。やばい。全然思いつかない。

「そうそう、この前の喫きつ茶さ店てんあるよねえ。あそこ、パスタが美味おいしいんだよ。そこに行かない？」

「……へえ、そうなのか。じゃあ、そこにするか」

　藍あい介すけは内心（助かった！）と思いながらも、平静を装よそおって頷うなずく。

　そのときだった。

「──折角だから、あたしも一いつ緒しよに行っていいかしら？　もちろん、いいに決まっているわよね？」

　涼すずやかな声が駅の方から矢のように放たれ、藍あい介すけの心臓を射い貫ぬく。

　茜あかね色いろにくすむ駅を背に、長く伸のびる影かげを踏ふみつけながら、そいつは大おお股またで近づいてきた。

「うげ……」

　藍あい介すけは思わず呻うめく。

　夕日を受け赤くつやつやと輝かがやく長い髪かみに、レトロモダンな紫むらさき色いろの着物と袴はかま。切れ長の目の凜り々りしいその顔立ちは、今の藍あい介すけにとっては、死神のスカルフェイスのように不ふ吉きつだった。

（何でこいつがこんなところにいるんだよ……！）

「──あ、晴せいちゃんだ。やほ～。どうしたの、こんなところで？」

　睡すい[image: 蓮]れんが能天気に手を振ふる。

「君たちを待っていたのよ。一時間くらい前から、ずっと」

　待まち伏ぶせしてたの間ま違ちがいじゃないのか？

「一時間も？　それなら連れん絡らくくれればよかったのに」

「連れん絡らくをすると逃にげられるかもしれないでしょう？」

　そう言って晴せいがこっちを睨にらんでくる。うわ、この人、この間約束すっぽかしたことすげー怒おこってるんですけど。

「別に逃にげないよお」

「立ち話もなんだし、お腹なかも空すいたから、その喫きつ茶さ店てんとやらでご飯を食べながらお話ししましょう。──冬ふゆ野のもそれでいいわよね？」

　晴せいがわざわざ藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんに会いにくるなんて、その理由は一つしか考えられない。

「いや、ちょっと待ってくれ、佐さ渡どヶが島しまさん。ぼくたちはこれから小説のことで話をするんだ。だから、悪いけどまた今度にしてくれないか？」

「あら、友達を邪じや険けんにすることはないでしょう？　それとも、このあたしがいたら不都合なことでもあるのかしら？」

　不都合だらけなんですけどね！　そう言いたかったが、睡すい[image: 蓮]れんがいる手前、藍あい介すけは言葉を吞のみ込こんでしまった。

「一いつ緒しよに行ってもいいわよね、れん？」

「うん。全然大だい丈じよう夫ぶだよお？　じゃあ行こ？」

　にこにこと微笑ほほえみながら、睡すい[image: 蓮]れんが率そつ先せんして歩き出す。





◆






　駅の裏通りに埋まい没ぼつするように営業する喫きつ茶さ店てんに入る。

　相変わらず客のいない店内で、藍あい介すけたちは四人掛がけのテーブルに着いた。パスタが美味おいしいと睡すい[image: 蓮]れんが言ったので、三人ともパスタとドリンクのセットを頼たのんだ。

　先に飲み物が運ばれてきた。藍あい介すけがコーラで睡すい[image: 蓮]れんがカフェラテ、晴せいがコーヒー。

　料理がくるまで、睡すい[image: 蓮]れんと晴せいは飲み物を飲みながら学校のこととか好きな小説のことで雑談をしていた。たまに藍あい介すけにも話題を振ふられたけれど、藍あい介すけは二人の会話が全然頭に入ってこなくて、的外れな返事を連発した。

　晴せいがいつ盗とう作さくの話を持ち出すかと気が気じゃなかった。いくら睡すい[image: 蓮]れんへの怒いかりがあったとはいえ、盗とう作さくのことを晴せいにばらそうとしていた過去の自分に本気で殺意を覚えた。何であのときあんなメッセージを晴せいに送ってしまったんだろう、と今いま更さらながら激しく後こう悔かい。

　料理が運ばれてきて、雑談を続けながらそれを食べ始める。

「あら、本当に美味おいしいわね」

　夏野菜のパスタを頰ほお張ばりながら、晴せいが感心したように言う。

「でしょ～？　ここ、意外に穴場なんだよお。冬ふゆ野の君はどう？」

　睡すい[image: 蓮]れんがにこにこしながらワタリガニのトマトクリームパスタをフォークに巻き付ける。

「ああ、美味うまいんじゃないか」

　藍あい介すけはアラビアータを食べながら答えたが、正直、それどころじゃなくて味なんて全然分からなかった。

「君、さっきから元気がないわね？　一体どうしたというの？　普ふ段だんは小悪党みたいにねちねち嫌いや味みを言う君が大人しいと気味が悪いわ」

「……余計なお世話だ」

「何か悩なやみがあるなら、このあたしが聞いてあげてもいいわよ？　もし小説を書くことへの悩なやみだったら、迷わず筆を折りなさいとアドバイスを送るわ。それ以外の悩なやみだったら話半分で聞いてあげるわ」

　話半分じゃなくてしっかり聞けよ！　つか、ぼくの悩なやみの種はお前だよ！　という言葉を藍あい介すけはぐっとこらえる。

「別に、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そうこうしているうちに、三人とも料理を食べ終わる。

　晴せいがまだ少し残っていたコーヒーをくうっと飲みきって、満足げに小さく息を吐つく。

「料理もコーヒーも美味おいしいし、このお店、気に入ったわ。また来ようかしら」

　そして、頰ほおにかかる髪かみを払はらいながら、

「──そうそう。そう言えば、れん。《白雪姫スノウホワイト》を書いたのって、君一人じゃないわよね？」

　さりげなく、そして唐とう突とつに、その話題をぶっ込こんできた。

「ふゃ──？」

　この奇き襲しゆうにさすがの睡すい[image: 蓮]れんも目を丸くした。

「この前、冬ふゆ野のにも聞いたんだけれど、はぐらかされて埒らちが明かなかったから、改めて君に聞くわね。《白雪姫スノウホワイト》の執しつ筆ぴつには、二人の人間が関わっている。そうよね？　違ちがうとは言わせないわよ？」

　驚おどろきの表情を浮うかべる睡すい[image: 蓮]れんに、晴せいは淡たん々たんとした口調で、この前ファーストフード店で藍あい介すけにしたのと同じ話をした。それを聞きながら、睡すい[image: 蓮]れんの顔から表情が消えてゆくのが分かった。

　下手な噓うそや誤ご魔ま化かしが通用しないのは、晴せいの黒曜石みたいな瞳ひとみに浮うかぶ意志の光を見れば明らかだった。藍あい介すけがこの前、晴せいに盗とう作さくを認めることを仄ほのめかすようなメッセージを送ってしまったことも、晴せいの疑いをより強くする一因となったのは間ま違ちがいないだろう。

（ああ、くそ……。ぼくが余計なことをしたせいで！）

　自責の念に藍あい介すけは唇くちびるを嚙かむ。

　悔くやしいけれど、藍あい介すけにはこの状じよう況きようをひっくり返す手段は思いつかない。

　でも、もしかしたら、睡すい[image: 蓮]れんなら持ち前の演技力と機転でどうにか誤ご魔ま化かせるかもしれない。いや、きっとそうしてくれるに違ちがいない。

　一いち縷るの望みをかけ、藍あい介すけは固唾かたずを吞のみ睡すい[image: 蓮]れんを見守る。

　数秒の沈ちん黙もくの後で、睡すい[image: 蓮]れんの小さな唇くちびるが動く。

「……《白雪姫スノウホワイト》を書いたのは、本当は冬ふゆ野の君なの。わたしは偶ぐう然ぜん冬ふゆ野の君の原げん稿こうを手に入れて、それを勝手に書き直して応おう募ぼしただけ……」

「──おい、鮎あゆ原はら、何言ってんだよ。あれはお前が一人で書いたんだろ！」

　藍あい介すけは強い口調で言ったが、睡すい[image: 蓮]れんは諦あきらめたように首を左右に振ふった。

「無理だよ、冬ふゆ野の君。目を見れば分かる。晴せいちゃんにはもう隠かくし通とおせないよ……」

「だけど──」

「二人で書いたことを認めるのね？」

「うん、認めるよ。でも、冬ふゆ野の君は悪くないの。全部わたしが勝手にやったことなの」

「……分かった。もう君に聞くことはないわ」

　晴せいは無感情に言うと、金きん魚ぎよ柄がらのリュックを手におもむろに立ち上がり、藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんに背を向け歩き出そうとした。

　背筋がぞくりとなる。

　盗とう作さくのことを怒おこるでも責めるでもなく、それさえ聞けばもう用はないと言わんばかりの晴せいの態度は、見ているこっちが怖こわくなるくらいに無機的だった。

　晴せいが何を考えているのか分からない。でも、何を考えていても──例えば、このまま喫きつ茶さ店てんを出て家に帰って、出版社に盗とう作さくのことを連れん絡らくしようと思っていても──おかしくない雰ふん囲い気きだった。

　──駄だ目めだ。それだけはさせちゃいけない。

　このままこいつを帰しちゃいけない。

　どうにか盗とう作さくのことを黙だまっててくれるように説得しないと！

「待ってくれ！」

　藍あい介すけは立ち上がって、晴せいの腕うでを摑つかんで引き止めた。

「何よ」

　晴せいが仏ぶつ頂ちよう面づらで振ふり向むく。

「確かに、《白雪姫スノウホワイト》は最初は盗とう作さくだった。そういう意味では、出版社とか、佐さ渡どヶが島しまさんみたく《白雪姫スノウホワイト》を読んでくれた人たちを騙だましたことになるから、それは本当に悪いと思ってる。謝あやまるよ。でもその盗とう作さくも、何て言えばいいのかな……、ぼくと鮎あゆ原はらの中ではもう盗とう作さくじゃなくなったんだ。だから、ええと……、こんなことを頼たのむのも虫が良すぎると思うけど、できれば、このことは誰だれにも言わないでほしいんだ。──頼たのむ。後生だ」

「──離はなして。いくらあたしでも我が慢まんの限界があるのよ」

　晴せいは突つき放はなすように言って藍あい介すけの手を振ふりほどくと、店の出入り口へと歩き出した。

　藍あい介すけは晴せいを呼び止めようとしたが、もはや何て声をかけていいのか思い付かなかった。

　喫きつ茶さ店てんを出て自宅に戻もどり、インフェルノ文庫の編集部に盗とう作さくを暴ばく露ろする電話をかける晴せいの姿が頭をよぎる。

　藍あい介すけの隣となりで、睡すい[image: 蓮]れんが観念したかのようにぎゅっと目を瞑つぶった。

（ああ、くそ。もう駄だ目めだ……！）

　そして晴せいは、

　出入り口の前を通り過ぎ、

　店の奥おくまった位置にあるドアを開け、

　その向こうに消えた。

　そのドアには「お手洗い」と書かれた木製のプレートがぶら下がっていた。

「……？」

「……？」

　藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんは顔を見合わせる。

　お互たがいに、それまでの人生で一番間の抜ぬけた顔をしていた。




　ほどなくして晴せいがトイレから戻もどってきて、また藍あい介すけたちの向かいに座すわった。

「──話の腰こしを折って悪かったわね。続けてちょうだい」

　晴せいは何事もなかったかのようにさらりと言う。

「……」

「どうしたの？　続きがあるんでしょう？　何を言うなっていう話だったかしら？」

「……お前、帰るつもりじゃなかったのか？」

「失礼ね。お金も払はらわずに帰るわけないでしょう。常識で考えなさい、お馬ば鹿かさん」

「いや、でも、すげーきつい声で、我が慢まんの限界だ、って言ったじゃん。それに、荷物を持って立ち上がったから、てっきり怒おこって帰るのかと思って……」

「馬ば鹿か。いくらあたしでもお手洗いを我が慢まんするのには限界があるのよ。特にコーヒーには利り尿によう作さ用ようがあるんだから。それなのに、お手洗いに行くのを邪じや魔まされたら怒おこるに決まっているじゃない」

「──我が慢まんの限界ってそっち!?　ていうか、トイレに荷物持ってくなよ。紛まぎらわしい」

「女の子には女の子の事情っていうものがあるのよ。それくらい言わずとも察しなさい。本当、君ってデリカシーがないわよね。最低。女の敵。人間失格。れんもそう思うでしょう？」

「──ふゃ？　う、うん。そうだねえ。失格だねえ」

　うわ、こいつあっさり裏切りやがった！

「まあいいわ。話を戻もどしましょう。れんの口から《白雪姫スノウホワイト》は二人で書いた作品だって聞くことができたから、あたしからはもう何も聞くことはなかったんだけれど……、あれ、最初は盗とう作さくだったのね。どうりで二人で相談して書いた感じがしないはずよ。さすがのあたしも少し驚おどろいたわ」

　晴せいは心の底から意外そうな口調で言った。

「──え？　いや、ちょっと待て佐さ渡どヶが島しまさん。お前、盗とう作さくに気付いてたんじゃないのか？」

「共作だとは思ったけれど、盗とう作さくだとは思わなかったわよ」

「──まじですか!?」

　藍あい介すけは盛せい大だいに顔をしかめて頭を抱かかえる。

　言われてみれば確かに、晴せいは「二人で書いた」と言ってはいたが「盗とう作さく」とは一度も口にしていなかった。

　とっくに盗とう作さくがばれていると思っていたのだが、それは単に藍あい介すけの早とちりでしかなかったのだ。うわ、最悪。言わなきゃよかった。これじゃあ墓ぼ穴けつを掘ほっただけじゃないか。隣となりでは睡すい[image: 蓮]れんも何とも言えない微び妙みような表情を浮うかべていた。

「ええと、さっきも言ったけどさ……、この盗とう作さくのことは、できれば出版社の人には言わないでほしいんだ……」

「言わないわよ。言うわけないじゃない」

「まじで？」「ふゃ、本当？」

　藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんは同時に聞き返す。

「当たり前でしょう。だって、盗とう作さくの問題は君たちの中ではもう解決したのよね？　それならもうそれで十分じゃないの？　それに、もし出版社に告げ口して《白雪姫スノウホワイト》の二巻が出なくなったら、この前の雪せつ辱じよくを果たせなくなってしまうもの」

「雪せつ辱じよく？　何のこと？」

　睡すい[image: 蓮]れんが不思議そうに首をかしげる。

「──何のことって、決まっているでしょう！」

　晴せいはいつぞやのようにテーブルに膝ひざをついてぐっと身を乗り出すと、睡すい[image: 蓮]れんの胸むな倉ぐらを両手で摑つかんで揺ゆさぶりながら声を荒あららげた。

「《ベルカチ》と《白雪姫スノウホワイト》の優ゆう劣れつの話よ！　この前、このあたしが直々に負けを認めてあげたことを忘れたとは言わせないわよ！」

　カウンターのマスターがこっちを睨にらんできたが晴せいは一いつ切さい動じない。藍あい介すけもこういう図太いメンタルの持ち主に生まれたかったなあ、と一いつ瞬しゆんだけ思う。

「ふゃ～、全然分かんないよお～！」

　睡すい[image: 蓮]れんがぐるぐる目を回しながら言う。

「信じられない。まだとぼけるつもり！」

「……おい、佐さ渡どヶが島しまさん。多分だけど、お前が負けを認めたことって、ぼくにしか話してないぞ」

「あら、そうだったかしら？　……そう言えばそうだったわね。ごめんなさい、れん、勘かん違ちがいだったわ」

　晴せいは睡すい[image: 蓮]れんから手を離はなす。

「酷ひどいよお。ぐらぐらされ損だよお……」

「気にすることないわ。よくあることだもの。……そんなことはどうでもいいの」

「どうでもいいのっ!?」

「そんなことより、一巻はあたしの負けよ。けれど──」

　晴せいはテーブルの上に立たて膝ひざをして藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんを睨にらむように見下ろすと、まるで拳けん銃じゆうを突つき付つけるかのように、びしりと指をさしてきた。

「──二巻は負けない。次こそあたしの《ベルカチ》で君たちの《白雪姫スノウホワイト》を叩たたきのめしてあげるから、首を洗って待っているといいわ！」

　突とつ然ぜんの宣戦布告に、だが、藍あい介すけは受けて立つとばかりに立ち上がって晴せいを見返す。

「言っとくけど、さっき出来上がった二巻のプロット、お前が想像してるより全然面おも白しろいんだからな。返かえり討うちにしてやる」

「ふふん、まだプロットだけのくせに大層な自信だこと。それじゃあ、どっちの二巻が面おも白しろいか勝負しましょう？　負けた方は勝った方の言うことを何でも聞く。分かったわね？」

「受けて立つよ。《白雪姫スノウホワイト》が面おも白しろすぎて、もしお前がファンレターを出してきても、絶対返事書いてやらないから覚かく悟ごしとけよ」

「君の方こそ、あたしにファンレターを出したらどうなるか分かっているんでしょうね？　ちゃんと返事を書いてあげるから覚かく悟ごしておきなさい」

「いい奴やつだなお前！　ちょっと好感度上がったんだけど」

「ねえねえ、二人とも、小説で勝負なんてやめようよお。わたしたちはそんなことをするために小説を書いてるんじゃないんだから。読んだ人が面おも白しろいって思ってくれる作品を書くことの方がずっと大事だと思うよお」

　睡すい[image: 蓮]れんがのんびりした口調で口を挟はさむ。

「あら、れん。勝負から逃にげる気？　もしかして勝つ自信がないのかしら？」

「ふゃ、勝つとか負けるとかはよく分からないけど……、でもね、晴せいちゃん、冬ふゆ野の君と一いつ緒しよに考えた二巻のお話は、きっと一巻より面おも白しろくなると思うよお。ね、冬ふゆ野の君？」

　睡すい[image: 蓮]れんがふにゃりと頰ほおを緩ゆるめて藍あい介すけに微笑ほほえみかける。それは、二巻が一巻を超こえることを信じて疑っていないかのような笑えみだった。

　昨日までの藍あい介すけなら、もしかしたらその笑えみから目を逸そらしていたかもしれない。そんなの書いてみないと分からない、と睡すい[image: 蓮]れんの言葉を否定していたかもしれない。

　でも、今は違ちがう。

　藍あい介すけは気付いたのだ。

　自分一人の力では一巻を超こえる作品は書けないけれど、睡すい[image: 蓮]れんが一いつ緒しよに悩なやみ、考え、書いてくれるなら、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》はどこまでも面おも白しろくなる可能性に満ちているということに。

　藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんに顔を向け、その笑え顔がおを真まっ直すぐに受け止める。

　そして、強く、はっきりと答えた。

「ああ、一巻より絶対面おも白しろくなる。──絶対に」

　声は、ダークブラウンを基調とした静かな店内に誓ちかいのように響ひびき、睡すい[image: 蓮]れんの淡あわい色の瞳ひとみへと吸すい込こまれた。

「うん、絶対に面おも白しろくしようねえ。──絶対にだよ」







[image: プロローグで終わるエピローグ]




　翌日の放課後、藍あい介すけは技術室でノートパソコンの前に座すわってそわそわしていた。

　前日に睡すい[image: 蓮]れんが担当編集者にメールでプロットを送っていて、睡すい[image: 蓮]れんの言うことには、早ければ今日中に返事がくるらしかった。

　今この瞬しゆん間かん、睡すい[image: 蓮]れんの担当編集者が、藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんで書き上げたプロットを読んでいるかもしれない。

　それを想像するだけで緊きん張ちように身が引ひき締しまった。

　前回のときもプロットを担当編集者に送ったとは聞いていたが、そのときは全然緊きん張ちようすることなく、既すでに書き始めていた本編の続きを書いていた。あのときは「あれだけ面おも白しろいプロットなら、書き直せって言われることもないだろう」と、傲ごう慢まんにも高を括くくっていたのだ。

　でも、今回は違ちがう。

　今回、睡すい[image: 蓮]れんと一いつ緒しよにしっかりしたプロットが書けたとは思っているけれど、自分に実力がないことを痛感しているし、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の一巻のレベルの高さが身に沁しみているからこそ、あのプロットで本当に編集者が納なつ得とくしてくれるのか不安だったのだ。

　そのためフライングで本編を書き始める気も起きなくて、藍あい介すけはキーボードに手を載のせたまま、睡すい[image: 蓮]れんのノートパソコンが担当編集者からの返事を受信するのを、今か今かと落ち着きなく待っているのだ。

　今日、氷ひ緒お菜なはフィギュアの材料を買いに行くとかで部活には来ていない。睡すい[image: 蓮]れんは自分のノートパソコンに向かってネットで何か調べ物をしていた。

　緊きん張ちようを紛まぎらわすために、藍あい介すけは睡すい[image: 蓮]れんに話しかける。

「……なあ、さっきから何調べてるんだ？」

「えっとねえ、羊の種類を調べてるんだよ。めえめえ」

「羊？　何でまた？」

「ほら、わたしのペンネーム、甘あま井いひつじって言うでしょ？　だから、甘あま井いひつじって羊で言うとどんな種類がぴったりなのかなあ、って思って。ねえねえ、冬ふゆ野の君だったらメリノとサフォーク、どっちがいいと思う？　あ、でも、ジャコブ羊も牛うし柄がらで可愛かわいいよねえ」

　睡すい[image: 蓮]れんがノートパソコンをこちらに向ける。ディスプレイには様々な種類の羊の画像が表示されている。

「羊ならラムかマトンの二に択たくだろ」

「それはお肉の種類だよっ！」

「そうだっけ？　てかさ、ずっと気になってたんだけど、お前のペンネーム、何で甘あま井いひつじって言うんだ？　何か由来でもあるのか？」

「あるよお。めえめえ。どんな由来だと思う？」

「羊が好きだから、とか？」

「羊は好きだけど、チーターの方が好きだよお。好すき嫌きらいはあんまり関係ないかなあ」

「じゃあ分からん」

「わたしの名前は？」

「しっかりしろ。鮎あゆ原はら睡すい[image: 蓮]れんだろ」

「違ちがう違ちがう。もう一つの方だよお」

「大おお神かみ璃り々り絵え？」

「そうそう。大おお神かみ璃り々り絵え。あのね、四年前までわたしは大おお神かみ──オオカミだったの」

「狼おおかみ」

「うん、オオカミ。でも芸能界を引退した今のわたしは、もうオオカミじゃないよね？　それでね、ペンネームを決めるときに、オオカミじゃないならわたしは一体何なのかなって考えたら、オオカミの真逆の存在の羊かなあって思って、それで、とりあえずひつじでいいや、って思ったの」

「とりあえずで付けたのか!?」

「えっと、それだけじゃなくて、お花の睡すい[image: 蓮]れんにはヒツジグサっていう別名があるから、っていう理由もあるんだけどねえ。めえめえ」

「なるほど。じゃあ、名字の甘あま井いってのはどこからきたんだよ」

「そっちは冬ふゆ野の君の名前から取ったんだよお」

「ぼくの？」

「冬ふゆ野の君の下の名前って、藍あい介すけだよね？　名前に『アイス』って入ってるよね？　アイスは甘あまいから、甘あま井い。ね？」

「……親父おやじギャグかよ」

　藍あい介すけは苦く笑しようする。

　もしかして、睡すい[image: 蓮]れんが自分と藍あい介すけの名前に由来するペンネームにしたのは、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》を「二人で生み出した」という意志の現れなのではないだろうか。

　うん、きっとそうなんだろう。

　そう思ったとき、「甘あま井いひつじ」というペンネームが心の底にすとんと落ちてきて、自分の一部になったような気がした。

「……なあ、鮎あゆ原はら」

「ふゃ？」

「ありがとな」

　ぼくの小説をインフェルノ文庫新人賞に応おう募ぼしてくれて、ありがとう。

　こんなぼくの才能を信じてくれて、ありがとう。

　ぼくに《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の二巻を書かせてくれて、ありがとう。

　六年前からずっとぼくの小説を好きでいてくれて、ありがとう。

　そういうのを全部籠こめた一言だった。

「ありがとうって、何が？」

　睡すい[image: 蓮]れんは不思議そうに首をかしげる。

「ええと、色々」

「色々じゃ分かんないよお……」

「分かんなくていいよ。何となく言いたかっただけだから」

「むう……、全然分かんないけど、どういたしまして。ということで、お礼に何かちょうだい！」

　そう言って、睡すい[image: 蓮]れんは勢いよくずびしっと手を差し出してくる。元気な奴やつだ。

　藍あい介すけはポケットから、昼に購こう買ばいでサンドイッチを買ったときのレシートを探さぐり当あて、それを睡すい[image: 蓮]れんの小さな手の平に載のせた。

「はい、お礼」

「わ～い、嬉うれし──くないよっ！　これはお礼の名を騙かたったただのゴミだよっ！　酷ひどいっ！　酷ひどいから攻こう撃げき！　えいっ！」

　睡すい[image: 蓮]れんはレシートをくしゃくしゃに丸めて投げつけてきた。

「うわ、人の気持ちをぐしゃぐしゃにするか普ふ通つう。じゃあ、他に何が欲ほしいんだよ。うまし棒十四万三千本とかか？」

「そんなに食べきれないよお……」

「我わが儘ままな奴やつだな。レシートもうまし棒も駄だ目めなら、もう何も思い付かないんだけど。逆にリクエストとかないのか？」

「リクエスト？　あ、えっと、じゃあね…………」

　睡すい[image: 蓮]れんは両手を頰ほおに当てて俯うつむき、少しの間考かんがえ込こんでから、上うわ目め遣づかいに藍あい介すけを見て、ちょっと照れくさそうにもにょもにょと言った。

「今度、お買い物に付き合ってほしいなあ……、とか？」

「買い物？」

「ほら、今ちょうど夏のバーゲンやってるよね？　だから、夏物の服とか、水着とか、色々欲ほしいなあって思ってて……」

「水着」

　男子高生の哀かなしい性さがか、水着という単語から流れるように睡すい[image: 蓮]れんの水着姿を想像してしまう。水色と白のボーダーのビキニとか爽さわやかでよくないですか？　ピンクのビキニで、ボトムがミニスカートみたいになっているのとかも絶対似合うだろうし、大人っぽい黒も捨てがたい。他にも、フリル付きのワンピースタイプの水着なんかも可愛かわいいですよね。可愛かわいいは正義ですよね。いっそスクール水着を着たところも見てみたいけど、うちの学校にはプール授業がないからさすがにそれは無理か。

[image: ]

「……冬ふゆ野の君？」

　一いつ瞬しゆん妄もう想そうの世界に移住してぼんやりしていたらしい。睡すい[image: 蓮]れんが不思議そうに藍あい介すけの顔を覗のぞき込こんできた。

「……いや、何でもない。ええと、買い物ね。分かった。そのくらいならいつでも付き合うよ」

「本当？　よかったあ……。ちょっと考かんがえ込こんでたように見えたから、冷たく断られるんじゃないかなあ、ってどきどきしたよお……」

　睡すい[image: 蓮]れんはほっとしたように微笑ほほえむ。

「人聞きの悪いこと言うなよ。お前の誘さそいを断ったことなんて、今まで一度もなかっただろ」

「いっぱいあるよっ！　去年の六月からずっと断られてたよっ！」

「……ああ、そう言えばそんなこともあったかも」

　藍あい介すけは遠い目をしながら他人ひと事ごとのように言う。睡すい[image: 蓮]れんに限りなく敵意に近い苦手意識を抱いだいていたことが、もうずっとずっとずっとずっと昔のことのように感じられた。

　今はもう、そんな苦手意識なんて欠片かけらも残っていない。

　それどころかむしろ、今は睡すい[image: 蓮]れんのことが好──…………




　……………………好き、なのか？




　心にふっと生まれたその言葉に、藍あい介すけは戸と惑まどいを覚える。

　生まれてから今まで、藍あい介すけは異性に対して恋こい心ごころを抱いだいたことがなかった。当たり前だけど、初はつ恋こいだってまだだ。

　だから、睡すい[image: 蓮]れんへのこの気持ちが恋こいといえるものなのかどうか、自分でもよく分からなかった。

　恋こいと呼ぶにはまだ蒼あおくて、ゆらゆらと揺ゆらめいていて、心もとなくて、頼たよりない気がする。

　でも、それ以外の言葉で呼ぶこともできないような気もして……。

「ふゃ、どうしたの？」

「あ──、いや、何でもない。気にしないでくれ」

　どうやらまたぼんやりしていたようだ。藍あい介すけは苦く笑しようして誤ご魔ま化かす。

「うん。じゃあ気にしないよお。それで、ね？　いつ行こっか？　今週の土曜日はどう？」

「土曜日ね、分かった」

「うふふふ～。楽しみにしてるよお」

　睡すい[image: 蓮]れんはにへ～と緩ゆるい笑え顔がおを浮うかべながら嬉うれしそうに声を弾はずませる。

「はいはい」

　藍あい介すけも内心ではちょっと嬉うれしかったのだが、そういう感情を素す直なおに表に出すのが気き恥はずかしかったから、ぷいと横を向き、わざと気のない相あい槌づちを打った。

　ぴろれり、と間ま抜ぬけな音がして、睡すい[image: 蓮]れんのノートパソコンのディスプレイにメール受信の通知がポップアップした。

「鮎あゆ原はら、メール」

「ふゃ？」

　睡すい[image: 蓮]れんがノートパソコンを自分に向け直しマウスを操作する。

「あ、担当編集者さんからだよお。…………えっとねえ、プロット読んでくれたって」

「どうだったって？」

「前のプロットよりもずっと面おも白しろくなったから、こっちを基もとにして新たに書き直してほしい、だって」

「そうか。よかった……」

　藍あい介すけは椅い子すから半分ずり落ちながら安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。とりあえず第一関門は突とつ破ぱしたみたいだ。これで気き兼がねなく本編に取とり掛かかれる。

「じゃあ、早さつ速そく書き始めるか」

「うん。書こう書こう」

　藍あい介すけは椅い子すに深く座すわり直なおし、一度深呼吸してから、キーボードにこう打うち込こんだ。







　プロローグ







　この瞬しゆん間かん、《無む限げん魔ま弾だんの白雪姫スノウホワイト》の二巻の物語が──

　藍あい介すけと睡すい[image: 蓮]れんの物語が──

　産うぶ声ごえを上げた。











あとがき






　初めましての方もそうじゃない方も初めまして。嵯さ峨がは今日も元気いっぱいです。

　今回は、ラノベ作家になりたい少年・冬ふゆ野の君と元天才子役の少女・鮎あゆ原はらさんの二人のお話をお送りいたしました。ライトノベルに限らず小説を書くのはかなり大変な作業です。ですから嵯さ峨がはプロ・アマ問わず小説を書ける人を尊敬しています。冬ふゆ野の君は頑がん張ばって小説を書いていてえらいなあと思います。あと、頑がん張ばってこの小説を書いた嵯さ峨がもえらいなあと思います。

　ところで、「嵯さ峨が伊い緒おって誰だれぞ？」と疑問に思う方もいらっしゃるかもしれませんので、ざっと自じ己こ紹しよう介かいを。

　嵯さ峨が伊い緒おというのは、実は美少女双ふた子ご姉し妹まい・嵯さ峨が伊い緒お流ると嵯さ峨が伊い緒お無んによる執しつ筆ぴつユニット名なんです。冬ふゆ野の君と鮎あゆ原はらさんみたいに二人で執しつ筆ぴつしてるんです。

　設定とプロットを担当している妹の伊い緒お無んは、毛先にピンクのグラデを入れた黒のロングヘアに、細いフレームの丸メガネを掛かけています。ソシャゲ廃はい課か金きんの上引きこもりなので、姉である私、伊い緒お流るが面めん倒どうを見ないとさくっと死んじゃいます。姉は大変なんです。私は本編の執しつ筆ぴつを担当していますが、伊い緒お無んのプロットが超ちよう適てき当とうなので、本編に起こすのが大変なんです。伊い緒お無んにプロットの矛む盾じゆんを指し摘てきするとキレて開き直るので、結局私が苦労して辻つじ褄つまを合わせることになります。本作を書いたときもそこが一番大変でした。ちなみに私は髪かみを茶のショートヘアにして、妹と全然違ちがいますよー的な雰ふん囲い気きを頑がん張ばって出していたのですが、顔がそっくりなのでそんなことをしても無む駄だだと最近気付きました。無念です。私は右みぎ利ききです。伊い緒お無んは左ひだり利ききですが矯きよう正せいしたので右手も使えます。この前、左右の手に箸はしを持ってご飯を食べていました。本人曰いわく「二倍の速さで食べれるよ～」らしいのですが、口が一つしかないのであんまり意味がなかったみたいです。

　さて、これで嵯さ峨ががどんな人間かお分かりいただけたでしょうか。──はい、その通りです。嵯さ峨がは噓うそ吐つきなのです。……いえ、やっぱり噓うそじゃないです。これは「設定」です。こうやって書いておけば、あわよくば本作のイラストを担当してくださったダンミル様が、美少女双ふた子ご姉し妹まいユニット「嵯さ峨が伊い緒お」の著者イラストも描かいてくださるかも……、とかそんなこと全然考えてませんよ～。ダンミル様ごめんなさい。こんな嵯さ峨がの作品に素す敵てきなイラストを描かいてくださり本当にありがとうございます。

　そして担当編集の湯ゆ澤ざわ様、こんな嵯さ峨がに辛しん抱ぼう強づよく付き合ってくださりありがとうございます。

　最後に、この本を手に取ってくださった皆みな様さま、本当に本当にありがとうございます。皆みな様さまにこの本を読んでいただけたからこそ、嵯さ峨がは今日も元気いっぱいです。





嵯さ峨が伊い緒お　









[image: ]







嵯さ峨が伊い緒お

北海道出身。と書けば地元の方に積極的に買っていただけると思い込んでいます。これで駄目なら次は「福岡出身」と書くつもりです。噓です。本当に北海道出身です。主食は雪です。カニは高くて買えません。
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イラスト／ダンミル

射手座Ｂ型のイラストレーター。最近、甘いものを食べることが楽しいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「嵯峨伊緒先生」係

「ダンミル先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ラノベ作さっ家かになりたくて震ふるえる。








嵯さ峨が伊い緒お
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※2017年9月8日発行の電撃文庫『ラノベ作家になりたくて震える。』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/gaiji-hankana-001.png
Lt





item/image/cover.jpg
~
<

M\ RO7™ A

=
>
z
o
<
™

' SAKKA NI
' NARITAKUTE
\ ) FURUERU |

|

=23

.
A






item/image/kuchie-004-005.jpg
[SEVIQIeRIS) I

EEORK® D—VEDO R
WH-VQUIK TS D@L
[Q)° FEHNTHANELDS®

LSar#l S
.I..E .Em o W
_étﬂbgﬁk_
EHUEBCR<IN LR
B BN IRBOMIR

HSVEBRNREOZHZE -\_
BHBIEHHCER® \/ d





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p032.jpg





item/image/p102.jpg





item/image/p223.jpg
X ¥F 12 i

| ® %
I *
.x.** ***%

| RANOVE

| SAKKA NI

*

' NARITAKUTE
| FURUERU

e





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p066.jpg





item/image/p220.jpg





item/image/gaiji-cid7811.png





item/image/kuchie-002-003.jpg
. wimz
uﬁﬁﬁyz
(8RB0 SRR = oo oo oo oo oo o
MY =XV OLEHES
IRHNEE<° RN USREE
BVRELBLERIROM NN
FUDMRUA— R

T
g

UYUNO
| CE=IST et ta) [
SHHOBUITRWINDRIER
WEOUES ) U E S O
SRR MEEHRERWNORDY
EXUBHIOMER OLS é
oI JAUL /






item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一章　ひつじ、現れる



		第二章　ひつじ、絡まれる



		第三章　ひつじ、仲間です



		第四章　ひつじ、腹立てる



		第五章　ひつじ、ただ泣ける



		第六章　ひつじ、暴かれる



		プロローグで終わるエピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p142.jpg
' RANOVE

| SAKKA NI

*

' NARITAKUTE
| FURUERU

4





item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p176.jpg
m
.vv** x Wkt

X ¥ W o

xR *

*
*
*
*
*
¥
*%
%
%
3%
%*
X
x
%
*
*
*
%

D=’ B8piElt e

P

X%
¥R KT e e

*

' RANOVE

L

X

| SAKKA NI

' NARITAKUTE
| FURUERU

4





item/image/p253.jpg





item/image/p090.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p092.jpg
L X OMR 0w

| K sk
I ¥
.¥ ** *¥*¥

X
*
®
x
*
%
*
3%
%*
KR
x

%
%

*

*

%

*

| RANOVE

%

*

| SAKKA NI

' NARITAKUTE
| FURUERU

4





item/image/p010.jpg
X 9 ) im

| K *
_ %
.vv**«%v;

' RANOVE

| SAKKA NI

X

' NARITAKUTE
| FURUERU

FY





item/image/p052.jpg
X **%*
X * *
% ¥** * = ¥*¥*
r=" A#xrw
x
x®

%
%

*

*

%

*

| RANOVE

%

*

| SAKKA NI

' NARITAKUTE
; FURUERU

4





item/image/kuchie-008.jpg
RANOVE SAKKA NI NARITAKUTE FURUERU

G

I D00 BN

8RB O0D7 LHIN

gy OO0 EETE
®REM O0D7 Bfne

WEIE O0D7 LRDN

BRI D00 e

NOO—QLFIRHUO—]

10 i

92 i 52 i

176 1 142 |

| 258 | 247 § 223 |

THA2OHK 7





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/p247.jpg
T P T L
XnNoo-»pF¥eeHdy0o-rn

_ * % *Fox, ¥

T omwg w P

%
*

*

*

%

*

' RANOVE

s

*x

| SAKKA NI

' NARITAKUTE
;| FURUERU

4





item/image/p169.jpg





item/image/kuchie-006-007.jpg
MOMERFRUS

TN H-ANKER] ©

REGHHOS TR BRI () R

SHoB 60—






item/image/p009.jpg
2

|
CINKLORA
N





item/image/p129.jpg





